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初めての男




　電話のコール音や、パソコンのキーボードを叩たたく音で満ちたオフィスの一いっ角かく。

　雑ざつ然ぜんとした慌あわただしい雰囲気の中、私は一枚の企画書を手に、隣で指示を待つ後輩に声をかけた。

「サトコちゃん」

　名前を呼ばれた彼女はビクッと肩をすぼめると、慌てて私に向き直る。

「あ、ごめんなさ～い」

　言葉とは裏腹な笑顔で、とりあえずの謝罪を口にする彼女に心の中で舌打ちしながら、先程手渡された企画書をトントンと指で弾く。

「これって、どういう意図の企画なのかな？」

　私の言葉に、綺き麗れいに巻かれた髪の毛先をクルクルと指に巻き付けながら、入社二年目のサトコちゃんが甘えた声で答えた。

「どういう意図って？」

　つけまつげのついた目がパチパチと何度もまばたき、ピンクの可愛らしいグロスの光る唇が、少しだけ尖とがる。

　ここは『六りっ花か出版』。

　大手出版社のグループ会社として、ファッション誌などを編集・出版している。この業界の中では中ちゅう堅けんクラスといったところだろうか。

　親会社の自社ビルの六階から八階までの三フロア内に編集部が五つあり、会議室、写真の現像をする暗室、それから撮影スタジオがふたつある。

　私、麻あ生そう菜な穂おは入社して六年。主に四十代のミセスをターゲットとしたファッション雑誌『GARNETガーネット』編集部で働いている。

『GARNET』は子育てから手が離れた四十代女性に、自分のためのお洒しゃ落れや趣味を提案していくのがコンセプトの雑誌だ。

　毎日のちょっとしたことにも楽しみを見いだしてもらいたい。

　そう思いながら、企画を立てているのだけれど。

「だからぁ、今までの最低な恋愛話を読者の皆さんに教えてもらうんですよ。他人の不幸は蜜みつの味っていうかぁ。自分の方がマシかもって思えるっていうのかなぁ～」

『え～？　そんなこともわからないの～？　かわいそう～』と、まるで私がもう若くないとでも言いたげな視線を向けてくるサトコちゃん。

　確かに、もうすぐ二十代も終わりそうな年齢の私。

　けれど大学受験に一度失敗して、就職活動も上う手まくいかず、親のコネでここに入社してきた彼女との年齢差は、さほどのものではないはずだ。

　それなのに、サトコちゃんは得意の甘え声を出しながら、私のことを馬鹿にするような態度をとる。一体私の何が気に入らないっていうんだろう。

「見た目だけはバッチリ綺麗な先輩にだって、ひとつやふたつあるんじゃないですか？　これは最低って思えるような恋愛話。家庭に入っちゃった主婦って、恋のときめきなんて関係ないって感じじゃないですか？　だからこそ、そこを逆さか手てにとっての〝最低恋愛話〟なわけなんですよ」

　私のデスクの上に置いてあったペンで、独特の丸い文字を企画書に書き込みながら、サトコちゃんは嬉うれしそうに話す。

「家庭に入った主婦にときめきがあるかないか。そんなことまでわかるなんて、サトコちゃんってすごいねぇ……」

　呆あきれながらも、なんと言えばいいのかわからない。とりあえず褒ほめることにした。

「私、経験だけは豊富なんですよ～」

「……最低な恋愛の？」

〝最低〟を強調しながら聞き返した私に、サトコちゃんは露ろ骨こつに嫌な顔を向ける。

「恋愛の、です！　特にいい男を見分ける力はすごいんですよ！」

　鼻息を荒くしながら言うサトコちゃんに、曖あい昧まいな笑みを返した。

「あ、先輩。信じてないでしょ？　私、ホントすごいんですからね！」

　唇を尖らせながらサトコちゃんはそう言うと、部屋の中をぐるっと見渡し、ある場所に視線を向け、ピッと指を差した。

　アクリルの透明板で仕切られたそこは、以前ミーティングルームとして使用されていた場所で、今は編集長をはじめとした喫煙者の憩いこいの場になっている喫煙所だった。

　中でひとりの男性が窓の外を見ながらタバコを吸っている。

　さっぱりとした短髪、長袖のＴシャツの上にデニムシャツを着て、窓際に置かれた背の高いスツールに腰かけ、長い脚を投げだしている。

「高たか瀬せさん、ホントいい男ですよね～。あの黒いパンツが脚の長さをより一層引き立ててるっていうか～」

　うっとりとした表情を浮かべ感かん嘆たんの息を漏もらすサトコちゃんの様子に、力が抜けていった。

「高瀬、ねぇ……」

　投げやりに言うと、高瀬を見つめていたサトコちゃんが勢いよく振り返った。

「先輩、まさか高瀬さんがかっこ悪いとか思ってるんですか!?」

　椅子に座る私に、前のめりになって上半身を近づけながら、ムッとした声でサトコちゃんが詰めよる。襟えりぐりが大きく開いたミニ丈のワンピースから胸元が見えそうで、気づかれないように視線をはずした。

「かっこ悪いって……そういうことじゃなくって」

「そういうことじゃないって一体どういうことですか？　高瀬さんはイケメンじゃないですか！」

　イケメンを強調するサトコちゃんに心の中で大きなため息をつきながら、ゆっくり立ち上がった。なおも何か言いたげな彼女に企画書を差し戻す。

「高瀬のことは置いておいてね。今、話してたのはこっちでしょ？」

　サトコちゃんは企画書を受け取り、私をまっすぐに見つめた。

「コンセプトのカラーがちょっと若いような気がする。もう少し落ち着いた企画を考えてもらっていいかな？」

「……はぁ～い」

　一瞬間を空あけて返事をした彼女に「よろしくね」と声をかけると、私は机の下に押し込んでいた鞄かばんを取りだし、肩にかけた。

「先輩、おでかけですか？」

　小首を傾かしげながら尋たずねる彼女に頷うなずく。

「戻ってくるまでに企画書、直しておいてね。もうすぐ新人さん達も配属されてくるんだから。サトコちゃんも頑張らないと、すぐに追いつかれちゃうよ」

「あーん、そんな風に言わないでください。でも、新人さん楽しみです。高瀬さんみたいなイケメンくんが来るといいなぁ～。サトコ、手取り足取り教えちゃいますぅ～」

　くねくねと身体をよじらせてそう言うと、サトコちゃんは鼻歌を歌いながら自分のデスクへと戻っていった。

「仕事しろって言ってんの……甘ったれ」

　ずっと我慢していた言葉がついこぼれ落ちてしまい、慌てて手のひらで口を覆おおって周りを見渡した。

　幸い、近くのデスクで仕事をしていた人達には聞こえていなかったようで、ほっと胸をなで下ろす。

　サトコちゃんは昨年の春、新入社員としてこの編集部に配属された。

　最初の頃は『仕事のミスも新人だから仕方ないよね』なんて、みんなも笑顔で教えてあげていたけれど、いつまで経っても同じミスを繰り返す彼女に呆れ始め、今では陰かげで『お荷物社員』なんて言われている。

　情熱的にイケメンを語る時のように、仕事にも燃えてくれればいいのにと思う。

　机の上にまとめて置いた資料を鞄につめ終えると、先程までサトコちゃんが熱い視線を注いでいた喫煙室へ足を向けた。

　軽くノックして扉を開けた途端、煙の臭いが全身にまとわりつく。

　顔をしかめつつ、中でくつろぐ男に声をかけた。

「高瀬、お待たせ」

　同僚でカメラマンの高瀬行ゆき成なり。

　彼は吸っていたタバコを灰皿に押し付けると、足元に置いてあったカメラの機材が入った鞄を肩にかけた。

「眉み間けん、しわがすごいぞ」

　笑いながら、鞄を持たない方の指で私の眉間をなでる。

「うるさいなぁ」

　その指を払って答える私に、「おー、怖い怖い」と高瀬は驚いた顔をして、肩をすくめた。

「あの日か？　ナホ」

　イライラしている私の神経を逆なでするように、高瀬がさらに口を開く。

「違うわよ！」

「んじゃ、欲求不満なんだ？　だからいつでも言えって言ってんのに。足腰立たなくなるまで相手してやるって」

「ばっかじゃないの？　アホらしいこと言ってないで、モデルさん達への褒め言葉でも考えてれば？」

「ったく……何、マジになってんだよ」

　呆れたように高瀬は私の顔を覗のぞき込んできた。

　そんな高瀬の視線から目を逸そらし、やってきたエレベーターに乗り込む。

　高瀬も乗ったことを確認してから『閉』のボタンを連打する。ドアが完全に閉まって、動きだしたのと同時に息を吸い込んだ。

「仕事しろーっ!!」

　大きな声と共に、ありったけの息をはきだす。

「おい、どうしたんだ？」

「……サトコちゃん、一体いつになったら学生気分が抜けると思う？」

　心に抱えていた感情が言葉になってあふれだしてくる。

「『見た目だけは綺麗』だとか、ホント先輩に対して失礼だっていうの！」

「ナホ、『見た目だけは綺麗』なんて言われたのかよ？」

　吹きだしそうになるのを堪こらえているのか、高瀬は妙に抑よく揚ようのない口調だ。

「そうですけど!!」

　唸うなるようにそう言って、横で肩を震ふるわせている高瀬を睨にらみつけようと顔を上げた。

　直後、唇が塞ふさがる。

　一瞬にして深くなる口づけに、息が出来なくなりそうな頃、ゆっくりとぬくもりが離れた。

「――物足りない？」

「ばっ、馬鹿言わないでよっ！　エロ親おや父じっ！」

「まぁ、そんだけ言えりゃ平気だな」

　ニヤリと笑う高瀬に、二の句が継げない。

　彼は固まったままの私の頭をそっとなでると、タイミング良く開いたドアから外へ出ていった。

「ナホがその気なら、いつでも抱いてやる」

　そんな言葉を残して。




　＊　＊　＊




　高瀬行成と初めて会ったのは大学生の時だった。

　学部の違う私達は、それまでなんの関わり合いもなかったけれど、二年生ももうすぐ終わる、冬のある日のこと。

　たまたま休講になった授業の空き時間を持て余し、向かったキャンパス内の小さなカフェ。

　中央にある学食とは違い、敷地の奥にあるこのカフェに来る学生は少なく、時間が出来た時によく利用している場所だ。

　木々に囲まれ柔らかな光が差し込む窓辺の席でコーヒーを飲むのが好きだった。

　同じ学部の友達にも言ったことのない秘密の場所だったりする。

　そんな秘密基地みたいなカフェに彼はやってくると、私をめがけてまっすぐに歩いてきた。

「なぁ、俺、高瀬っていうんだけどさ。俺のこと知ってる？」

「た、高瀬って……あの高瀬行成くん？」

　おそるおそる答えながら、違う高瀬くんならいいな、なんて思ってしまった。だけど私の気持ちなんてお構かまいなしに、目の前の男は笑みを浮かべて頷いた。

「そう、その高瀬行成」




　同じ学年にいる〝高瀬行成〟という男。

　百八十センチはありそうな身長に凛り々りしい顔つき。服を着ているとわからないけれど、鍛えているらしい体たい躯く。

　誰もが一度は振り返る、そんな魅み惑わく的てきな容姿を持つ彼の噂うわさは、色々な場所で耳にしていた。

　けれどもそれは、決していい印象のものではなく……。

　いかがわしい店に出入りしていたとか、キャバ嬢らしきお姉さんと並んで歩いていたとか、上級生のお姉さんをこっぴどく振った、とか。そのくせ、そのお姉さんとやることだけはやっちゃった、とか……。

　女の子からすると、最低極まりない。

　目の前で、私をまっすぐに見つめる高瀬行成は、噂通り野や生せい味みあふれる魅惑的な男だった。耳をくすぐる声も、低くて心地いい。

　あんな噂がたくさん出回っているくせに、女の子からの人気が絶えないのも頷ける気がする。

「……何か御用ですか？」

　あまりいい評判を聞かない彼と関わるのが嫌で、わざと冷たく問いかけた。

「モデルやってくれないかな」

「……え？」

　帰ってきた言葉はあまりにも突とっ拍ぴょう子しのないもので、思わず面食らってしまった。

「モデル、やってくれない？」

「モデルって……えっと、私？」

　周りをキョロキョロと見渡しながら聞き返す私を、彼は真剣な瞳で見つめ、「頼む」と頭を下げた。

「なぁ、ダメ？　麻生……ナホさん」

「ナ、ホ？」

「あれ、違った？　あんた、麻生ナホだろ？　あぁ、じゃあ、佐さ々さ木きって知らない？」

「同じ学部の佐々木さんのこと？」

「そう、その佐々木。佐々木にこの間教えてもらったんだけど……漢字、こう書くんだよな」

　ジーンズの後ろポケットから、携帯を取りだすとメールの画面を見せる。

「ほら。麻生、菜穂……だろ？」

　書かれていた文字を読み上げるうちに、少しずつ、私を見つめる彼の表情からも自信が消えていく。

　噂に聞いている彼とはまったく違う様子に、なぜだかすごくおかしくなって、思わず吹きだしてしまった。

「なんだよー、もしかして違うのか？」

「違う、違う。ちゃんと聞かなかったの？　菜穂って書いて、ナオって読むんだけど」

「ナホじゃなくて、ナオ？」

　きょとんとした表情を見せる彼に、ついに堪えきれず、笑い声をあげた。

「間違えちゃう人ね、結構いるんだよ。だけど、そんなに自信満々で間違えたのは高瀬くんが初めてかも」

　肩を震わせて笑い続ける私に、高瀬はがっくりと頭を垂たれてしまう。

「そんなに笑うことないだろ、悪かったよ。ごめんって！」

「こっちこそごめんね。でも、モデルってどういうことなの？　なんで私？」

　目の前の椅子に座った高瀬を見る。

　彼は、背負っていたリュックの中から一冊の雑誌を取りだすと、折り目のつけられたページを開いた。

　そこには、何かの広告なのか『フォトコンテスト』と大きく見出しがあって、その下に、応募期間などの募集要項が細かく記載されていた。

「フォトコンテスト？　高瀬くんって、写真撮る人なの？」

　私の問いかけに、彼は少し身を乗りだすと、なぜか小さな声で話しだした。

「俺さ、将来カメラマンを目指してるんだよね」

　そんな彼につられるように、ひそひそ声で返事をしてしまう。

「へぇ、そうなんだ……なんだか意外だね」

「意外って、なんだよ。それってどういう意味？」

「だって、写真撮る人って、もっと……なんていうか、その」

　アイドルのおっかけや、鉄道ファンみたいな感じがするとはさすがに言えなくて、言葉を濁にごす。

「……ろくなイメージ持ってなさそうな感じだな。ま、そんなのは別にいいんだけどさ。なぁ、頼むよ。モデル引き受けてくれないかな？」

　高瀬が両手を合わせ、頭を下げる。

「え、だって……なんで？　なんで私に頼むの？」

　焦あせって返事をする私を、彼はまっすぐに見つめてくる。

「このコンテストって、結構大きなコンテストでさ。有名なカメラマンが審査員をやってたりするんだよ。そんな人達に自分で撮ったものをきちんと評価してもらえる機会ってなかなかないだろ？　だから、どうしても応募したいんだよ」

「でも……、どうして私なの？」

　戸と惑まどいを隠せない私に高瀬はさらりと言う。

「見み栄ばえするだろ、色々と。キャンパス内でもすげぇ目立ってるし」




『目立つ容姿』――そういう意味合いの言葉を、今までに何度言われただろうか？

　年齢の割に大人びて見られる顔立ちの私は、子供の頃から『菜穂ちゃんは綺麗だね』なんて言われて育ってきた。幼い頃はそれを素直に喜んでいたけれど、中学生になった時には、もう素直に喜べなくなっていた。

　原因は、いじめだった。

　クラスで人気者だった男の子を顎あごで使っているとか、誰かの好きな人を私が誘惑して奪うばい取ったとか。そんな根も葉もない噂を撒まき散らかされ、後ろ指を差されることがだんだん増えていった。

　昨日まで一緒に遊んでいた友人がひとりずつ離れていき、いつの間にか私の周りには誰もいなくなってしまった。

　誰に似たのか綺麗で目立つ顔立ちをしている。ただそれだけの理由で、同性の反感を買ってしまう――その事実は、まだ大人になりきれていなかった私の心に深い深い傷を残して、未だに癒いえていなかったりする。

「……確かに目立つよね、私」

　胸の痛みを隠すように淡たん々たんとした口調で返事をし、『フォトコンテスト』の文字が躍おどる雑誌を閉じた。

「見た目だけなら、私じゃなくてもたくさんいるんじゃない？　高瀬くんがお願いすれば、モデルになってくれる人なんていっぱいいるでしょ？」

　立ち上がり、椅子に座る彼を見下ろし睨みつける。

「――そう、その瞳。その瞳じゃなきゃダメなんだ」

　睨みつけているというのに、なぜか高瀬は嬉しそうに笑っている。

「俺が撮りたいのは、その意志の強そうな瞳なんだ」

　言っている意味がよくわからず、言葉をなくして立ち尽くす私に、高瀬が目を細めながら言う。

「そのポカンとした顔も、いい感じ。なぁ、座れば？」

　言われるまま椅子に座ると、ゆっくりとした口調で高瀬が話しだした。

「顔が綺麗とか、目立つとかだけじゃダメなんだ。なんていうか……心にくるもんがないとダメっていうか」

「何それ……わけわかんないんだけど」

「俺が撮りたいっていうか……心惹ひかれたっていうのかな？　麻生のそのまっすぐな瞳を撮りたいって思った。だから、撮らせてくれない？」

「嫌よ」

　間かん髪ぱついれずに断りの言葉を放つと、彼は面白そうに肩を揺らす。

「お、やっぱりね。絶対、断ると思った」

「じゃあ、諦あきらめて」

「嫌だね。っていうかあんたは拒否出来ないよ」

　やけに自信満々な態度に苛立ちが募つのる。

「ほんっと、わけわかんない」

　はき捨てるように言った私に、高瀬が顔を寄せてきた。

「俺、あんたの秘密知ってるんだよね～」

「……秘密？」

「そう、秘密。なぁ、どういうことか知りたくない？」

　楽しげな声を出しながら雑誌を手に取りぱらぱらとめくると、背表紙の間に挟はさまれていた少し大きめの白い封筒を取りだし、テーブルの上に置いた。

「何？」

「中、見てみなよ」

　なおも楽しげな高瀬を睨みつつ、ゆっくりと封筒を開ける。

「……な、なんでっ」

　震えだした手から写真がすりぬけ、テーブルの上に落ちた。

　写っていたのは、数年前の私。ロリータファッションに身を包み、困ったように微ほほ笑えみを浮かべるその姿に、忘れてしまいたい過去がよみがえる。




　それは、高校三年生の時だった。

　今までのいじめが嫌で、地元から離れた女子高に通っていた私にも、やっと出来た友人のバイト先でのこと。

　彼女のピンチヒッターとして、一日だけしたメイドカフェのバイト。本当は終しゅう始し笑顔を振りまかなきゃいけなかったんだけど、どうしても上手く笑うことが出来ず、最初から最後までぎこちない表情を浮かべていた。

　けれど、それが逆に受けたらしく、有料サービスで写真を撮っていく人がいっぱいいたのを覚えている。

『笑わなくていいよ』なんて、猫なで声で話すお客さん達に戸惑いながら、友人に迷惑をかけちゃいけない、という気持ちだけで、カメラや携帯のレンズを見つめていた。

　本当は、撮られたくなんてなかった。

　卒業アルバムの写真にさえも、『この顔で、何人の男の子騙だましてきたんだろう』だなんて、心ない言葉をかけられた記憶がよみがえってくるから。

　自分の顔をまともに見られなくなるから。




　目の前で微笑む男が、なぜ今この写真を持っているのだろう？

「お、お客さんだったの？」

　私の質問に高瀬は答えることなく肩を震わせた。その姿を見て、疑問が動揺に変わる。

「ずいぶん無ぶ愛あい想そうなメイドだよな。そこが、逆にそそるのかもしれないけどな」

　そう言って、テーブルの上の写真を大事そうにしまった。

「なんで？　なんでその写真が……私だって思うのよ……」

　苦し紛まぎれに言い訳すると、あからさまなため息が返ってくる。

「あんたさ、自分がどんだけ目立つか知らないのかよ。で、どうする？」

　こちらを見下すような言葉に、ありったけの敵意で睨みつける。

　そんな私を気にするでもなく彼はふっと笑うと、これ以上ないくらい、低くかすれた声を出した。

「拒否権のないことくらい、わかってんだろ、ナホ？」

　その声音に心臓が音を立てる。

　くっくっくっと、肩を揺らしながら楽しげに笑う目の前の男を見ていると、なんだか負けたくなかった。勢いよく立ち上がると、少しだけ驚いた顔の彼にきっぱりと告げる。

「モデルやったら、写真返してよね」

　心臓がドキドキしているのを悟さとられたくなくて、わざと強気な発言をした。

　でも、一体なんで、ドキドキしているのだろう？

　忘れたい過去を見せつけられたから？

　それとも、やけに自信たっぷりな彼に対しての、ただの対抗心だろうか？

「なんだよ、取引するのか？」

「そうよ。写真を返してくれるなら、モデルやるわよ」

　私の言葉に、高瀬が満足げな表情を浮かべる。

「そうこなくっちゃな。じゃあ、ナホの気が変わらないうちに」

　そう言って私の鞄を手に取り、立ち上がった。




　迷うことなく進む高瀬の後について、住宅街のはずれを歩く。

『この後の授業はサボれよ』と言う高瀬の言葉に従うことに決めたのは、モヤモヤした気分のまま授業を受ける気にはならなかったから。

　公園やコンビニが近くにある、三階建ての賃貸住宅。

　たぶん、大学生をターゲットにしたワンルームのアパートだろう。

　その一室の前で高瀬は立ち止まると、背負っていたリュックから鍵かぎを取りだし、扉を開けた。

「どーぞ」

「ここって……高瀬くんの家じゃないの？　ここで撮るの？」

　まさかいきなり自宅に案内されるなんて思いもしなかった。戸惑う私を見て、面倒くさそうに高瀬がため息をつく。

「なんか問題ある？　俺のモデルになったなんて、彼氏にバレるの嫌だろ？」

「え、あ……そうだよね」

　動揺が伝わらないよう注意しながら、曖昧な答えを返す。

　本当は、彼氏なんていない。

　先輩に告白されて付き合ったのは本当だけど、すぐに振られてしまった。

　真面目で優しいとキャンパス内でも有名な先輩だった。この人なら大丈夫かもしれないと、思いきって付き合ってみたのに、ほんの数回会っただけで先輩は『麻生ってつまらないよね。見た目と違ってなんか暗いし、付き合ってても面白くない』と別れを告げた。

　私が振られて別れたのに、事情を知らない周りの女の子達がそんな私を見て『麻生さん、先輩のこと振ったんだって。でもね、またすぐ別の人から告白されたらしいよ』と陰でひそひそと話しているのを聞いてしまった。

　尾ひればかり大きくなる噂。きちんと否定しなければダメだとわかってはいたけれど、本当のことを話して、はたして信じてもらえるかどうか自信がなかった。また陰口を叩かれるかもしれないという恐怖心がわいてしまい、いつも言葉を濁して逃げてしまっていた。

　いつかは私も素敵な人と付き合って、デートして、キスをして……その先も、なんて思うけれど、見た目ばかりを褒める男性達に心がえぐられた。

　こちらの複雑な心境なんてお構いなしに、彼は動こうとしない私の背中を押して、中に入れると玄関の扉を閉めた。




「その辺、適当に座って」

　カメラがしまってあるケースを開けながら、高瀬が顎で示す。

　ものが乱雑に置かれた床と、朝、起きてそのままの状態らしいベッドを見渡す。どちらにも、座るなんて出来そうにない。

「なんだよ。ベッドに座ればいいだろ」

　面倒くさそうに私の腕を引き、ベッドへと誘導する。

「撮るから、脱いで」

「へっ？」

　ぬ、脱ぐ？

「コート、脱いで」

「あ、あぁ……コートね」

　カーテンを閉め、一眼レフカメラのファインダーを覗き込む高瀬をじっと見つめながら、ゆっくりとコートを脱ぐ。

　彼の両手の中にある高そうなカメラを見た瞬間、あのメイドカフェでのバイトを思いだして胸の動どう悸きが激しくなった。同じような一眼レフカメラを持った人達が、ニヤけた表情を浮かべて私に近づいてくる。背筋の凍りそうな光景がよみがえり、緊張と恐怖心で高瀬から目が離せない。

「いいじゃん、その目」

　カメラを構えた彼は、さっきまでの雰囲気を一いっ変ぺんさせていた。

　まるで、猛獣に追いつめられているようで、怖おじけづいてしまいそうだ。

「怖い？」

「寝言は寝てから言いなさいよ！」

　本心を悟られたくなくて、語尾を強めた。

「……口の減らねぇ女。女らしい見た目とは違って、気が強いんだな」

「見た目と違ってがっかりした？　残念だけど私はこの顔、好きじゃないのよ」

「へぇ、なんで？」

　カメラ越しに尋ねてくる彼に、答えられず口をつぐむ。

「顔、横向けて」

　カメラを一度下ろすと、高瀬は窓の方を指差した。正面の顔を撮られたくなかったので、素直に言われた方に顔を向ける。

「視線、下……そう。ちょっとだけ、首傾げて」

「こう？」

「そう、そんな感じ……で、なんで自分の顔が嫌いなんだ？」

　シャッター音の合間にさりげなく尋ねてくる高瀬に、しぶしぶ答える。

「……見た目だけで判断されるのにうんざりなのよ」

「見た目だけって……でも、最初の印象が大事だったりもするだろ？　悪いよりはいい方が得だと思うけど？　次、ベッドに座って、視線は一緒で」

「得だったことなんて、一度もないし」

　後ろを向き、ベッドに腰かけながら、大きな声で反論する。

「一度もないって……大げさだな」

「嫌がらせ、だったら数えきれない程あるけど」

　ゆっくりとカメラを下ろした高瀬が、私に視線を合わせるかのようにひざまずいた。

「……嫌がらせされたのか？」

「そうよ。全部この顔が原因だった」

　先輩のがっかりした表情や、周りの女の子のひそひそ声がフラッシュバックする。

　ベッドについた手を堅く握りしめた。

　唇を噛かみしめ、涙を堪える。

「男の人だってそう。結局は顔だけ。中身なんて見ようとしない」

　高瀬は立ち上がると、再びカメラを構えた。

「初めから中身なんてわかりっこないだろ」

「……でも」

「話したこともない奴と親しくなるっていうのは、難しいだろ？」

　もっともな言葉に頷き返すしかない。

「そう……だね」

「まずは、自分好みの外見かどうかで、話しかける判断をしているんじゃないかって、俺は思うけど」

　淡々と話す高瀬の言葉を静かに聞く。

「初めは見た目だけだったとしても、ちょっとずつお互い歩みよって、そこからお前の中身を知っていくんじゃないのか？」

　真面目な雰囲気の彼から、視線をはずすことが出来なくなった。

　浮うわついた噂ばかりの彼の口から出てくるとは、とても思えない言葉だったから。

「……なんか、意外」

　思わずぽろっと出た言葉にハッとして、慌てて口を閉じる。

「どうした？」

　ファインダー越しに私を見つめ続ける高瀬に、ぶんぶんと首を横に振った。

「た、高瀬くんのカメラ、なんか本格的だよね？　使いこなすの難しそうだよね」

　突然話題を変えた私を気にするでもなく、彼はまたさっきとは違う真剣な一面を見せる。

「難しい。だけど、だからこそ楽しいって思う」

「どんな時に楽しいって思うの？」

「撮った写真を現像して、それが自分の思った通りに撮れていた時だな」

　言いながらカメラを下ろした高瀬の表情は、キラキラと輝いていた。写真を撮ることが本当に好きなんだ。そう思える彼の表情に、今まで感じたことのない胸の痛みを感じた。

「フィルム交換するから、ちょっと待って」

　彼はカメラを器用に操作しながら背中を向けると、テレビが置かれているスチールの棚に向かう。フィルムを交換している後ろ姿をじっと見ていたら、急に高瀬が振り返り、予期せず視線が絡んでしまった。

　交わる視線をはずすことが出来ずにいると、カメラを手にした高瀬がこちらに近づいてきた。そして、腕を伸ばし私の肩に触れると優しく押した。

　ベッドに倒れ込む身体。

　その様子まで高瀬が写真におさめる。

「こんな写真も必要なの？」

「色んな表情を撮りたい。悪いけど、横向いて目を閉じてもらっていい？」

「……い、いいよ」

　戸惑いながらも言われた通り、横向きに寝て目を閉じた。

　シャッター音と共に、高瀬の指示が聞こえる。

「顔だけこっち向けて。ゆっくり……そう、目を開けて。それも、ゆっくり」

　高瀬の持つカメラをじっと見つめながら、彼の指示に従っていく。

　時間が経つにつれ、最初の戸惑いや恐怖心はなくなっていて、それよりも妙な高揚感に包まれているように感じた。

　だからだろうか、ベッドに横たわった私を高瀬が跨またがって見下ろす。

　そんな様子を、なぜか他人事のように受け止めていたのは。

　やや自嘲気味に高瀬が笑いながら、私の首筋に唇を這はわせる。強弱をつけて、角度を変えて、何度も何度も。

　カメラを持っていたはずの手が、壊れものを扱うかのように私に触れて、ゆっくりと移動した。身体が強こわ張ばる。

　高瀬は優しい笑みを浮かべ、私の髪に唇を落とす。

「緊張してんの？　ナホ」

「き、緊張っていうか……は、は」

　――初めてなの。

　そう続くはずの言葉は、彼の唇に呑のみ込まれていった。

　高瀬の熱に触れて、息があがる。

　自分でも聞いたことのない声が漏れて、頭も身体も溶けていってしまいそうだった。怖くなって目の前の熱にしがみつく。

　そんな私を高瀬が抱きしめながら、耳元で熱っぽく囁ささやく。

「ミイラ取りがミイラになるって、こういうことなのか？」

　その問いかけに答えることは出来なかった。




　たぶん、彼は噂通り女性の扱いに慣れていたんだろう――。

　どこで気がついていたのか。すべての熱が通り過ぎた頃、彼はバツが悪そうな顔で、私の頬を優しくなでながら呟つぶやいた。

「ごめん、初めてだったんだな」

　私は目を逸らして散らばっていた洋服を急いで身につけ、逃げるように部屋を後にした。

　初めてだから、大切にしたい行為だったはずなのに。

　こんな風に経験するなんて思いもしなかった。




　高瀬とはそれ以降、なんの接触もなかった。

　たまに噂で『彼女が出来た』とか、『また違う女性と歩いていた』なんて、以前とあまり変わらない話を聞くと、心中穏やかではなかった。

　だけど、それがなぜなのか、理由を深く追求することを避けていた。

　しばらくして私にも彼氏が出来た。きちんと順番を踏んで、キス以上のことも何度か経験した。

　けれど、あんな風に熱に浮かされたような感情がわき起こることはなかった。

　いつもどこか冷めた自分がいて、それがなんだか苦しくて、せっかく出来た彼氏だというのに関係を長く続けることが出来なかった。

　その後に付き合った人とも、その次の人にも、何かが足りない。そんな思いに苛さいなまれて、やっぱり上手くいくことはなかった。

　その理由がどこにあるのか。本当はわかっていたはずなのに、あの経験は非日常で、この先きっと経験することがないものだからと、無理やり自分に言い聞かせていた。




　それから半年が経って、自分も周りも就職活動にいそしんでいたある日。

　同じ学部の男子数人が一冊の雑誌を手に、キャンパス内で騒いでいた。

「ホントだ。高瀬、すげぇ！」

　雑誌を覗き込みながらはしゃぐ彼らの周りには人だかりが出来て、いつの間にか私もその輪の中に引きずり込まれていた。

「麻生も見なよ！」

　渡された雑誌を見て、声を失う。

　そこには、いつか見た、フォトコンテストの結果が写真と共に掲載されていた。

『佳作　高瀬行成』と記載された脇に、一枚の写真。

　海辺に立つ女性の後ろ姿がそこにはあった。距離が遠く、女性の顔ははっきりしないけれど、私を撮りたいと言って撮ったあの日の写真ではないことは一目でわかる。

　そこで、やっと気がついた。私は遊ばれたんだ、と……。

　背中に冷たい汗が流れ、息が苦しくなった。

　最低で最悪な、〝初めて〟を経験してしまったのに、誰でも初めてはそんなものなのかもしれないなんて思うことで、自分を慰なぐさめた。










最低男、再び




　あのコンテストで腕を認められた彼は、在学中からフリーカメラマンのアシスタントとして働くようになった。そのまま、そこへ就職するらしいだなんて噂が学内で広まっていた。

　その噂を肯定するかのように、高瀬の派手な話題はまったく聞こえてこなくなった。そして、私達はそれからなんの接点を持つこともないまま卒業した。

　きっと、この先一生、高瀬と関わることはない。

　そう思っていたし、実際、社会人としての生活は想像以上に大変で、彼のことなんて思いだすことすらなかった。

　初めは先輩の後を必死について回り、仕事を覚えることだけで精いっぱいの毎日だった。

　自分で書いた企画書も、最初はダメだしばかりで形になることはなかったけれど、それでも諦めずに書き続けた。

　その頑張りが認められ、誌面に自分の企画が掲載された時は、あまりの嬉しさに、出来上がった雑誌を抱きしめながら飛び上がって喜んだっけ。

　そうやって仕事に少しだけ余裕の見えてきた、入社五年目の夏。

　四十代ミセス向けのファッション誌『GARNET』の創刊が決まり、その編集部への異動辞令が下された。




　新雑誌の編集部は、会社の上層部から〝期待〟という名のプレッシャーがかけられる場所といって間違いない。

　それだけに今回の異動は、私の今までの頑張りが認められた証あかしのような気がして、喜びはもちろん、身の引きしまる思いがした。

　ダンボール二箱分の荷物を台車に載せ、意気揚よう々ようと新しい部屋の入口をくぐり抜けた私の前に――彼がいた。

　あの時よりも、精せい悍かんさを増したように感じる、最低最悪な男。

　そう、高瀬行成が――。

「よ、久しぶりだな。麻生」

　あの時のことなんて、何もなかったかのように高瀬は私に話しかけてきた。

　あまりにも突然過ぎて、目を丸くしたまま返事をすることが出来ない。

「なんだよ？　どうした、麻生？」

「え？　あ？　あぁ、久しぶり」

　しどろもどろに答えると、高瀬は以前と変わらない様子で私を見つめる。

「相変わらず、ボケッとしてんのか？」

　相変わらずって、一体どういうこと？

「してないし……それより、なんでここにいるのよ？」

　内心ムッとしながら返事をする。

「転職してきたんだよね、俺。『GARNET』編集部のカメラマンとして。これからよろしくね、麻生さん」

　思わぬ言葉に返事が出来ずにいる私の横を通り過ぎると、高瀬は廊下を歩いていた他の社員と挨あい拶さつを交わし、にこやかな笑顔を見せた。

　その後は、高瀬と会話をすることもなくバタバタと仕事に追われ、新しく生まれる雑誌についての説明を兼ねた編集部員の顔合わせに参加した。

　新しくなった自分のデスクに戻り、企画書を練りつつ、社内をあちこち動きまわって雑務をこなす。

　時計の針がもうすぐ七時を指そうとする頃だった。

「みんな、お疲れ様。仕事はここまでにして、今日はみんなで顔合わせを兼ねての食事会にしよう」

　編集長である、桝ます田だ多た栄え子こが声をあげた。

　彼女は女性でありながら、男顔負けの仕事ぶりだと社内でも有名で、いつか一緒に仕事をしてみたいと、ずっと思っていた人だ。

　だから、今回の異動の辞令を受けた時は嬉しかった。

　編集長の言葉に、ピンッと張っていた空気が緩ゆるんで、みんなに笑顔が浮かぶ。

「さすが、編集長」

　いの一番に賛成の声をあげたのは、同じ編集者の木き村むらさんだった。

　彼女は椅子から立ち上がると、周りに座る私達を見渡してから、鞄の中の化粧ポーチを取りだした。

「ほらほら！　みんな、化粧直してこようよ！」

　そんな木村さんに、編集長が呆れたように笑う。

「木村はいつでもどこでも調子がいいわねぇ」

　木村さんは、編集長の言葉に舌をペロッと出し、周囲の笑いを誘っていた。




　化粧直しを終えて身み支じ度たくを整えると、編集長を先頭に総勢十五名のスタッフで目的地に向かう。

　会社近くのビルの中にあるイタリアンの店には、アンティパストの食べ放題があって、昼時は近隣で働く女性のお客さんでいつもいっぱいだ。

　昼間とは違って、照明がぐっと抑えられて、落ち着いた感じがする店内の奥には、広さ十八畳程の個室があり、アンティパストが並べられたテーブルが部屋のすみに置かれている。更にその隣には、飲み放題のソフトドリンクが数種類並べられていた。

　中央に置かれたテーブルの上には、ワインも置かれていて、お酒好きな先輩達がわっと歓声をあげる。

　ワインで乾杯をして、次々に運ばれてくる料理を堪たん能のうしながら、みんなで和気あいあいと談笑した。

　憧あこがれである編集長の若かりし頃の失敗談に、木村さんの武勇伝。ベテランカメラマンの今まで一番厄介だった仕事の話などを聞いては、お腹が痛くなるまで笑ったり、冷や汗をかいたりした。

　たくさん笑って、たくさん食べて、飲み慣れないワインをたくさん飲んだ。頭の芯がフワフワとしているように感じて、部屋の奥に置かれていた椅子に腰かける。

　部屋の中央では、編集長や木村さん達女性陣が、最後に出てきたデザートを嬉しそうな顔で口に運んでいた。

　数少ない男性陣は部屋のすみでひとかたまりとなり、ワインを飲んだりタバコを吸ったりしているようだった。

　デザートを食べ終えた編集長が、両手を叩く。

「新しく創刊する『GARNET』。みんなで女性誌の売上トップを狙うよー」

「おー！」

　気合の入った声をあげながら、拳こぶしを突き上げた。

　今朝、仲間になったばかりの真新しい編集部員が、ひとつになれた気がした。

「というわけで、明日は英気を養うためにお休みです」

　編集長の突然の言葉に、一同が固まる。

「……は？」

「ただし、明後日あさってからは創刊日までの半年間、休みなんてないと思って。だから明日はきちんと休むこと。いいわね。わかった？」

　編集長の言葉にみんなが顔を見合わせる。そんなスタッフ達を眺め、編集長がにっこりと微笑んだ。

「みんな、これからよろしくね！」

「よろしくお願いします！」

　力強い彼女の言葉に応えるように一斉に頭を下げた。




　ビルの外に出て、しばらく行くと大きな駅前通りに出る。帰る方向が一緒の人達がまとまって、同じタクシーに乗り込んだ。

　私が帰る方向には高瀬も一緒にいて、自宅の近い順からひとりずつ降りていき、残ったのは高瀬と私だけになった。

　タクシーが静かに走りだす。ほんわかと暖かい車内に、少しずつ眠気が増していく。何度も閉じようとする瞼まぶたを誤魔化すように、必死でまばたきを繰り返した。

「おい、麻生。お前の家ってどこなんだ？」

　高瀬の声にハッとして、自宅近くの住所を告げる。

　運転手さんに高瀬がその地名を伝えるのを、目をこすりながら聞いていた。

　ゆっくりと走るタクシーの程良い振動が、まるでゆりかごのように思える。

　隣に座る高瀬にぶつかる度、ハッとして座り直すのだけれど、車内の暖かさと揺れにいつの間にか記憶が薄れていった。

　柔らかい感触にくるまれながら、日差しを感じた。遠くから漂うコーヒーの香りに、ゆっくりと目を開く。

「んーよく寝たぁ……ててっ」

　ズキズキと頭が痛む。

「いてててっ……やっぱり飲み慣れないものは飲むなってことだよね」

　起き上がると、いつものように身体を捻ひねり、ベッドから下りようと足を踏みだすのだけれども、あるはずのない壁に阻はばまれる。

「へ……？」

　状況がよく理解出来ず、ぐるっと部屋を見渡して、言葉を失った。

「こ、ここ、ここって……」

　ここは一体どこなの!?

　勢いよく起き上がると、かぶっていた布団を剥がして身なりを確認した。

　よ、良かった。服、着てる……って、ほっとしている場合じゃない！

　ダークブラウンを基調とした六畳程の部屋で、大きめのベッドが壁際に置かれている。ベッドヘッドの上には腰高の窓。薄いレースのカーテンから光が差し込んでいる。

　ベッドの脚元にはスチールの棚があり、見慣れない文字の本や収納ケースが置かれていた。窓の外を見ようとベッドから下りる。

「起きたのか？」

　突然背後から聞こえた声に、身体がビクッと固まった。

　振り返ると、高瀬がドアから身体半分を見せた状態でこちらを見つめていた。

「た、高瀬っ？」

「起きたのか？」

　先程とまったく同じ言葉に、慌てて頷く。

「なんで？　なんで？　なんで高瀬がいるの？」

　近づいてくる高瀬を前に後ずさった。

「なんで？　なんで私、高瀬とここにいるの？」

　動揺のあまり裏返った声を出す私に、高瀬は肩をすくめてみせた。

「さあ？」

「さあ？って、ふざけてないで教えてよ！　どういうことなのか知ってるんでしょ！」

　頭の痛みも忘れて、思わず大声になる。

「あー、本当、いちいち面倒くせえ奴だな。ここは、俺の家」

「えっ？　高瀬の家？」

「昨夜、タクシーから降りた記憶ある？」

　タクシーから降りた記憶？

「飲めもしないワインに酔い潰れた、麻生サン」

「え？　えっと……高瀬？」

「タクシー、大変だったんだぜ。お前、突然気持ち悪いとか言いだすから、一緒に途中で降りてさぁ」

　ベッドに腰かけながら、高瀬はこれみよがしなため息をついた。

　そんな高瀬の言動に、血の気が引く。

「ごめんなさい……迷惑かけました」

　申し訳なさが募って、顔が上げられない。

「その辺に麻生サンのこと、捨ててきても良かったんだけどね？」

「あ、あの、ね」

「別に構わなかったんだよね。麻生サンと俺の関係なんて、ただの同僚だしね？　酔い潰れて眠った麻生サンをその辺に放置したとしても、俺にはなんの落ち度もないはずだし」

　さっきまでと違う声の調子に、背中に冷たい汗が伝う。

「えっと、あの」

「わざわざ自宅に宿泊させて、ベッドまで貸してあげたのは、麻生サンをあのままにしておけなかった俺の優しさからきた行動なのに」

「ごめんね、あの……私、何も覚えてなくて」

　高瀬は悲しげに息をはくと、俯うつむいたままの私の頬にそっと手のひらをあてた。

「感謝は言葉じゃなくて、態度で示してよ」

「態度？」

　尋ね返した私に、高瀬は魅惑的な笑顔を見せて顔を近づけた。

　思わぬことに、瞳を見開く。

　すぐ目の前に高瀬の顔があって、やけに色っぽい表情に心臓がドクッと音を立てた。

　その後唇に触れた柔らかな感触で、やっと、キスしているんだって気がついた。

「ずいぶん、余裕なんだな？」

　息継ぎの途中囁かれる言葉に、思わず首を振った。

「……っ、はっ、……んんぅ」

　返事をしたくてもさせてくれない。

　角度を変えながら何度も重なる唇は、次第に深さを増していき、彼の舌が私の唇を割り込んで口内に侵入してきた。

　歯し列れつをなぞり、奥に引っ込めていた私の舌を絡め取り、吸い上げる。息継ぎすら出来なくなるようなキスに、抵抗することも忘れてしまっていた。

　ちゅっとわざとらしいリップ音を立てて、高瀬のぬくもりが離れる。

「っ、はぁっはっ……」

　私だけ肩で息をしているのが、なんだか情けなく感じる。

　高瀬とは、もうこんな風に関わりたくないって、ずっとそう思っていたのに……。

「キスは久しぶり？」

　からかうような声の高瀬を睨んだ。

「答える必要ないでしょ！」

「相変わらず下手くそだな、と思ってさ」

　私の唇を高瀬の指がそっとなぞる。骨太のゴツゴツとした指が繊細に触れる。

　その指先から伝わる熱に、心臓がどくりと動いた。

「図星か？」

　ニヤリと意地の悪い顔で高瀬が笑う。

「ち、違う……もん」

　そう言ってはみたものの、本当のことを指摘されて、語尾が弱くなった。

「教えてやろうか？」

「……へ？　教える？　何を？」

　目の前で、悔しくなるくらいに魅惑的な笑顔を見せる高瀬から、どうしてだろう。目が離せない……。

「目、閉じろよ」

　艶つやっぽい声に顔をそむけると、耳のふちをなぞるように、生温かい感触が触れた。

「んあぁ」

　思わず出た声に、ビクリとする。

「身体は素直なのな」

　からかうように呟きながら、耳たぶを甘噛みしては、首筋に優しく唇を落とす。

　高瀬の唇が首筋をなぞり、鎖骨を舐なめた。長く骨張った指で耳をもてあそび、頬をなでる。

　思いだしたように唇にキスを落として、舌を絡め取る。

　息継ぎの合間に漏れる声が自分のものとは思えなくて、怖くなった私は思わず高瀬の服を握りしめた。

「……か……せっ、んあん、たか……」

　唇が離れ、後頭部に添えられていた手のぬくもりも消える。

「気持ち良かった？」

　ゆっくりと目を開くと、長い指で唇を拭ぬぐいながら、艶っぽい視線で見下ろす高瀬がいた。

「っはぁあ……」

「声も出ねえのかよ」

　呆れた言葉に、悔しさが込み上げる。

「さいて……」

「あ？」

「あんた、最低」

　やっと息が整い、まともに話せるようになった。

「へぇ、まだそんなこと言えるんだ。せっかく教えてやったのに」

「た、頼んでないっ」

「ナホが望むなら、最低で最悪な経験をさせてあげてもいいんだけどなぁ」

　笑顔なのに感情のこもらない声。その声音に、身体が震えた。

「た、高瀬？」

「ナホが言ったんだよ？　俺が最低だって」

　ククッと笑い声をあげながら、高瀬は私の後頭部に手のひらを置くと、顔を近づけてくる。

　唇が重なる間際に囁かれた言葉。

　その言葉に、返事をさせてもらえないまま、唇が重なった――。

「拒否権はないよ。抱かれたくなったら、お願いしてね。俺からはキス以上のことはしないから」

　まるで子供をあやすかのような口調に苛立ちを覚えるものの、キスをされると何も考えられなくなっていく。

　高瀬が何を考え、そして何を思って、こんなことをするのかわからない。

　優しいのか意地悪なのかもわからない……。

　それよりも何よりも、高瀬の言う『最低最悪』が何を意図しているのかが、さっぱりわからない。

　ようやく唇が離れ、立ち上がって部屋を出ていこうとする高瀬に声をかけた。

「ちょっと……！　さ、最低最悪って、どういう意味よ？」

「それを考えるのはナホだよ」

「え？」

　人差し指を立てながら、高瀬は笑顔を見せた。

「ひとつだけ、ヒント」

「ナホは俺が嫌いなんだろ？」

「え？　ちょっと、どういうことなの？　意味わかんないんですけど！」

　その言葉に高瀬が答えることはなかった。




　高瀬とは、なるべく関わらないようにしよう。

　そう思いながら、職場でも適度に距離をとりながら仕事をしていた。けれど、同じ雑誌の編集部。一緒に仕事をしないままでいられるわけもなく……。

　私の書いた企画の取材へ、高瀬と一緒に行くことになってしまった。

　一度だけ。たった一度だけ、あの日見た、カメラマンとしての高瀬の顔。

　前と変わらぬその表情に、自分も負けていられないという思いが強くなり、いつも以上に私も仕事に力が入った。

　結果、その企画は成功をおさめ、そしていつの間にか、高瀬と私がペアで行動する機会が増えるようになった。




　＊　＊　＊




　そうして一年経った今では同級生コンビとして、当たり前のようにペアを組んでいる。

　信号待ちの間、高瀬がタバコに火をつけた。彼の横顔を見ながら、ため息が漏れる。

「幸せ逃げるぞ、ナホ」

「すでに逃げてると思うからいいの」

「よくわかってんだな。しばらく男もいねーみたいだしな。やっぱりお前、女として、終わってるよな」

　馬鹿にした口調にもう一度ため息をつき、睨むように彼を見た。

「惚ほれたか？」

「……は？　誰が？　誰に？」

「ナホが、俺に」

　さも当然と言わんばかりの顔に、苛立ちが募る。

「あり得ないっ！　あり得ないったら、あり得ないんだから！」

　頬を膨らませながら力説する私に、高瀬は冷たい視線を向けた。

「本当、素直じゃねえ女」

「は？　私はいつだって素直です。高瀬くんとは違います」

　私の言葉に高瀬は呆れたような視線を投げると、ハンドルを握り直し、前を向いた。

「次の現場って、俺らの他に誰が来んの？」

　突然切り替わる話題に、一瞬言葉がつまる。

「え、あっと……読者モデルのふたりは現地集合の約束で、佐さ久く間まさんとマサルくんが一緒に連れてきてくれることになってるよ」

　佐久間さんは、食べものや雑貨が素敵に見えるようにしてくれるスタイリストさんで、マサルくんはオネエ系のヘアメイクさん。

　この仕事を始めた新人時代からお世話になっている人達で、ふたりとも顔を合わせる度に仲良くなった大切な仲間だ。

「マサル、来るのか……」

　高瀬はしかめっ面をすると、タバコを灰皿に押し付けた。

「マサルくん、高瀬のことお気に入りだもんね」

　クスクスと笑いながら話す私に、高瀬が恨めしげな視線をよこす。

「ナホのくせに生意気だ」

「何それ」

「マサルの奴、腕は確かな分厄介だよな」

　車に搭とう載さいされているカーナビが、目的地が近いことを告げた。

　海と山に挟まれた風ふ情ぜいある観光地。その中でも、有名な老舗しにせ日本料亭『あさかわ』。

　昨年、代替わりをしたそこは、今までの近寄り難そうなイメージを一新し、気軽に食事を楽しむことが出来る店へと変へん貌ぼうをとげた。

　その『あさかわ』新社長への取材と、読者モデルによる食事レポートが、今回の仕事だ。

　読者と同年代の社長は人当たりの良さそうな雰囲気の独身男性で、前々からテレビなどでもよく見かけていた。

　山の中腹にある『あさかわ』の駐車場は、店のだいぶ手前にあって、車を停めた後は、徒歩で緩やかな坂を上る。坂の両側にはヤマツツジがピンク色の花を見事に咲かせ、来訪者を迎えていた。

　坂を上りきり、立派な門をくぐると、広々とした日本庭園が目の前に広がった。

　その中に敷かれた石畳をまっすぐ行けば、歴史の重みを感じさせる数す寄き屋や造づくりの建物が姿を見せた。

「うわぁ、立派だね」

　思わず漏れた言葉に、高瀬が鼻で笑った。

「おい、しょっぱなから雰囲気に呑まれてんじゃねえぞ」

「でも……すごいものはすごいから」

　建物を見上げていると、もの言いたげな視線を感じた。

「何よ？」

「流されるなよ」

「大丈夫だよ。別に。流されたりしないから」

　そんなやり取りを交わしていると、後方から賑にぎやかな声が聞こえてきた。ゆっくり振り返ると、明るい色をした短髪の細身男性が、坂を小走りで駆け上がってくるのが見えた。

「あ～ん、ユキナリ～！　会いたかったわぁ！」

　場違いな甲高い声を出しながら、元気良く手を振っているのはマサルくんだった。

　高瀬はそんなマサルくんに苦笑いを返し、肩にかけた荷物を持ち直すと、入口へと歩きだした。

「え？　やだぁ！　ちょっと、ユキナリ～！」

　マサルくんはさっきよりも速度を速めて、こちらに向かってくる。

　高瀬は振り返ることもせず、出迎えてくれた『あさかわ』の女性スタッフに頭を下げた。

「あぁー、もう。ユキナリって本当、素っ気ないんだから！」

　私の隣で立ち止まり、息を整えるマサルくん。そして大きく深呼吸をしてから、私に向き直った。

「麻生ちゃん！　ちょっと、ボケッと見てないで、ユキナリ捕まえといてよ！」

　私の背中を何度も叩きながら、マサルくんは悔しがる。

「あ、そっか、ごめんね？」

　笑いながら謝る私に、マサルくんは地じ団だん太だを踏んだ。

「ああん、もうっ！　麻生ちゃん、先行くわよ！」

　ちょっとだけプリプリしながら、マサルくんは高瀬が待っている玄関へと向かっていった。

「あーあ、マサルくんてば、困ったちゃんだわ」

　クスクスと笑いながら話す声が背中越しに聞こえて、振り返る。

　スタイリストの佐久間さんと、読者モデルふたりが顔を見合わせて笑っていた。

「おはようございます」

「おはよう～。麻生さん、マサルくんに何したの？」

　玄関に視線を向けながら、佐久間さんが笑いを含む声で私に尋ねてきた。

「何って？　そんな、なんにもしてないですよ。むしろ私より、高瀬がしてるんだと思いますよ」

　玄関で高瀬に抱きつきながら、嬉しそうな顔をするマサルくん。

　対照的に高瀬は困り顔だ。

　そんなふたりを目にした途端、思わず四人とも同時に吹きだしていた。




　社長の女性秘書と玄関先で名刺交換をしながら、今日のスケジュールを大まかに確認し合う。社長は他にも取材が入っているらしく、そのことを秘書の方が申し訳なさそうに詫わびた。

　一通り確認を終えると、部屋に案内された。

　モデルさん達のメイクをマサルくんがしている間に、店の自慢である風情ある庭園と、落ち着いた雰囲気の室内の撮影を行う。

　今回は最小限の人数での仕事となるため、カメラマンである高瀬の指示を中心に、私も編集と撮影アシスタントの仕事を兼任する。

　庭園の撮影をしていると、社長を撮影している別のクルーに出会った。邪魔にならないように、庭園のすみから撮影風景を眺める。

　撮影クルーの中心を見つめる高瀬の様子が、なぜかいつもと違う気がして、その横顔をじっと見つめた。

　すると視線をはずした高瀬が、急に私の腕を掴つかんだ。

「高瀬？　どうしたの？」

「戻るぞ」

　早歩きでぐんぐん進む彼に、なんとか小走りで合わせる。

「――行成」

　突然の呼びかけに、高瀬の足が止まった。そして、ゆっくりと振り返る。

　それに倣ならい、同じく振り返ってみると、撮影クルーのカメラマンがこちらに近づきながら、もう一度名前を呼んだ。

「行成、久しぶりだな」

　声の主に向かって高瀬は深々と頭を下げ、少しだけ固い声で応じた。

「ご無沙汰してます。大おお沢さわさん」

　四十代後半だろうか？　口髭ひげをたくわえたその人は、がっちりとした体形でポケットがたくさんついたベストを着ている。

「元気だったか？」

「なんとかやってます」

「そうか。良かった……親父さんは？」

　高瀬の表情がみるみる強張っていく。

　高瀬のお父さんの知り合いだろうか？　それにしては高瀬の様子がおかしい。

「麻生、先戻って準備進めてろよ」

　唐突にそんな指示を出し、大沢さんとの距離をつめる高瀬の行動に、何かひっかかるものを感じながらも、言われた通りにその場を後にした。

　戻りながら、記憶を探る。『大沢』と呼ばれたカメラマン――どこかで見たことのある顔だった。




　部屋に戻ると、準備を終えた四人が、並べられた料理を前に目を輝かせていた。

「菜穂ちゃん、見て。この料理どれも繊細よね」

　器を手に取りながら、季節のものが彩り良く盛り付けられた料理の数々に、佐久間さんが感嘆の声を漏らす。

「本当、素敵ね。季節の素材を活かした料理って感じで、枝豆の緑は鮮やかだし。鱧はものお椀も夏らしくて素敵」

「早く食べてみたいわね。あれ？　麻生さん、高瀬さんは？」

　モデルさんが周りをキョロキョロと見渡しながら、尋ねてきた。

「あ、庭で知り合いの人に会ってお話してます。すみません、撮影はもう少しお待ちください」

　その言葉を受けて、マサルくんは大げさに反応した。

「女？　男？　嫌、そんなのどっちもダメ！　ダメったらダメ！　ユキナリは私のものなんだからっ！」

　駄々をこねるマサルくんをなだめていると、高瀬が戻ってきた。

　彼は並べられた料理をぱっと見ると、佐久間さんに撮影していいか尋ね、手にしていたカメラを構えた。そして、いじけていたマサルくんに声をかける。

「マサル、上からライトあてて」

「――嫌よ」

　拗すねた返事をするマサルくんに、高瀬はゆっくりと首を振る。

「手伝ってくれないと撮影終わらないんだよ。今回、人数足りてないんだからさ」

「だってぇ……」

　人差し指で畳に『の』の字を書くマサルくんに、高瀬はライトを押し付けた。

「だって、じゃねぇし。ほら、さっさとやる」

「もうっ、ユキナリって本当、意地悪なんだから！」

「はいはい。右からな」

　マサルくんは口を尖らせながらも、指示通りにライトをあてる。

　そんなマサルくんに笑いながら、読者モデルのふたりが高瀬の指示に従って席につき、料理を前に談笑し始めた。

「お椀を手に……はい、実際食べてみましょうか」

　和なごやかな雰囲気の中、料理を食べるふたりの表情はとても幸せそうで、順調に進む撮影に私は安あん堵どの息を漏らした。

　用意された料理がモデルさん達のお腹の中に、次々と消えていく。

　ライトを持ちながら、その光景を見つめていたマサルくんが、心底羨うらやましそうな声で「いいなぁ。食べたい」なんて呟くから、思わず笑ってしまった。




　撮影が終わり、モデルさん達に改めて食事の感想を聞いていると、「失礼します」と声が聞こえ、ゆっくりと襖ふすまが開いた。

　先程、私達を案内してくれた仲居さんが顔を覗かせ、私の名を呼ぶ。

「麻生様、お待たせ致しております。浅あさ川かわの準備が整いましたので、ご案内したく存じますが、よろしいでしょうか？」

「はい、ありがとうございます。大丈夫です」

　手帳と名刺入れを手に腰を上げる。続いて高瀬もカメラを肩にかけ、立ち上がった。

「よろしくお願いします」

「お待ちの方々のお食事を、隣の部屋にご用意させていただきました。ごゆっくりおくつろぎくださいと、浅川からの伝言でございます」

　奥でメイク道具を丁寧に片付けていたマサルくんが黄色い声をあげる。

　その様子に仲居さんは微笑むと、私と高瀬に軽く頭を下げた。

「おふたりの分は、お話が終わってからご用意させてくださいませ。では、ご案内致します」

　廊下を進み、奥にある応接室に案内される。

　仲居さんがドアをノックし、中にいるであろう社長に「お連れ致しました」と声をかけた。

「どうぞ」という声が中から聞こえ、仲居さんが頭を下げる。

「お入りくださいませ」

「ありがとうございます」

　頭を下げてから部屋の中に入ると、社長が笑顔で立っていた。

「本日は取材をお受けいただき、どうもありがとうございます。私、『六花出版』の麻生菜穂と申します。よろしくお願い致します」

「こちらこそ、よろしくお願いします。『あさかわ』の代表を務めております、浅川恭きょう一いちと申します」

　名刺交換を終えて脇にずれると、続いて高瀬が社長と名刺を交わす。勧められたソファーに座り社長と向き合うと、高瀬が背後にスタンバイし、カメラの調整を始めた。

　テーブルの上にレコーダーをセットして、社長へのインタビューを始める。

　老舗旅館だった『あさかわ』の大胆なリニューアルの経緯や決断。料亭への思い、料理へのこだわりなど、私が投げかける質問に対し、社長は真しん摯しに答えてくれた。

　高瀬は、その様子をすべて写真におさめ、最後に正面から写真を撮った。

「ＯＫです。ありがとうございました」

　高瀬の声を合図に、社長にお礼を述べる。

「お忙しい中お時間を作っていただき、本当に感謝致します。ありがとうございました。掲載前に一度、原稿を確認していただければと思うのですが」

「確認ですか？」

「はい、メールに添付して原稿をお送り致しますので、訂正箇所などあればご指摘ください」

　社長は少し考える様子で「そうだなぁ」と呟きながら、部屋に置かれた無む垢く材ざいの重厚なプレジデントデスクで革張りの手帳を開く。

「メールですよね？」

「はい、そのつもりですが……」

「麻生さんに直接届けていただくことは出来ますか？　実際に写真や誌面を見て確認したいですし、それに私は毎日ここにいるわけではなく、むしろ都内にいることの方が多いので」

「……わかりました。直接お届けします」

　社長は嬉しそうに私の言葉に頷くと、テーブルの上に置かれたメモ用紙にペンを走らせる。

　背後で一部始終を見ていた高瀬が私の隣にスッと並んだ。何か言いたげな表情をしているようにも見えるけれど、私の考え過ぎだろうか？

「ここに連絡をもらえると助かるんですが」

　メモを差しだしながら、社長が微笑む。そこには、携帯の番号が書かれていた。

「この番号にですか？」

「私に直接かかりますから、よろしくお願いします」

「あ……はい。では、こちらに連絡させていただきます」

　満足げに頷いた彼にもう一度頭を下げ、高瀬と部屋を後にした。




　帰社の途中に寄り道をしてコンビニでコーヒーと紅茶を買った。車の助手席に乗り込んでレコーダーを取り出し、社長のインタビューを再生する。

　隣でハンドルを握っていた高瀬が静かな声で、紅茶を飲んでいた私に尋ねる。

「なぁ、ナホ。お前、大丈夫なのか？」

「え？　何が？」

　何を聞かれているのか見当がつかず、質問に質問で返した私に、高瀬が眉をひそめる。

「だから、大丈夫なんだな？」

　高瀬はなおも念を押すように確認してくる。

「大丈夫って一体なんのこと？　仕事なら今のところ順調だし。大丈夫だけど？」

「写真の確認なら、俺も一緒に社長に届けた方が何聞かれても答えられるし、いいと思うんだけど？」

「ああ、そっか……でも大丈夫だよ。私にだって説明出来るから」

　今更ながら気がついた私に高瀬は呆れたような顔をして、コーヒーを飲むとハンドルを握り直した。

「そういえば、高瀬」

「なんだ？」

「さっき会った人……大沢さんって、どういう知り合いなの？」

　大沢さんの名前を出した直後、高瀬の表情が変わる。

「大沢さん、か……」

「そう、ほら『あさかわ』の庭で声かけられてたじゃない？」

「……気になるのか？」

「え？　いや、気になるっていうか……どこかで聞いたことがあるなぁって思って？」

　しどろもどろに話す私から視線をはずすと、高瀬はゆっくりとダッシュボードに手を伸ばし、無造作に置かれたタバコを掴む。

「大沢 憧しょう」

「大沢、憧……？」

　名前を呟きながら、記憶を探る。

　テレビコマーシャルで使用されていた、いつか見たのどかな風景の写真。

　鮮やかな花。青い空。それから――胸が痛くなるくらいまっすぐな瞳で、こちらを見つめる、戦場の少女の写真。

　それは有名な賞を獲得し、戦場カメラマンとしての彼を一いち躍やく有名にした一枚だった。

　まさか、大沢 憧と高瀬が知り合いだったとは。

「俺の最初の就職先」

　私の考えていることなどお見通しと言わんばかりに高瀬は淡々と話しだした。

「え？」

「フォトコンに送った写真を偶然見た大沢さんに、アシスタントをやらないかって誘われて、バイトをしてそのまま就職した」

　その言葉にあの日の記憶がよみがえる。

　挑むような視線を互いに交わしながら、あの狭いワンルームのアパートで過ごした濃厚な時間が。

　あの日、あの瞬間、真剣な目つきでカメラを構えた高瀬の熱に呑み込まれ、引きずり込まれてしまった。

　濃密で忘れられない、そんな記憶を――。

「へぇ……すごいね。高瀬のこと、認めてくれたんだ……」

　喉の奥がやけに渇く。手にしていた紅茶を一気に飲み干してしまった。

「認めた……っていうわけではないと思う」

　信号が赤になって車が停車する。高瀬は先程手にしていたタバコを口にくわえると、ライターで火をつけた。

「なんで？　アシスタントに、って話が来たんでしょ？」

「まぁ、確かに誘われたことは誘われたけど。あそこにいる時、俺、一度もカメラ構えること出来なかったし」

「え？　そうなの？」

「見て感じろ、じゃないけど。雰囲気とか……そんなのを雑用しながら、見てただけ」

　前を向いたまま感情のない声で話し続ける高瀬の横顔を、私は助手席から黙って見つめる。

「でも、プロならではというか。現場での緊迫感とか真摯な態度とか勉強になることも多かったから、アシスタントをやらせてもらえて良かったと、今では思ってる」

「……なんで、アシスタント辞めたの？」

　ふと漏れた問いかけ。その言葉に、高瀬はちょっとだけ表情を固くさせると、こちらに目線を動かした。

　ゆっくりと交わる視線。胸がどくりと音を立てた。

　これは聞いてはいけない質問だったのかと不安になる。

「金……金、だよ」

「は？　……お金？　どういう意味？」

「有名な写真家なら、出版社や色々な企業から依頼がくる。だけど、無名のままじゃ一枚の写真を買ってもらうために、時には危険を冒おかしてまで写真を撮って。運が悪けりゃ、写真撮ってる間に命を落としてしまう。なんて思ったら、フリーじゃなくてもいいかなってさ。雇われカメラマンなら、金も命の心配もしなくていいだろ？」

　高瀬の口から紡がれる言葉に、驚きと違和感が拭ぬぐえない。

　あの日、私と初めて話した日。

　その時に見た高瀬の表情が、今の高瀬からは感じられなかったから――。










久しぶりの感覚




　高瀬の態度に疑問を持ったまま、十日が過ぎた。

『あさかわ』の原稿が書き終わり、今晩届ける約束になっていた。

　あの日、高瀬が撮った写真は『あさかわ』の庭や料理をそのまま切り取ったかのように、繊細で色鮮やかなもので、部内での評判もすごく良かった。

「この間、大沢 憧が経済誌用に撮った社長より、高瀬の写真の方がずっといいわ」と、編集長も納得のいく写真に仕上がっていた。

　手元に置かれたその写真、高瀬がファインダー越しに見つめた世界を前に、ため息ばかり漏れる。

　どうして、あの時高瀬はお金のためだなんて言ったのだろう？

　高瀬が切り取った世界。

　この美しい世界が、お金のためだけに写しとられたものだとは、どうしても思えないのに……。

「麻生～」

「えっ、あ……。木村さん、なんでしょう？」

「なんでしょう？じゃないよ～。そろそろ準備しないと間に合わなくなるけど？」

「え？　準備？」

「やだなぁ。浅川社長と約束してるんだよね？　遅れたらまずいよ？」

　自分の腕時計をつつきながら言う木村さんにハッとして、編集部の時計を確認すると、ギリギリ間に合う時刻を針が指していた。

「わっ、木村さん、ありがとうございます！」

　立ち上がりながら、記事と写真の入ったファイルを鞄に押し込み、奥のデスクでパソコンに向かっている編集長に声をかけた。

「編集長、行ってきます！」

「あ～、行っといで～」

　彼女は顔を上げずに腕だけ上げると、手のひらをヒラヒラとさせた。




　エレベーターで一階に降り、エントランスを小走りで抜けると、近くの地下鉄の入口まで急ぐ。迷路ともおぼしき通路を通り抜け、改札を駆け抜けた。

　ホームには学生や会社員がたくさんいて、帰宅時間だということに、今更ながら気がつく。まだ日差しが強い中を走って来たからか、汗が滲にじむ。

　周りにも、扇子を扇ぎながら涼をとる女性や、ペットボトルに入った飲料をごくごくと飲む男子学生がいて、いよいよ夏が近くなってきたのだなぁと思えた。

　普段、こんな時間に電車に乗るなんて、ほとんどないから新鮮だ。

　編集の仕事に決まった出社時間はない。その日、その日の予定で出社時間や終業時間が変わる。たとえ出社が早くても、早く帰れることなんて稀まれで、毎日、終電の時間と睨めっこしている感じだったりする。

　ざわざわと賑わう電車に揺られながら、目的地を再度確認した。

　原稿チェックの約束を取り付けた後で、浅川社長が指定した場所は、オフィス街から少し離れた、お洒落に敏感な人達に人気の街だった。

　そんな街の中心より少しはずれた所にあるビストロが、本日指定の場所。社長から送られてきた、店までの地図のファックスを眺める。

　最寄り駅は次の駅。商業施設の立ち並ぶ大きな出口とは反対側の小さな出口から、徒歩で十分程の場所にそのビストロはあるらしい。

【看板は目立たないから、注意して歩いてくださいね】

　地図のすみに書かれてある、手書きの文字を目で追いながら思う。

　この文字が社長の直筆だとしたら、私のような一介の編集者に対してまで、こんな丁寧な対応をするだなんて。きめ細やかな心配りに、私も見習わなければと感嘆の息が漏れた。

　地図を確認しながら、ビストロまでの道を進む。

　約束の時間までまだ少し余裕があったけれど、遅れるわけにはいかないのが社会人というもので、十分前に到着出来るように自然と早歩きになった。

　行き交う人がまばらになり始めた頃、目的地のビストロらしき建物が見えてきた。

　四、五台の車が停められそうな駐車場と敷地との間に、背の高い樹木が数本植えられていて、中の様子を自然に隠していた。

　足元のガーデンライトが柔らかな光を揺らし、色とりどりの花をほんのりと浮かび上がらせている。

　花壇に沿って少し歩くと、目の前にまるで南仏を思わせるような白い壁に赤い屋根の家が現れた。

　入口のドアの前でゆっくりと深呼吸をし、ぬくもりを感じる木製のドアを開けた。中から優しい光が漏れて、なんだかほっとする。

「いらっしゃいませ。麻生様でございますか？」

　奥から聞こえた落ち着きのある声に、ちょっとだけドキッとしながらも、慌てて返事をする。

「はい、麻生です」

　現れた白いシャツにカフェエプロン姿の初老の男性が、にこやかに微笑んだ。

「ようこそお越しくださいました。ご案内致します」

　案内されたのは、建物を通り抜けた奥にあるテラス席。先程、駐車場で見た木々を反対側から見ることが出来るようになっている場所だった。

「こちらでございます」

　優雅な仕草で椅子を引く彼に会え釈しゃくをしてから座る。

「少々お持ちください」

　そうして頭を下げると、彼はにこやかな微笑みを残して店内へと戻っていった。




　心地いい風に吹かれ、サーブされた冷たいハーブティーを飲みつつ、原稿を確認した。

　掲載予定の写真が七枚。違う写真も見せてほしいと言われた時のために、スペアの写真を数枚。そして、私が書いた『あさかわ』の記事。

　何度読み返してみても、何かが足りなかった。高瀬の写真に負けないような、決定的な一言が足りない。その一言が欲しかった。

　ゆっくりと顔を上げ、目の前の緑を見つめる。

　風に吹かれ、揺れる木々の葉がこすれる音に混じって、時折聞こえる車の音。

　目を閉じて、聞こえてくる音に耳を澄ませば、焦るばかりの気持ちが少しずつ、平静を取り戻していく。

　そんな中、ふと違和感が芽生える。

　こんなに素敵な店なのに、私以外の客の気配が一切ない。入った時も、今も、まったくと言っていい程、人の気配が感じられなかった。

　後ろを振り返って、建物の中を見渡す。

　テーブルの上にはシックな色合いのテーブルセットと、庭に咲いている色とりどりの花が、小さな花瓶に活けられて置いてある。

　日々の喧けん騒そうとはかけ離れたその空間は、先日の『あさかわ』を思いださせた。

　外観はまったく違うのに、なぜか似ていると思った。

「お待たせしてすみません」

　聞き覚えのある声に立ち上がり、振り返って姿を確認した。

「お忙しいのにお時間いただき、ありがとうございます」

「いいえ。こちらがお呼び立てしたのに、遅れてしまってすみません」

　この間と同じように、浅川社長が柔らかな笑みを浮かべる。

「いえ、とんでもないです」

　私の後ろに移動すると、彼はスマートな手つきで椅子を引いた。

「さ、座って」

「すみません、ありがとうございます」

　慌てて椅子に腰かける私を見て、社長はおかしそうに笑った。




　白磁の皿に綺麗に盛り付けられた、オードブルとサラダ。

　社長はテーブルに置かれた皿を覗くと、料理の説明を始める。

「ノルウェー産のサーモンと、ホタテのマリネ。サラダの盛り合わせ」

「あの……社長？　原稿の確認は……？」

「まぁまぁ、ちょうど夕食時ですし、まずは食事を楽しみませんか。ここの料理は本当に美味しいから、ご馳ち走そうさせてください」

　微笑みを絶やすことなく、早速ナイフとフォークで社長はサーモンを味わう。

「うん、美味しい。さぁ、麻生さんも早く食べて」

「え、あ……はい。ありがとうございます。いただきます」

　思わず両手を合わせてそう言いながら、私もナイフとフォークを手にした。

　タイミングを見計らって、次々に料理が出される。素材の持ち味を活かしたスープやメインの肉料理、パティシエ手作りのフルーツを贅ぜい沢たくに使ったデザートなど、どれも本当に美味しかった。

　食後のコーヒーを飲みながら、社長にお礼を言う。

「ごちそうさまでした。とても美味しかったです」

「喜んでいただけて光栄です」

「素敵なお店ですね。ここも『あさかわ』が経営しているのですか？」

「いえ、ここは私のお気に入りの隠れ家みたいな場所です」

　子供みたいな無邪気さで言うと、自分の言ったことがおかしく感じたのか、手で顔を覆った。

「年甲斐もなく、すみません」

「いえ、誰にも教えたくない場所ってありますよね。特にここはそんな雰囲気ですし」

「そう言ってもらえるとほっとします。……麻生さん」

　微笑みを消し、急に真剣な表情になった社長を見て、背筋をピッと伸ばす。

「はい」

「誰にも言っちゃダメですよ。ここは、私と麻生さん、ふたりだけの秘密の場所です」

　唇に人差し指をあて、しーっとジェスチャーをする社長の姿に、思わず微笑んでしまった。

　彼はクスクスと笑うと、私をじっと見つめる。

「ふたりだけの秘密。なんだかわくわくする響きですよね」

「え？」

「秘密を共有って、ある程度、仲が良くないと出来ないことでしょう？」

「そう、ですね……？」

　何が言いたいのだろう？

「信頼関係も必要になりますしね。麻生さん。私は真面目な男なんですよ」

「は、い？」

　社長の真意が掴めない。

「あなたの気を引きたいがためのこの場所なんですよ」

　その言葉に声が出なかった。

「私は真面目な男です。麻生さんも真面目な女性、ですよね？」

　にっこりと微笑む社長に返事をすることが出来なかった。




「はああぁ……」

　ため息が漏れる。

　あの後、社長は何事もなかったような顔で、持っていった原稿を確認し、訂正箇所を数個指摘した。その指摘の中には、私自身納得のいっていない部分が当然のように含まれていた。

　高瀬の撮った写真については、社長は感嘆の息を漏らしただけで修正が一切なかったため、余計に気持ちがざわついた。

　高瀬の仕事が認められたことは、正直悔しいけれど当然だとも思う。本当に、素敵な写真ばかりだった。

　それに対して私は、高瀬に負けたくない、なんて思ってばかりで、自分があの時感じた感動を素直に表現することが出来ていなかったと思う。

　こんなんじゃダメだ、とビストロからの帰りの電車で反省した。

　反省しながらも同時に思いだしてしまうのは、先程の社長のセリフだった。

　明らかに私に好意を寄せていると受け取れる言葉に、激しく動揺していた。

　私のことをそんな風に見ていたなんて思ってもいなかったから、驚きと戸惑いで跳ね上がった鼓動はなかなかおさまってくれない。

　そんな気持ちを抱えたまま社に戻り、自分のデスクの上に乱暴に荷物を置く。帰ったばかりの編集部をすぐさま出ると、まっすぐに廊下の端を目指し、『給湯室』とプレートの貼られた小さな部屋に入る。

　給湯室の中に置いてある自動販売機の前で、大きく息をはきだした。

　なんだか、疲れた――。

　そんな感情ばかりがわきでてきて、思わずそのまましゃがみ込んでしまった。

　何度目かのため息の後、勢いよく立ち上がる。そして自動販売機にお金を入れ、ボタンを押す。静かな空間に飲みものの落ちる音がやけに響き、ビクリと身体が震えた。

「はぁ……情けないなぁ。自販機でジュース買ったら、音するじゃんね、普通に」

　ひとりごとにしては大きな声で呟き、飲みものを取りだした。けれど出てきたのは苦手な炭酸飲料で、そのペットボトルを手に、またため息が出てきてしまう。

　炭酸飲料としばし睨めっこをした後、諦めてキャップを回す。一口飲んだだけで、喉に当たる刺激がたまらず、眉間にしわが寄った。

「……最低かも」

　一筋の涙と一緒に言葉がこぼれた。

　頑張らないといけないことが、まだまだたくさんあるのに。このままじゃ全然ダメなのに。泣いている暇なんてないのに……。

「珍しいもん、飲んでんだな」

　突然、背後から聞こえた声にぎょっとする。

　後ろから伸びてきた手が自動販売機に小銭を入れ、なんの迷いもなく、商品のボタンを押した。

　商品の落ちる音を聞いたのと、私の手にあった炭酸飲料が引き抜かれたのは、ほぼ同時だった。

「泣く程嫌いなのに、なんで買ったんだよ？」

　呆れながら尋ねる声に、返事が出来ない。

　高瀬は手にした炭酸飲料を躊ちゅう躇ちょなく飲みながら、自動販売機を指差した。

「飲まないのか？」

　高瀬が買ったのは、私が普段よく飲んでいるオレンジジュースだった。

「……え？」

「それなら飲めるだろ？」

　いつまでも動けないでいる私の代わりに、高瀬はしゃがみ込んでジュースを取りだし、私の手のひらに乗せる。そうして私を見つめたまま立ち上がり、そっと顔を近づけると優しく唇を重ねた。

「た、高瀬？」

　驚きで、一歩後ずさる私の肩を掴み、真剣な声で問いかける。

「ナホ、お前、あいつに何を言われた？」










見えない気持ち




　会社近くの古びた焼き鳥屋。

　少しも顔色を変えることなく、高瀬はハイボールを次々に飲み、テーブルに置かれたおつまみをどんどん口にする。

　十人も入れば満員のそこは、高瀬が社員として会社に入った時に先輩に教えてもらったという、隠れた名店らしい。

「食わねぇの？」

　ビールばかり飲む私を、不思議そうな顔で高瀬は見つめた。

「食べてきたから」

「へぇ」

　興味なさげに返事をすると、カウンターの向こうで焼き鳥を焼く店主にハイボールのおかわりを告げた。

「ねぇ高瀬、ちょっとペース早くない？」

「そうか？　気のせいだろ」

「……そう、かな？」

　歯切れの悪い返事をした私に、高瀬は呆れたような視線を向ける。

「ペース早いのはナホの方だろ？　それ、一体何杯目だよ」

　何杯目って……？　飲んでも飲んでも、全然酔えそうにない。

「久しぶりに女に見られたことにビビってんの？」

　的を射過ぎた言葉に、思わず目を見開く。

「図星かよ」

　高瀬の舌打ちが聞こえる。

「な、何よっ。なんにも話してないじゃない」

「馬鹿じゃねぇの。ナホみたいな単細胞、顔見りゃ一発だろ？」

「って、何よそれ？」

「そのまんまだろ？」

　皿に残っていた焼き鳥をかじってから、店主が差しだしたハイボールのおかわりを受け取る。

「おやっさん、あとナンコツの塩。それからレバーをタレで」

　店主は「はいよ」と返事をして、注文された串を焼き始める。

「で、どうなの。久しぶりに女の部分を引っ張りだされた感想は？」

「え？」

「まぁ、たまにはいいんじゃねぇの」

　高瀬の話す内容についていくことが出来ず、聞き返した。

「たまにはいいって、それってどういう意味よ？」

「そのままだろ。たまには女として、恋愛対象に見られるのはいいもんじゃねぇの？」

　はき捨てるように言うと、高瀬は手にしたハイボールをごくごくと飲み干す。

「たった一度。しかも仕事で会っただけ。それだけで相手の気を引きたい、そんな風に思ったりするものなの？」

　高瀬は私が握っていたビールのジョッキを取り上げた。

「ちょっと……高瀬!?」

「ナホはないのかよ？」

「……へ？」

　私の返事に、高瀬はやっぱりという表情を浮かべた。

「女とか男とか、そういう以前の問題だな」

「ちょっと、ちゃんとわかるように説明してよ」

「人としてどうなんだって話ってこと」

　人としてどうって……？　そこまで言われなきゃいけないくらい、私は恋とか愛とかの感情から遠ざかっているのだろうか？

　開いた口が塞がらない様子の高瀬に、返す言葉もない。

「おやっさん、それ包んでもらっていい？」

　高瀬は立ち上がると、ポケットから財布を出して数枚の紙幣を差しだした。




　前を歩く高瀬の片手には、さっき包んでもらった焼き鳥。もう一方には私の荷物。

　荷物を奪われた私は仕方なしに、彼の背中を追いかける。

　まるで、初めて高瀬と会話をし、初めて高瀬の家に行ったあの日のように。

「ナホ、明日の予定は？」

　振り向きざまに、高瀬が尋ねる。

「え？　あ、明日……？」

「明日は予定あんの？　ないの？　どっち？」

「な、なんで？」

　今日は金曜日で、明日と明後日は久しぶりに連休。だけど、どうして高瀬は急にそんなことを聞いてくるのだろう。

「どうせなんの予定もないんだろ？　なら、このまま付き合えよ」

　有無を言わせぬ口調に、ちょっとだけムッとした。

「久しぶりに撮らせろよ」

　そう言って、魅惑的な笑みを高瀬が浮かべる。最近見ることのなかったその笑顔を前に、胸がざわついた。

　彼についていけば、また学生の時のようにもてあそばれるかもしれない。でも、久しぶりにファインダー越しに、熱く見つめられてみたいという衝動と不安が交こう錯さくする。

「どうする？　来るだろ？」

　もう一度尋ねる高瀬の声に、気がつけば頷いていた。




　シャッター音だけが響く静かな空間で、挑むような目つきの高瀬が、ファインダー越しに私を見つめていた。

　仕事で使用しているデジタル一眼レフカメラとは違う、フィルムの一眼レフは、私が高瀬に最初に撮られた時と同じものだ。

　少し懐かしさを感じさせるそのカメラに、八年前の出来事が鮮明に思いだされる。

　あの日もこんな風に、挑むような雰囲気の高瀬から、目を逸らせなくなった。

　何かに取り憑つかれたかのように、高瀬の言葉に反論することもせず、言われるまま動いていた。

　いつの間にか、高瀬が私に跨がるようにベッドに膝立ちをしていて、その後唇に柔らかな温かさを感じたっけ。

　そう、まるで、今みたいに――。

　え？　今、みたいに……？

　唇に感じる柔らかな感触と、口内に侵入する、ざらりとした温かいもの。

　目を見開くと、間近に高瀬のセクシーな顔があって、心臓が跳ね上がった。

「んっ！　んんんっ！」

　私の抵抗を受けて、彼はゆっくりと唇を離す。

「なんだよ」

　不機嫌な声を出し、私の後頭部を手のひらで押さえると、再び唇を重ねる。

　息継ぎの合間に漏れる、自分の甲高い声にハッと我を取り戻すと、高瀬の胸を押した。

「ん、んっー！」

「もう遅いって」

　舌が器用に私の口内に侵入し、上顎をなぞった。

　慣れない行為に身体がゾクリとして、思わず高瀬の洋服をぎゅっと握りしめる。

　ようやく高瀬の唇が、ゆっくりと離れていく。ほっとして息を整えていると、高瀬の声が響いた。

「同意の上だろ？　ナホ」

「高……瀬？」

「学生の時も今日も。ナホの方から俺についてきて、俺の部屋に入ったんだ。その時点で同意だろ？」

　浴びせられる言葉に、高瀬の表情に、声が出せない。何も言い返せない。

　学生の時も今日も、私の荷物を勝手に高瀬が持ってしまっていた。

　しかも、学生の時は高瀬に半ば脅おどされた感じだったし。

　でも……今日は？

　焼き鳥屋からの帰り道、高瀬に『久しぶりに撮らせろよ』と言われて頷いたのは、私だ。

　断ることだって出来たのに、私は断らなかった。

　なんで？

　自分自身に問いかける。だけど、答えが上手く見つかりそうになくて、思わず目の前の高瀬に問いかけてしまった。

「なんで？」

「は？」

　眉間にしわを寄せる高瀬に、もう一度尋ねる。

「私、なんで？　どうして、ここに来ちゃってるんだろう？」

　高瀬はゆっくりと身体を起こすと、私の頭上に置いてあったカメラを構え、私にむけてシャッターを切った。そして、そのままベッドから下り、カメラを棚に丁寧に置いた。

「高瀬、どうしたの？」

　のそのそと起き上がりながら、背中に声をかける。

　私の呼びかけに答えることなく、彼は置かれたタバコを無造作に掴むと、慣れた手つきで口にくわえた。

　私は高瀬の背中越しに煙が立ち上がるのを、黙って見つめていた。ゆっくりとはきだされる煙が、立ち上がっては消える。

　それが何度か繰り返されて煙が消えたと思うと、高瀬が振り返った。

「物欲しげな顔」

　扇せん情じょう的な高瀬の表情に鼓動が速まる。

「欲しい？」

「高……瀬？」

「言えよ、ナホ」

　脳内に危険信号が点滅する。

「な、何を？」

「俺が欲しい、って」

　私の隣に腰を下ろすと、耳元に唇を寄せてかすれた声を出した。

「欲しいって、言えよ」

　脳内に直接響くかのような彼の声に、身体が粟あわ立だつのを感じる。

「高、瀬……」

　とぎれとぎれに名前を呼ぶ私の耳を舐め上げながら、高瀬は艶っぽい声で囁く。

「素直になれよ、ナホ」

「ん、んんっ」

　自分のはきだす吐息の甘さに身体が固くなった。その間にも、高瀬の舌は耳元から首筋へと移る。

　さっきまでカメラを構えていたはずの手が、洋服のボタンをはずす。少しずつあらわになる肌に唇が押し当てられると、なんともいえない痛みが走った。

「あっ……やぁっん」

「嫌なんだ？」

　クスクスと笑いながら、高瀬の唇が離れ、彼の熱が消える。

　ぎゅっと閉じていた瞼の上に、ざらりとした舌の感触が走った。

「考えろよ、自分で」

　突き放すような冷たい声に、ほてった身体が一瞬にして冷えていく。

「高瀬……」

「自分で考えろよ。自分の気持ちから逃げてたって、答えなんて出やしねえよ」

　はきだすようにそれだけ言うと、高瀬はベッドから下り、私を見下ろした。

「今日はもう遅いから、泊まっていけば？」

　先程とは違う無表情な高瀬に、心臓が激しく音を立てた。

「い、いい。大丈夫」

　震える指先でブラウスのボタンをどうにかはめ直すと、ベッドから下りて高瀬の脇を通り過ぎた。逃げるように高瀬の部屋を後にし、通りでタクシーに飛び乗る。

　ドキドキとうるさい心臓とは裏腹に、冷めていく脳。

　私、今また……あの日みたいに流されそうになった。どうして？　なんで？

　高瀬に触れられると、思考が止まってしまうのはなぜなんだろう……。

　いつも、いつも、考えることを放棄して、高瀬にされるがままになってしまうのは、なぜなんだろう。

　だけど、嫌じゃない。そう、嫌じゃないんだ。

　高瀬の熱に浮かされるのは嫌いじゃない。

　むしろ、心地よさを感じているように思う。

　って――！

　思う、ってなんなのよ！　自分のことなのに、他人事みたいに〝思う〟って……。

　自分のことをわかってないにも程がある。

　違う。きっと違うんだ。今日は社長との一件があったし、その上飲み過ぎたから思考が上手く働かないんだ。きっとそうだ。

　そんな風に私は、無理やり自分を納得させた。

　休み明けの月曜日、編集部の自分のデスクで赤ペンを持ちながら、ゲラ刷りのチェックを進める。

『自分で考えろよ。自分の気持ちから逃げてたって、答えなんて出やしねえよ』

　そう言って、私に冷めた視線を向けた高瀬。

　彼は、いつもと変わらない様子で淡々と仕事をこなしている。もちろん私に接する態度もまったく変わらない。

　高瀬が私の首筋につけたキスマークは、今もまだ、しっかりと残っているのに……。

　目立つ場所につけられたそれを隠すのに、今朝は一苦労したのを思いだした。

　なんなのよ、もう……。

　こっちは休みの間中、胸がざわざわして落ち着かなかったっていうのに、そっちはひとり、なんだかスッキリした顔しちゃって。

　本当、ムカつく男。スケベ親父！　俺様ドＳ！

　思いつく限りの悪口を頭に浮かべながら、仕事をこなす。

　ちょうど出勤してきた編集長が、私の頭を軽く叩いた。

「姿勢悪いよ、麻生」

「え？　あ……おはようございます。編集長」

「ちょっといい？」

　編集部の端にある、喫煙所を指差す彼女に頷いて立ち上がった。

「で、どうだったの？」

　窓際に置かれたスツールに腰を下ろし、持っていたシガレットケースから細いタバコを取りだして、編集長が尋ねる。

「『あさかわ』の件ですよね」

　彼女は頷き、ゆっくりと煙をはきだした。

「多少ダメだしされました。料理の説明にもう少し印象的な言葉が欲しいと。写真については、特に……何も、ありませんでした」

　歯切れの悪い私に、編集長はタバコを灰皿に置くと、テーブルの上に置いた原稿に目をやった。

「そう……じゃ、麻生が頑張るしかないわね」

「はい」

「で、どうだったのよ？」

「え。と……何がでしょうか？」

　ポカンとした顔で返事をしてしまう。

「だから、社長。どんな感じだったのよ？」

「あっ、と……ですね。全体的には好意的な印象でした。季節限定プランなどが出来た場合は、またお願いしたいと言っていただけました」

「そう」

　再びタバコを吸いながら、話を聞く編集長の表情は思っていたより冴えなくて、背中に変な汗が流れる。

「あの、編集長？」

「ん～？」

「何か気になることでも？」

　彼女は煙をふうっとはきだすと、タバコを灰皿に押し付けて、私をまっすぐに見つめ静かな声を出した。

「社長と何かあったの？」

　編集長の言葉に思わず「へっ？」と、すっとんきょうな声が出た。

「昨日、麻生が社に戻った時、私もここにいたんだけど」

　覚えてないの？と言わんばかりの目つきで私をじっと見つめる彼女に、上手く返事が出来なかった。

「本当、嘘つけないわね、あんた……。サトコちゃんくらいの厚かましさが欲しいわ」

「厚かましさ……ですか？」

「そ。あの子『付き合った男は数えきれませ～ん』って、この間木村に話していたわよ。まぁ大方、一晩限りとかも含まれているんだろうけどね」

　呆れた顔で話す編集長に答えられずにいると、彼女は大きく息をはきだした。

「まぁ、サトコちゃんなんてどうでもいいんだけど。で、何があったの？」

　ちろりと視線を向ける編集長に苦笑いしか出来ない。

「あった……というか、なかったというか……」

　言葉につまる私に、編集長はもう一度大きなため息をついた。

「別に詳しく教えろなんて、言わないけどね。どうせ高瀬に話してるんだろうし」

　高瀬……？

　どうして高瀬の名前が出てくるのだろう？

　言葉の意味がよくわからずにいると、編集長はゆっくり立ち上がった。

「だーかーらー。昨夜あんたが帰ってきた時、私もここにいたの。帰って来てすぐ出てった麻生の後を、仕事してた高瀬が追っかけて行ったのも、私は見てたのよ」

「あ……」

「ちなみに、高瀬と麻生が一緒に戻ってきて、一緒に帰ったところまで見てるんですけどね」

「は、はい……」

　腕組みをしながら話す編集長に慌てて返事をすると、軽く頭を叩かれた。

　さっきまでの表情を一変させて、編集長は静かな声を出した。

　その表情と声音に、思わず息を呑む。

「目の前にあるものばかりが正しいわけじゃないのよ」

「正しい……？」

「物書きの端くれなら、裏側も読み取れって言ってんのよ」

　言葉の意味を考えながら、頷いた。

　裏側……？

「とりあえず『あさかわ』のは、さっさと仕上げちゃって。仕事はまだまだあるんだからね」

　編集長は、私の頭をポンッと叩いて、自分のデスクへと戻っていった。

　物事の裏側……？

　その言葉に、この数日の出来事がいくつも浮かんで……頭は混乱するばかりだった。










中途半端な自分




　次々やってくる仕事をこなしながら三日が経った。『あさかわ』の記事をどうにか書き直し、再度チェックしてもらうために、今度はメールで社長に送信した。

　社長からの答えはＯＫで、ほっと安堵する。

　そして、次の仕事に取りかかった頃、その事件は起きた。

　それは、社内にあるスタジオで、読者モデル達のファッション撮影の立ち会いをしている時のことだった。

　高瀬の指示にモデルさんが次々とポーズを決め、表情を変える。

　季節を先取りした服を着こなす彼女達を横目に見ながら、撮ったばかりの写真をパソコンで確認していた。

　チノパンのポケットに入れておいた携帯が、ブルブルと震え、メールの着信を告げる。携帯を取りだしメールを確認すると、そこに表示された名前は、浅川社長その人だった。

　先日送った記事に何かあったのだろうか？

　そんなことを思いながら、メールを開いた瞬間、動けなくなった。

【食事でもどうですか】と、社長は私のスケジュールを尋ねてきていた。

　困った。どうしよう。どうすればいいの？

　そんな言葉ばかりが、ぐるぐると頭を駆け巡る。

「麻生ちゃ～ん」

　鼻歌を歌いながら、マサルくんが背後から覆いかぶさるように、パソコンの画面を覗き込んできた。社長からのメールが表示されたままの今、上手く対応する余裕なんてなくて、思わず胸元に携帯を引きよせる。

「きゃっ！」

　思いの外大きく響いた声に、スタジオの中がしんと静まり返ってしまう。

　慌てて立ち上がり、何事かと私を見つめていた人達に頭を下げた。

「ごめんなさい。突然で、ビックリしちゃって」

「なーんだ。またマサルくんが麻生さんに悪戯したのかと思っちゃった～」

　照明にあてられ微笑んでいたモデルさんが、マサルくんを見つめて悪戯っ子を咎とがめるような表情を浮かべる。

「も～、麻生ちゃんになんてしないわよぉ。ユキナリになら悪戯いっぱいしちゃうかも～、だけど」

　何事もなかったように冗談を言うマサルくんに、申し訳なくなって謝った。

「ごめんね。マサルくん」

「本当よ～。ユキナリからもなんか言ってやってよ～」

　近くで様子を見ていた高瀬の腕に甘えるように絡み付きながら、マサルくんは唇を尖らせる。

「ナホ、お前一体何やってんだよ……」

「ごめんなさい」

　謝ることしか出来ない。すると高瀬は、私の手に握りしめられていた携帯をスッと抜き取り、画面を見つめた。

「た、高瀬？　ちょ、ちょっとやめて！　返してってば！」

　携帯を奪い返そうと両手を伸ばしても、高々と持ち上げられてはどうしようもない。

「浮かれてんなよ」

「う、浮かれてなんて……」

「ふぅん」

　高瀬は適当な返事をしたかと思うと、慣れた手つきで携帯を操作し始める。

　ま、まさか、勝手に返事しようなんて思ってないわよね!?

　取り返そうとして、もう一度手を伸ばした私を見つめると、高瀬はニィッと口角を上げた。

「返事」

「え？　なんの？」

「お前の代わりに社長に返事しといたから。ありがたく思えよ」

　そう言って「俺って親切だから～」なんておちゃらけた口調で私に携帯を返すと、カメラが置いてある場所に戻り、モデルさんに優しく対応する。

「すみません。再開しましょう」

　高瀬の言葉に、様子を見守っていたスタッフ達がハッとしたように動きだして、先程と変わらない雰囲気で撮影が再開された。

　あまりの展開に言葉が出ない。携帯を握りしめている手が震える。

　勝手に返事送るって、一体どういうことなの？

　確かに大きな声をあげたりして迷惑かけちゃったけど、それとこれとは全然別問題じゃない！

　込み上げるイライラを発散させるかのように、長いため息をついた。

　その直後、再び携帯が震えだした。ドキドキとうるさい心臓を、深呼吸しながらどうにか抑え、確認する。

　そこにあったのは、高瀬が勝手に送ったメールへの、浅川社長からの返事で……。

　私が食事を承諾したことへの感謝の気持ちと、私への思いが綴られたメールだった。

　先程のメールは同僚が送りました、なんて絶対に言えない。

　高瀬が送ったメールの文章が気になり、送信済みのメールフォルダを確認する。

【お誘いありがとうございます。

　また社長とお食事が出来るなんて嬉しいです。

　お会い出来る日を楽しみにしています】

　自分では絶対に書かないであろう文章に力が抜けて、椅子に腰かけた。

　もう一度メールを読み直してから、削除ボタンを押し、ゆっくりと息をはきだした。

　いつまでもサボってなんていられない。無理やり気持ちを切り替え、さっきまでと同じ作業を再開させる。

　高瀬が撮ったたくさんの写真の中から、何枚かずつピックアップしていくだけの作業なのに――。

　気持ちが上手く乗ってくれない。

　作業を中断させると、モデルさんの撮影をじっと見つめた。

　その時ちょうど最後の洋服の撮影が終わり、モデルさんに明日の予定を告げる。

　そして、次の小物の撮影準備をするスタッフに「休憩しましょう」と声をかけ、スタジオから抜けだした。




　廊下の端に置かれたベンチに腰を下ろす。気分が上手く乗らない理由は、自分でもわかっている。

　どうして高瀬は勝手にメールを送ってしまったんだろう。社長のアプローチに戸惑っている私の気持ちなんてまるで無視されたような感じで、本当に嫌だった。

「お疲れ様。本当、スタジオって息つまるわよねぇ」

　いつの間にか現れ、隣のベンチに腰を下ろしたのは、仕事を終えたばかりのマサルくんだった。

「はい、どうぞ」

　差しだされた手には、オレンジジュースが乗っていた。

「……ありがとう」

「いーえ。麻生ちゃんはやっぱりオレンジジュースよね」

　クスクス笑いながらマサルくんは、持っていたタバコに火をつける。

　ゆっくりと息を吸い込むその仕草に、なんとなく目を奪われてしまった。

　視線を感じたらしいマサルくんが、ふうっと煙をはきだしながら、私の顔をまじまじと眺める。

「どうかした？　……って、麻生ちゃんもタバコ吸い始めたの？」

「あ、ううん、違う。吸ってないよ」

「タバコなんて、吸っていいことないからね。って言いながら、吸っちゃうんだけどね」

　マサルくんはタバコをくゆらせながら、何か思いだしたように私をじっと見つめた。

「でもさ、麻生ちゃん、ユキナリと車乗る機会多いんだから、気をつけなさいね。副ふく流りゅう煙えん」

　何気なくかけられた言葉に、胸がドキリと騒ぐ。

「そ、うだよね……。高瀬、すごいタバコ吸うもんね。うん、気をつけるよ」

　動揺を悟られないように、もらったオレンジジュースを口にして誤魔化す。

「さっき、ごめんね」

「な～にが？」

「変な声出しちゃって、ホントごめんなさい」

　謝罪する私に、マサルくんは呆れたような声で応じる。

「そーんなのいつもじゃない」

「へっ？」

　タバコの灰を携帯灰皿に落としながら、マサルくんは意地悪な笑顔を見せた。

「麻生ちゃんはさ、まっすぐよね～」

「え？　まっすぐ？」

　思わぬ指摘に、きょとんとしてしまった。

「まっすぐで、真面目で……馬鹿なことなんてしたことなさそ」

「そ、んなこと……」

「好きでもない人と食事とか。酔っぱらってお持ち帰りとか、ナンパされてそのままとかさ～。麻生ちゃんは一回もないんじゃない？」

　マサルくんは笑いを堪えるように肩を震わせながら言うと、残り少なくなったタバコを吸って、灰皿へと押し付けた。

「麻生ちゃん、難しく考え過ぎることないんじゃな～い？」

「何が？」

「別にさ、会って食事するくらいどーってことないんじゃない、ってこと！」

「え？　えっ、な、なんで知ってるの？」

　自信満々に話すマサルくんの顔が見られない。

「さっきのメール。ごめんね、ユキナリが携帯取り上げた時に、一緒に見ちゃったの」

　慌てる私を見て、マサルくんは困ったように微笑んだ。

「ホント、真面目よねぇ」

「マ、マサルくん？」

「顔、赤い～。うふふ～、麻生ちゃんってやっぱり可愛い」

　突然嬉しそうにはしゃぎだすマサルくんに、戸惑いを隠せない。

「な、何言ってんの！　冗談はやめてよ！」

「あら～、褒めてんだから、素直に喜ばなきゃ～。でも、照れちゃうところがまた可愛いわぁ」

　止まらないマサルくんの暴走に、困り果てていた時だった。

「そろそろ撮影始めたいんだけどー？」

　高瀬の冷たい声が廊下に響く。

「いやーん、ユキナリ！　怒っちゃ嫌～！」

　甘えっ子のような声をあげて、マサルくんが立ち上がった。そしてスタジオの入口からこちらを見つめる高瀬に向かい、小走りで駆けていく。

　その後ろをついていくと、高瀬が私の顔を見て呆れたようにため息をついた。

「休憩時間の確認くらい、ちゃんとしろよ。お前が動かないと誰も動けないだろ」

「ごめんなさい」

　高瀬の言葉に謝ることしか出来ない。

　そう、まずは仕事だ。中途半端はダメだ。いつでも真剣に取り組まなければ、私の代わりなんていくらでもいるんだ。




　スタジオの脇に積まれた箱から靴くつや鞄を取りだし、撮影用にセッティングされた台に並べていく。並べ終えると、高瀬が次々にシャッターを切る。

　モデルさんを撮影する時とはまた違う、真剣な表情の彼に目を奪われる。

　光の当たり具合や、ちょっとした位置の違いで、同じものなのに微妙に違う写真の出来上がりを確認するのを、密かに楽しみにしていたりする。

　その行為を何度か繰り返し、今日の撮影が終わった。

　箱から出したものを元通りに片付けていると、とっくに帰ったはずのマサルくんが一緒に片付け始めた。

「あれ？　マサルくん、帰ったんじゃないの？」

「ちょっとね、麻生ちゃんに用があってね」

　片付けていた手を止め、マサルくんがじっと私を見つめる。

「たまには馬鹿みたいに遊んでみることも大切よ。それで見つかる本当のことだってあるんだから」

　思わぬ言葉に驚いて、作業する手が止まった。

「へ？」

「真面目過ぎるのは良くないわ。たまには息抜きじゃないけど、遊ばなきゃ。いいじゃないの、誘われるうちが華よ～！　私なんてねぇ……」

　返事が出来ないでいる私を元気づけるように、マサルくんはペラペラと自分の話を続けた。

「……マサルくん、ありがとう」

「麻生ちゃんに彼氏が出来たらチャンスよね～！　ユキナリ待ってなさいよ～！」

　嬉しそうなマサルくんに笑みを返しながら、胸が痛くなった。

　よくわからない痛みを抱えたままマサルくんと再び別れると、高瀬に促されて写真の確認作業を続けた。休憩中の呆れた表情は高瀬から見えなくて、少しだけほっとした。

「で、会うのかよ？」

「え？」

「しゃちょーさんと」

　視線は写真に向けたまま、おちゃらけた口調で高瀬が問う。

「それ、高瀬が会うようにしちゃったじゃないの」

　ムッとして、刺のある口調で言い返す私に、高瀬はゆっくり顔をこちらに向ける。

「俺のせいかよ……嫌なら断れよ」

「なっ、何言ってんの？　断れるわけないじゃない。同僚が悪戯に返事送りました、なんて言えないでしょ！　仕事相手なんだし」

　そうまくしたてると、高瀬はちょっとだけ目を丸くする。

「……まぁ、それもそうだな」

「でしょ？　すごい迷惑なんだから！」

　イライラがおさまらない。高瀬はそんな私からそっと視線をはずす。

「せいぜい楽しんでくれば」

　その何気ない態度に、今度は胃がキリリと痛むのを感じて、ゆっくりとお腹をさすった。




「ここら辺のはずなんだけどなぁ」

　キョロキョロと辺りを見回しながら呟く。

　浅川社長と食事をする日がやってきてしまった。

　午後から半休をとって、気乗りしない約束の前に少しでもリラックスしたかったのに。予想外の作業に追われ、結局時間ギリギリまで働くことになってしまい、慌てて会社を出る。

　ビルが立ち並ぶ賑やかな繁華街にある店が、今日の待ち合わせ場所だった。

　もう一度メールを確認して、辺りを見回す。それらしい建物を発見して、足早に移動した。

　エレベーターホールに貼ってある、店名の書かれたプレートを確認し、やってきたエレベーターに乗り込む。

　創作和風料理と日本酒が楽しめるその店があるのは、ビルの七階らしい。

　日本酒苦手なんだけどなぁ、なんて思いながら、店の扉を開けた。

　中は温かみのある光に包まれていて、所々に飾られた季節の花が、とても印象的な店だった。

　予約をとってくれていた社長の名を告げると、簡単な仕切りのあるフロアの奥にある個室に店員さんが案内してくれた。

「お連れ様がいらっしゃいました」

　店員さんに頭を下げ、個室に入る。スーツのジャケットを脱いでネクタイを緩め、リラックスした様子の浅川社長が席に座っていた。

「お待たせしてすみません」

　頭を下げる私に、社長は笑って座るよう促す。

「迷いませんでしたか？」

　社長の言葉に首を振った。

「いいえ。お誘いいただいて……」

「ご迷惑じゃなかったですか？」

　優しい眼差しを向け、社長が問う。

　その問いかけに上手く答えられずにいると、社長がクスッと笑った。

「会ってもらえたということは、ちょっとは私のことを気にかけていただいている。そう思ってもいいってことですよね？」

　まったく予想していなかった展開に、返事が出来ない。

　黙ったままでいると、社長は自分の都合のいいように解釈したらしい。

「菜穂さん、これも飲みやすいから」

　いつの間にか〝麻生さん〟から〝菜穂さん〟に呼び方が変わり、正面の席から隣の席へと移動してきた。

『日本酒が苦手で』と正直に告白した私に、社長は『それはもったいない』と、数種類の日本酒を注文した。

　目の前に置かれた日本酒を、断りきれず口に含むと、かぁっとした熱さが喉元を通り抜けた。苦手な感覚に耐えきれず、眉間にしわを寄せてしまう。

「どう？」

「……美味しいです」

　本当は、味の違いなんてわからない。ただ、喉元が熱くなるように感じるだけなのに。

「じゃあ、これはもっと軽い感じになるから、そんなしかめっ面しないと思うよ」

　私の眉間をそっとなでながら社長は言うと、ピンク色の瓶に入っている日本酒をゆっくりとグラスに注いだ。

「飲んでみて」

　グラスを私の手に握らせる社長に、気づかれないように距離をとる。

　少しだけ後ろに下がり、グラスを受けとった。

　口元に近づけて思う。これは匂いが柔らかい……かも。

　一口味わうと、感嘆の息が漏れた。フルーティーな感じで、とても飲みやすい。

「すごく飲みやすいですね」

　そう言って、またグラスを口に運ぶ私を見つめて、社長はにっこりと微笑んだ。

「でしょ？」

　飲み干してしまった私のおちょこに、社長がお酒を注ぐ。

「さ、飲んで」

　笑顔で促されると断ることが出来ない。そんな風に何度かやり取りを繰り返しているうちに、周りがぼんやりしてくるのを感じてくる。いつの間にかしきりにまばたきをして、目をこするようになっていた。

「飲ませ過ぎた？　菜穂さん、大丈夫？」

「え、あ、大丈夫です。すみません。でも、もうお酒は十分です」

「そうみたいだね。出よう、送っていく」

　ふらつく私を支えるように、立ち上がらせてくれる。

「大丈夫です……」

　社長は困ったように、支える手に力を込めた。

「大丈夫じゃないでしょ。無理しないで」

　そんな社長の手を離すことが出来ないまま、ふらつく身体を半分抱えられるように店を出た。エレベーターに乗り、一階まで下りる。ビルの入口で待っていた、社長が手配したらしいタクシーにふたりで乗り込んだ。

「菜穂さん、家どこ？」

「え？　あっ……」

　ひとり暮らしのアパートの地名を運転手さんに伝える。運転手さんが頷き、ゆっくりと車が発進する。




　タクシーが揺れる度、一緒に身体が揺れる。

　気遣うような社長の手が私の肩に伸び、彼の身体に引きよせられた。その力に抗あらがうことが出来ず、されるままになった。

「大丈夫？」

　髪を指で梳すきながら問いかける社長に、黙って頷く。

　一言でも発したら、車内特有の臭いに吐き気が襲ってきそうだった。

　だけど、社長はそんなことに気づくはずもなく、肩に回した手の力を徐々に強めていった。いつの間にかそのまますっぽりと、抱きしめられている格好になっていた。

「お客さん、この辺でいいの？」

　運転手さんの言葉にハッとして、慌てて身体を社長から離し、辺りを見回した。

　通い慣れたコンビニが見える。この奥の通りに私の住むアパートがあった。

「ここで大丈夫です。ありがとうございます」

　鞄から財布を取りだそうとする私の手を、やんわりと社長は握りしめる。

「ちょっと待っててもらっていいかな？」

　社長の言葉に運転手さんは無言で頷き、ドアを開けた。

　手を引かれるまま、タクシーを降りる。外の空気に触れて、身体中に回っていた吐き気が少しやわらいだ気がした。

「家はどこ？」

「だ、大丈夫ですから。ここからすぐですから」

　これ以上、社長に迷惑をかけるなんて出来ない。そう思って何度も『大丈夫です』と伝える。

「ダメだって、女性がこんな時間にひとりって、危ない以外の何があるっていうの」

「いつもはもっと遅い時間に歩いてますし、本当に大丈夫」

　私の言葉に社長は眉をひそめ、そしてため息をついた。

「ダメだよ、菜穂さん酔ってるし……、危険だ」

「通い慣れた道ですから、本当に大丈夫です」

「遠慮なんてしなくていいから。家はどこなの？」

　不愉快さをあらわにした口調に断る言葉が見つからず、自分の住むアパートの方を指差した。

　社長に手を引かれ、アパートの前にやってくる。

「上の階？」

「え？　そうです。でも、本当にもうここで大丈夫です。ありがとうございました」

「菜穂さんが、部屋の中入ったのを見たら帰るから」

　私の腕をぎゅっと掴み直すと、社長はずんずんと歩きだした。

「何号室？」

「あ、二〇三号室、です……」

　社長は返事をすることなく階段を上ると、部屋の前で立ち止まった。

「あの、ありがとうございました」

「いや、当然のことだから。菜穂さんに何かあったらと思うと心配で仕方ないからね。さ、中に入って」

　鞄の中からキーケースを取りだし、玄関の鍵を開けた。

　玄関に入って、もう一度社長に頭を下げる。

「今日は色々ありがとうございました。ご迷惑おかけしてすみません」

「迷惑？」

　驚いたように社長は聞き返した。

「みっともない姿を見せてしまった挙句、送っていただいたりして本当にすみませんでした」

「じゃあ、お礼して」

「……え？」

　思わず顔を上げると、すぐそばに社長の顔があった。

　避ける間もなく唇が重なる。思わぬことに、手にしていた鞄が音を立てて床に落ちた。

　そんなことなど気にもとめず、社長は角度を変えて何度も唇を重ねた。

　惜しむかのように、ようやく唇が離れる。

「おやすみ、菜穂」

　満足げな笑みを浮かべて帰っていく社長を、私はただ茫然と見つめることしか出来なかった。




「はぁぁぁぁあ……」

　着替えることも出来ず、ベッドに寝ころぶ。

　思いだされるのはさっきのキス。出てくるのはため息ばかり。

　なんであんなことになっちゃったんだろ？　キスってお礼にするものなの？

　違うよね。好きだからするものだよね？　……って、じゃあ、さっきのキスって一体何だったの？　こんな風に悲しい気持ちになってしまった、さっきのキスは一体どういう意味なの？

　出会いがしらの衝突のように、避けられない事故だったの？

　いつも高瀬がしてくるキスも事故みたいなもんだし……。

　――高瀬とのキスが事故？　そう、なのかな？

　今まで散々高瀬の好きなように唇を奪われているくせに、深く考えることをしなかった自分に今更ながら気づいて、苦笑する。

「社長とのキスは事故。事故。事故なんだよ」

　まるで自分に言い聞かせるかのように、何度も何度も繰り返しながら、いつの間にか眠ってしまっていた――。




「っーうぅぅ……」

　頭の内側からガンガンとハンマーで叩かれている、そんな気がする。

　原因は昨夜の日本酒に違いない。

　浅川社長に勧められるまま飲んでしまったそれに、今更ながら恨みが出てくる。

　って、しかも私。注がれるばかりで、社長に注いだ記憶がほとんどない……。

　そんな記憶までよみがえり、なんだか悲しくなった。

「はぁぁー、もうっ！」

「あーん、ごめんなさいっ！　せっかくのお休みなのに麻生先輩呼びだすことになって、本当にごめんなさい～！」

　まるで子供みたいに甘えた声をあげ、後ろのデスクでパソコンと睨めっこをしていたサトコちゃんが、私のため息に反応した。

　甲高い彼女の声が鼓膜を突き抜け、脳内で共鳴し、二日酔いの頭にガンガンと響きまくる。

「ち、違う、サトコちゃんについたため息じゃないの……だから、お願いだからもう少し声小さくして……」

「先輩、久しぶりのお休みなのに、サトコのせいですみませ～ん！」

「気にしなくていいから……だから、お願い。静かにして……」

　ズキズキと痛む頭をさすりながら懇こん願がんする。

　特集記事のページ数を勘違いしていたサトコちゃんのミスは、印刷所に行く一歩手前で発覚した。当初の予定数よりもページが足りず、急きゅう遽きょ記事を追加しなければいけなくなってしまったのだ。

　最終チェックをしていた編集長が見つけ、今朝からスタッフ総出で修正を行っている。本当は、代休のはずの私まで召しょう集しゅうがかけられてしまった。

「あんたが指導者でしょ」

　なんて編集長に冷たく言われて、会社に来てパソコンに向かっている。

　飲み慣れない日本酒のせいか、いつの間にか眠ってしまっていた私は、編集長からかかってきた電話で飛び起きた。

　慌ててシャワーだけ浴びると、化粧もそこそこに出社したのだ。

　昨日なくなってしまった半休といい、今日といい……休みなくこんなに頑張っている私にご褒美くれてもいいんじゃないですか、神様？なんて思ってしまった。

　無心になってキーボードを叩いていると、突然サトコちゃんが私の方に身を寄せてくる。

「麻生先輩……」

　そして、囁き声で話しかけてきた。

「んー、何？」

　サトコちゃんは、パソコンの画面から目を離すことなく生返事をした私に、そっと椅子を近づけると、グロスでツヤツヤになっている唇を耳元に寄せた。

「昨日、お見合いパーティーだったって、ホントですか～？」

　この部屋に漂う緊迫した空気なんて、一切気にする様子もないサトコちゃんの質問に、ぎょっとして思わず彼女の顔を見つめた。

「どんな人達が集まってたんですか？　医者とか、弁護士。外資系とかですか？　先輩クラスだと、やっぱり色々条件は高めな人ですよね～」

　本人は囁いているつもりなのだろうか？

　質問していくうちに声のボリュームが普段通りになる彼女に、返す言葉が浮かばない。それ以上に彼女の向こうに見える、訂正作業を手伝う他の人達の視線が、空気が、痛い。

「で、どうでした？　いい感じの人いました？　先輩すごい美人ですもんね～。実際は化粧もしないで、会社に来れちゃうくらいに女捨ててる感じなのに。すっごくモテちゃったんじゃないですか？　化粧映ばえしますもんね～、ハーフのタレントさんみたいなんだもん」

　徐々に苛立ちが膨らむ。

「羨ましいなぁ～。サトコなんてぇ～、盛って盛ってやっとこんなですよ～。先輩の顔とか超羨まし過ぎる～」

　バッサバッサ。音がしそうな程盛られたつけまつげを強調するように、何度もまばたきを繰り返す。

「ホント羨ましい。美人ってそれだけで得ですよねぇ」

　馬鹿じゃないの？

　そう言いたいのに、呆れて言葉が出てこない。

　私を馬鹿にしているのはわかるのに、声が上手く出てこない。

「サトコも先輩みたいな顔に生まれてきたかったなぁ～」

　その言葉に、固まっていた脳が動いた。

「サトコちゃんの素顔は本当にのっぺりしてるもんね。それに、気をつけないと般はん若にゃのお面みたいになっちゃうんだったよね」

　目の前で嫌味ったらしく微笑むサトコちゃんに負けじと微笑み返しながら、嫌味をぶつけて立ち上がる。

「印刷所の方に無理言ってるの忘れてないよね？」

「……え？」

「のんびり話出来るんだもんね。残りは頑張ってね」

　微笑みを消し、冷たい視線を向ける私に、彼女は弾けとぶように自分のデスクに戻っていく。先程までの表情を一変させ、パソコンの画面を食い入るように見つめては、慌ただしくキーボードを叩き始めた。

　デスクの下に放り込むように置いた鞄から財布を取りだし、私は部屋を後にした。

　廊下に出ると、出入口の壁にもたれ、ニヤニヤと笑う高瀬が立っていた。

「無視なんて、らしくね～なぁ」

　無言で通り過ぎようとしたのに、ケラケラと笑いながら、高瀬が私の後ろをついてくる。

「趣味悪いんじゃない？」

「なんのことだよ？」

　とぼけたような高瀬の返事に、イライラした。

「何がお見合いパーティーよ。そんなくだらない話、よく思いつくわよね！」

「しゃちょーさんとしっぽり日本酒飲みに行きました、って言った方が良かったのかよ？」

　答える高瀬は不機嫌そうだ。確かに、サトコちゃんに本当のことが知られたら、もっと大変だったのかもしれない。

「……良くない」

　それだけ呟くと、エレベーターを呼ぶためにボタンを押した。

　当たり前のように高瀬が隣に立ち、グレーのパーカーのポケットに手を突っ込んだ。

「現像してたの？」

　現像液特有のツンとした臭いのついたパーカー。

　高瀬がこのパーカーを着ている時は、暗室で仕事をしていることが多い。

「よくおわかりで」

「だって、独特なんだもん。その臭い」

　パーカーを指差して答える。

「ん？　あぁ、現像液のか？　さすがだな」

「フィルムなんて珍しいね」

　今はデジタルカメラで撮った写真をパソコンで編集することがほとんどで、こうやって暗室でわざわざ現像する方が珍しい。

「向こうから指定されたんだよ」

　上を向き、階数を知らせるランプを見つめながら答える高瀬に「そうなんだ」と返事をする。

　それ以上話すことがなくなってお互いランプが光るのを黙って見つめ、やってきたエレベーターに乗り込んだ。

　来訪者や他部署の人達の間を抜けて奥にふたり並んで立つ。

　狭い空間の中、身体が高瀬に触れる。そんな当たり前のことに、胸が苦しくなった。

　やがてエレベーターが目的地に到着。閉鎖的な箱から降りると、思わず大きく息を吸った。

「ナホ？」

　財布を握りしめた手を胸にあて、深呼吸を繰り返す。具合が悪そうに見えたのか、高瀬は私の背に手を置き、エントランスの端へ行くように促した。

「二日酔いか？」

「だ、大丈夫……だからっ」

　首を振る私の背中を高瀬がそっとなでる。その行為に今度は鼓動が速くなった。

　だから――！

　どうして優しくするの？　私のことなんてなんとも思っていないくせに。

　この際はっきり言ってやろうと、顔を上げた視線の先に――小走りでこちらに向かってくる、浅川社長の姿が見えた。

「麻生さん！」

　その声に高瀬が振り返る。

「浅川……社長？」

　呟いたかと思うと、私に向き直って尋ねる。

「約束してたとか？」

「ううん、してない」

　質の良さそうなスーツを着こなした浅川社長が私達の目の前に立つと、会釈をした。

「麻生さん、こんにちは」

「こんにちは。あの……？」

「旅行雑誌の方で取り上げていただくことになって、その打ち合わせにやってきたところなんですよ。麻生さんの所だなとは思っていたんですけど、まさか会えるなんて」

　にこやかな顔を向ける社長の後ろから、先日『あさかわ』で会った女性秘書が慌てて駆けよってきた。

「社長、急にいなくならないでください」

　カッチリとしたパンツスーツを着た彼女は、社長にきっぱりと言いきると高瀬と私にお辞儀をする。

「先日はお世話になりました」

「こちらこそ、色々とありがとうございました」

　高瀬とふたり、頭を下げた。そんな私達を見て、社長が穏やかな声で言う。

「高瀬さん、素敵な写真をありがとうございました」

「そう言っていただけて安心しました。こちらこそ、取材にご協力いただきありがとうございます」

　頭を下げる高瀬と一緒に、私ももう一度頭を下げる。

「社長、そろそろ」

　女性秘書から申し訳なさそうな声がかかって、顔を上げる。

「すみません、今度また」

　社長はにこやかな笑顔を絶やさぬまま、エレベーターの中へと消えていった。

「ナホ、お前社長と……いや、いい」

「え、何？」

「なんでもない。それより体調はいいのか？」

　私の体調を案じてくれている高瀬は、いつもと変わらない様子に見える。

「ごめんね、大丈夫」

　でも、謝りながら思った。高瀬の態度に違和感を拭えない。

　胸にモヤモヤとしたものが広がっていく。聞きたいけど、聞けない。そんな思いに縛られて、結局言葉には出来なかった。

「コンビニ行くのか？」

「あ、うん。頭ガンガンして」

「……そんなに飲んだのかよ」

　パーカーのポケットに両手を突っ込み、呆れたように高瀬が呟く。

　もっともな反応に、苦笑いで答えることしか出来ない。

「俺のも一緒に買ってきて」

「え？　高瀬も二日酔いなの？　珍しいね」

「アホ。お前じゃあるまいし……昼メシ買ってきてくれ。ついでにタバコ」

　首から下げられた社員証のホルダーから、四つ折にされた千円札を取りだすと私に手渡す。

「足りなかったら出しといて。暗室にいるから」

　よろしく、と片手を上げて高瀬はエレベーターホールへ戻っていった。

　高瀬は私の体調を気遣い、付き添ってくれたのだろうか？　それとも、コンビニに行くのが面倒になったのだろうか？

　一体なんのために、一緒にエレベーターに乗ったのだろう……？

　その背中を見つめたまま、しばらく動けなかった。




　コンビニで、今更なウコン入り飲料とミネラルウォーター、そして高瀬に頼まれたタバコとお昼ご飯のお弁当を買った。

　暗室で少し休んでから自分のデスクに戻ろうと考え、私は暗室に向かった。

　中に入るには、扉をふたつ開けなくてはならない。

　暗室特有のオレンジ色の光の中、ふたつ目の扉の前の暗幕に手をかけ、さっと中に入った。中の扉が万が一開いていたら、露ろ光こうに影響してしまう。

　だから暗室に入る時はいつも緊張する。

　暗幕がきっちり重なっているのを確認して、扉をノックしようと手を握りしめた。

　ふたつ目の扉は、オートロックになっていて、外から開けるには鍵が必要だ。

　仕事上暗室を使用しなくてはいけない高瀬は鍵を持っているが、編集の私にはそれはなくて、中から開けてもらうしか方法がない。

「高瀬、開けて」

　そう、声をかけながら扉をノックしようとして……。

　すべての動きが止まった。

　暗室の中から、聞こえるはずのない声が聞こえる。

　その声は、この場所にそぐわないもので……。

　外の空気を吸って、少しおさまった頭痛が再び酷くなる。

「え～、いいじゃないですか～」

　その声はどうやったら出せるの？

　思わず聞きたくなるような、猫なで声が聞こえる。

「アホか」

　高瀬が冷めた声で応酬する。その冷たさにまったく動じない様子で、甘えた声が信じられない言葉を紡ぐ。

「サトコ、キスしたいですぅ。高瀬さんとぉ」

「……だから、なんで俺がお前とキスしなきゃいけないんだよ」

「私、高瀬さんのこと、ずっといいなぁって思ってたんです～。でも、高瀬さんは麻生先輩と付き合ってるって思ってたんですよね。だけどぉ……」

　いつもより、ゆっくりとした口調で話すサトコちゃんの声に、先日の編集長のセリフがよみがえってきた。

『そ。あの子〝付き合った男は数え切れませ～ん〟って、この間木村に話していたわよ。まぁ大方、一晩限りとかも含まれているんだろうけどね』

　きっと彼女は、男性にうけそうなファッションに身を包み、今までもこんな風に甘えたような声を出して、男性にすりよってきたのだろう。今日の彼女もまた、男うけしそうな胸元にギャザーがたっぷり入ったトップスにミニスカートを穿はいた格好だった。

「だけど？」

「昨夜、麻生先輩はお見合いパーティーに参加した、って高瀬さん言ってたから」

　心臓がドキドキと音を立てる。

「今がチャンスかな？って。別れたんですよね？」

「誰が、誰と？」

「え～、だからぁ麻生先輩と高瀬さんですよぉ」

「……へぇ、別れた、ねぇ」

　感情のこもらない高瀬の返答。

　私と高瀬は付き合ってなんかいない。だから別れるだなんて、そもそもあり得ないんだけど……。

「だから、私と付き合ってください。高瀬さん、学生の頃だいぶ遊んでたって聞きましたよ？」

　サトコちゃんの言葉に、心臓がぎゅっとなった。高瀬にとっては、私もその中のひとりなんだろう。学生時代に私の初めてを奪ってから、今もずっと。

　未だに続くキスも、きっと遊びの延長なんだ……。

「付き合う、ねぇ」

「私、面倒くさい女じゃないですよ？」

　サトコちゃんの発言がどんどん妖あやしさを増していく。

「身体だけでもいいですよ。麻生先輩ってマグロですよね？　私、違いますよ。高瀬さんのこと、ちゃんと気持ち良くさせてあげられます」

　もう聞きたくないと、慌てて廊下に飛びだした。

　高瀬が言いよってくる女の子達を拒まないことなんて、今に始まったわけじゃない。

　大学生の頃からそうだった。私はそんな高瀬にたまたま獲物にされただけ。

　高瀬からしたら、ゲームのコマのひとつにしか過ぎない。ただそれだけの女だった。

　たまに優しくしてくれるから。

　何も考えられなくなるようなキスをするから。

　だからちょっと勘違いしてしまったんだろう。

　私があまりにも恋愛に不慣れだから――高瀬はきっと、ちょっと遊んでやろうって思っただけなんだ。彼にとって、私は格好の獲物だったに違いない。

　やっとわかった現実に、自分が情けなくなって笑えた。

　なのに、いつの間にか涙があふれ、ズキズキと胸が痛んだ。




　しばらくして、涙が止まったことを確認すると編集部に戻った。

　高瀬のデスクにコンビニの袋を無造作に置き、自分のデスクに座る。

　新しい企画書の作成をするために、パソコンを凝視してそれだけに集中した。

　少しして、サトコちゃんが戻ってくる。「ただいま～」と甘ったるくかけられた声に、「おかえり」とだけ返事をした。

　彼女からは、現像液の臭いが微かすかにして……。

　その臭いに、また泣きたくなった。










ずれる感情




　学生って楽だったよなぁ、なんて唐突に思う私は、アホなのかもしれない。

　別に仕事が嫌になったわけではない。なりたくてなった職業だから、やり甲斐もある素敵な仕事だと思う。自分の書いた記事を、読者に届けることが出来る喜びは計り知れない。

　その喜びを知ってしまった以上、例え会いたくない人に会うことだって我慢出来る。だから、今日もまた彼の運転する車に乗る。

　いつも通りにタバコをくわえながらハンドルを握る高瀬。

　夏も盛りを迎え、窓の外からの日差しが痛いくらいだった。

　郊外にあるハウススタジオからの帰り道で思わぬ渋滞に巻き込まれて、車はのろのろと進んでいた。

　高瀬はこの間、頼まれた買い物を暗室に持っていかなかったことを咎めることはなかった。

　というか、何もなかった。〝ありがとう〟の一言すらなかった。

　高瀬の横顔をチラチラ見ながら、携帯を操作する。

　あの日から毎日のように、浅川社長からメールが来ていた。メールの内容は、日々の出来事や、私に対する思いなどで……。

　でも彼に対して、恋愛感情がこれっぽっちもわいてこない。自分の中ではっきりと答えは出ているのに、きっぱりと断ることが出来ずにいる。

　これからも仕事で付き合っていかなくてはいけないのだと思うと、気まずくなりたくない思いが先だった。

　やっぱり学生って楽だ。そんな結論を胸にしながら送信ボタンを押した。

「マメなこって」

　くわえていたタバコを灰皿に押し付けながら、高瀬が素っ気ない声を出した。

「え？」

「社長へのメール」

「……そ、だね」

　高瀬は新たにタバコを取りだすと口にくわえた。

「焦じらしプレイ？」

「は？　何それ？」

　生まれて初めて言われた言葉に、困惑を隠せない。

「ナホは得意だろ？」

　高瀬は冷笑という言葉がピッタリ当てはまる表情を浮かべていた。

「な、に言ってんの？」

「焦らすだけ焦らして、結局最後は捨てるんだろ？」

「はあっ？　意味わかんないんだけど」

「ナホはそういう女だよって、大学時代から有名だけど？」

　まさか自分がそんな風に噂されていたなんて思いもよらず、思考が停止する。

　指にタバコを挟んだままハンドルを握り、正面を見つめる高瀬。

　その横顔を凝視する。

　のろのろと進んだ車が停まると、前を見つめていた高瀬がゆっくりと私の方に顔を向けた。

「なんてな」

　そしておどけるように言う。

「は？」

　あまりにも先程のムードとは違う高瀬に、気の抜けた声が出た。

「冗談だって、何マジになってんだよ。そんな噂あるわけないだろ。余裕のない女は捨てられるぞ」

「へ？　えっ？　はあああ？」

「ナホちゃんがそんな器用なマネ、出来るわけないよな」

　馬鹿にした声。意地悪な表情。だけど、私のことはすべて知っている。

　高瀬からはそんな雰囲気が漂う。それが更に私を混乱させているのだと、彼は知っているのだろうか？

「誘われたらやっちゃうし。気まぐれに女の子ひっかけて飽きたら捨てる。そんな高瀬くんに言われたくないんですけど」

　負けじと言い返すと、高瀬は悲しげな表情を浮かべた。

「なんで無言よ？」

「いや、ナホは本当の俺のこと、なんも知らねぇんだなってさ」

「知らないことないよ！　ホントのことだったでしょ？　こないだも暗室で――」

　そこまで言って、言葉につまった。

　あの日、暗室のドアの前で立ち聞きしていたことを、高瀬に知られてしまう。

「暗室？」

「な、なんでもないよ……、高瀬が寄ってきた女の子を拒まないことなんて、大学の時から有名だもん」

「ナホには、そういうのが最低なんだろ？」

　私の手に握られていた携帯が、着信を知らせて鳴り響く。突然のことに、心臓が音を立てた。思わず、誰からの電話か確かめもせずに、慌てて通話ボタンを押していた。

「は、はいっ！　麻生です……」

　高瀬がちらりと私に視線をよこし、車を発進させたのを横目で確認する。

『こんにちは、菜穂さん。今、大丈夫かな？』

　声の主は先程メールを送った浅川社長だった。ため息をグッと堪え、返事をする。

「大丈夫です」

『突然なんだけど。今晩、空いてるかな？』

「今晩……ですか？」

　こんな風に急に誘われても困る。そう言いたいけれど……。

『遅くなっても構わない。会いたいんだ、菜穂に』

　社長の声が脳内で響く。隣に座る高瀬に聞かれていないか気になって仕方ない。

「あ、の……」

『クラウンホテルの最上階のバーで待ってる。来るまで待ってるから』

　社長は一方的にそれだけ言うと、電話を切ってしまった。

　さっきグッと我慢したはずの、大きなため息がついにこぼれる。

　高瀬はまっすぐ前を見つめたまま、落ち込む私に話しかける。

「今のナホは、世界中のどんな奴より最低だね。嫌ならはっきり断ればいいだけだろ？」

「そ、そんなこと」

「もしかして、社長にキスされたとか？」

　高瀬を思わず凝視してしまう。

「……え？」

「俺以外の男にキスされたのが新鮮だった？　だから好きになっちゃったんだ？」

　私って、そんなに考えていることが表情に出てしまうのだろうか？　社長と何があったか、すぐに高瀬に見抜かれてしまうだなんて。

　でもそれよりも、後に続く高瀬の言葉に胸がざわめいた。

　キスされたら好きになるだなんて……。

「キスくらいじゃ好きになんてならない」

　自分でも驚くくらい低い声が出た。心臓がドキドキとうるさい。

　心と頭が落ち着かなくて、今にも大声をあげてしまいそうだった。

「関係ないじゃない……」

「ナホ」

　少しだけ焦りを含んだ声で、高瀬が名前を呼ぶ。

「私が誰とキスしたって、誰を好きになったとしても……高瀬には、関係ないよ」

　そうだ、関係ないんだ。私と高瀬は付き合っている恋人同士ではないんだから。

　高瀬が私の言葉に返事をすることはなかった。




　お互いに無言のまま社に戻り、先に車を降りた私は、高瀬を振り返ることもせず編集部へと急いだ。

　あれ以上、息苦しさを感じてはいられなかった。

　自分のデスクにつくと、今日の撮影データをまとめ、デザイナーさんと掲載写真の配置などの打ち合わせを行った。

　編集部に戻ってきていた高瀬とすれ違ったけど、そちらを見ることはしなかった。

　高瀬に言われた言葉が胸に残る。

『最低だね』

　そう言った高瀬、けれど彼も最低だと思う。

　好きでもない人とキスをする私。好きでもない人とセックスする高瀬。

　私と高瀬。どっちが最低かだなんて……。

　言わなくてもはっきりしている、はずなのに。

　これ以上宙ぶらりんな自分でいたくなくて、社長に指定された場所に急いだ。

　社長に気持ちを伝えることに決めた。このままズルズル続けるのは、社長にも自分にも良くないから。

　一定のリズムで揺れる電車内で、つり革につかまりながら、男性が器用に雑誌を読んでいた。その雑誌を何気なく見た私は、とある記事の見出しに釘付けになってしまった。

「……っ！」

　思わず大きな声を出してしまいそうになり、慌てて口を両手で押さえた。

　まさかという思いが胸を満たす一方、どこか安心もしている自分がいた。




　世界の要人やトップスターが利用することでも有名な、クラウンホテルで社長と待ち合わせる。

　最上階にあるバーは高級感漂う落ち着いた雰囲気で、シフォンブラウスにショートパンツという自分の身なりを見て怖じけづいた。

　入口で社長の名前を伝えると、窓際の夜景が綺麗に見える席へと案内される。

　電話で話していたように社長はすでにそこにいて、私の姿を見てほっとしたような表情を浮かべた。

「来てくれたんだね。ありがとう」

「あ、あの……」

　案内されるまま椅子に座った私に、社長が問いかける。

「菜穂は何を飲む？」

　慣れ慣れしい呼び方に、違和感を覚えた。

「ウーロン茶をお願いします」

　注文をとりに来たウェイターにお願いして、社長をまっすぐに見つめる。

「すみません。まだ仕事がありますので」

　私の言葉に社長は驚きつつも、柔らかく微笑んだ。

「来てくれただけでいい。本当にありがとう」

「あの、浅川社長」

　膝の上で握りしめた手に力を込める。

「何？」

「今日はきちんとお話をと思って来ました」

　伝えられた好意を断る時も、断られる時も、胸が痛くなるのは同じだ。

　でも言わなくちゃいけない。

　きちんと自分の気持ちを伝えるために、ここまで来たのだから。これ以上、中途半端な自分ではいたくない。

　痛む胸に気づかない振りをして、社長を見つめる。

　そんな私に、社長が嬉しそうな笑顔で話しだした。

「ありがとう」

「え？」

　場違いな社長の笑顔に、喉まで出かかった言葉が引っ込む。

「まだ仕事の途中なのにここまで来てくれた。それくらい、私のことを思ってくれているって、うぬぼれてもいいんだよね？」

　悪戯っ子のような笑みを浮かべ、社長は立ち上がると私の腕を取って立ち上がらせた。

「部屋をとってある。無駄にならなくて良かった」

「社長……あのっ、違っ……」

　そんなつもりじゃないのに！　まだ、何も話していないのに！

　社長の後を引きずられるように歩きながら、否定の言葉を発する。けれどその声は、彼の耳には届かないようだった。

　店を出るまでにすれ違ったウェイターが、飲み物を手に驚いてこちらを振り返る。

　タイミング良くやってきたエレベーターに押し込まれ、壁に背中を押し付けられた。

　顎がとらえられ、唇が重なる。間髪いれずに侵入する舌。

　その舌を追いやろうとして出した舌を、逆に絡め取られた。

「んっふっ……」

　鼻から抜ける自分の声に、頭が冴える。

　けれど、私を壁に押し付ける社長の身体はびくともしない。胸元を叩く私の両手を彼は片手でまとめると、動けないように私の胸に押し付けた。

　エレベーターが指定したフロアに到着した音を合図に、唇がゆっくりと離れる。

「今日は帰すつもりはないから」

　先程までの穏やかな表情を一変させ、真顔になった社長が低い声で告げる。

　その感情のこもらない声音に、鳥肌が立った。

　まとめられた両手を引っ張られ、転びそうになりながら部屋の中に押し込まれる。

　そこは普段ホテルを利用しない私にでもわかる程、立派な部屋だった。

　座り心地の良さそうな革張りの三人がけのソファーの奥には、キングサイズのベッドが置かれていた。

「菜穂」

　耳元で甘く囁かれる名前に、身体が震える。

　一直線に部屋の奥へと向かった社長は私をベッドに押し倒し、その上に跨がった。

　頬に彼の手がそっと触れ、そのまま後頭部へと移動する。

　先程と同じように性急なキスをされた。激しいキスに息を上げる私を見て、社長は唇を耳元に寄せゆっくりとなぶる。

　社長の尖った舌先が、耳の中をまさぐるようにうごめいた。

　普段感じることのない感触に、思わず声が出る。

「っ……や、だぁ!!」

「気持ちいい？」

　唇を離すことなく告げる社長に、首を横に振った。

「こんなこと、やめて、ください！」

　叫ぶ私に構うことなく、社長は唇を動かし続ける。

「もっと乱れる菜穂を見たい」

　その言葉と共に、片手が胸に触れそっと揉んだ。

　その行為に、身体が固まる。

「やだっ！」

「気持ちいい、でしょ？」

　こちらを見下すような言葉に、必死で抵抗しながら首を振った。

「素直じゃないね。だけどそんな菜穂も可愛いよ」

　社長はそのまま慣れた手つきでシフォンブラウスのボタンをはずすと、私の身体から剥がしていく。

「やっ！　……あっあぁっ……」

　社長は「菜穂を一生大切にするから」と囁く。

　目を見開き、社長の顔を見つめる。

　嫌なの。

　嫌なのに……！

　触れられて、あえぐような声をあげた自分が嫌いになりそうだった。

　社長が触れる場所全部が気持ち悪く感じるのに……。

　怖い。

　怖い！

　高瀬に初めてを奪われた時には感じることのなかった恐怖が心を支配して、思わず目を閉じて、頭に思い浮かぶことをむちゃくちゃに叫んでいた。

「菜穂、目を開けて？」

　頬をゆっくりなでる手の感触に、おそるおそる瞼を開ける。

　欲望を隠せない男の表情をした社長を見て、混乱していた頭が一気に冷静になった。

　このままじゃ、この人の好きなようにされてしまう。

　それだけは絶対に嫌だった。

「菜穂？」

　社長の視線から逃れるように顔をそむけると、喉の奥から必死で声を出した。

「婚約なさったんですよね？」

　声が震えないように、ゆっくりと話す。

　社長の顔から表情が消えた。

「何を言っているんだい？」

　平気な振りを装っているけれど、声が微かに震えている。

「老舗ホテルのオーナーのお孫さんと、年内にご結婚なさるんですよね？　婚約者の方が悲しまれます」

　電車の中で見かけた雑誌の記事に、書いてあった内容を話す。

　社長の顔から、さぁっと血の気が引いたような気がした。

「どいてください」

　そう毅き然ぜんと言い放った私に、彼はよろよろとベッドから下りる。あられもない私の姿に気づいたのか、ハッと私から目をそむけた。

　そんな彼を横目に、震えが止まらない手で散らばった洋服を集め身につけると、振り返ることなく部屋を後にした。




　ぐちゃぐちゃな感情を抱えたままどうにか帰宅して、そのままシャワーを浴びた。

　涙があふれだして、止まらない。

　自分の身体が酷く汚れているように感じて、肌がヒリヒリと痛み、まっかになるまでボディタオルでこすり続けた。

　バスタブにお湯を張り、大好きな入浴剤を入れる。柔らかな香りが立ちのぼり、やっと心が落ち着いたように感じた。

　お風呂からあがると、そのまま台所に向かい、冷蔵庫の中に入れてあった缶ビールを次々に飲み干した。こうでもしないと眠れそうにない。

　だけど、冷蔵庫の中にあったビールを全部流し込んでも、まったく酔った気がしなくて。シンクの下にしまっていた母特製の梅酒を取りだし、コップと共にリビングへ移動した。

　テレビから流れてくる笑い声につられるように、一緒になって笑った。

　番組の内容なんてまったく頭の中に入ってこなかったけれど、そうでもしないと涙がこぼれて止まらなくなりそうだったから。

　ふと脳裏に浮かんだ、高瀬の顔。無性に会いたい、会って甘えたいと思った。

　だけど――。

　今更、会いたいなんて、どんな顔をして言えばいいのかわからず、テレビをつけたまま頭から布団を覆いかぶさった。




　夢を見ているのだろうか？　さっきからほっぺの辺りがくすぐったい。

　ゆっくりと目を開ければ、真っ黒い影が私の頬をやんわりとなでていた。

「だぁれ？」

　重い口を開いて、問いかける。

　真っ黒だけど、不思議と恐怖心は襲ってこなかった。

　むしろ安心感の方が強く、その人の胸に顔をすり寄せた。

「誰なの？」

　再度尋ねる私にその人は小首を傾げると、顔を近づけそっと唇を重ねた。

　そっと触れているだけのキスのはずなのに、心地いい。

　何度も角度を変えて、ゆっくりと深くなっていく口づけ。

　彼の舌が口内のあらゆる所をいじって、舌が絡め取られる。

「んっ……ふぁ」

　このキス、すごく気持ちいい。

　身体の奥の方から感情があふれでそう。

　もしかしたら、その感情こそ、恋とか愛とか呼ばれているものなのかもしれない。




　翌朝目覚めると、少しだけ頭痛がするものの、気持ちは思った程落ちていなかった。

　とはいえ、やっぱりなんとなく自分の身体が汚れているように感じて、シャワーを浴び、まだ一度も袖をとおしていない、新品の服を身につけた。

　汚れてしまった自分が少しでも綺麗に思えるようにと願って。

　普段は必要最低限しかしない化粧を今日は丁寧にほどこし、あえてヒールの高いパンプスを履いた。

　そうでもしないと昨夜のことばかり思いだしてしまいそうだったから……。




「麻生、どうしたの？　モデルさん来れなくなって、あんたが代わりに務めるの？」

　編集部に着くと、編集長が目を丸くしてからかってきた。

　それを適当にかわして、デスクワークをこなす。

　今日、高瀬は私が関わっていない企画の現場撮影にでかけている。

　サトコちゃんも現場に同行しているはずだった。

　今までにだって、ふたりが一緒の仕事はたくさんあった。だから気にする必要なんてないのに……。

　胸がモヤモヤとして苦しい。別に高瀬がサトコちゃんとどうなろうと、私には関係ない。高瀬はただの同僚だし、サトコちゃんは手のかかる後輩。

　もしふたりが付き合うようになったって、私は気にしない。

　自分にそう言い聞かせ、目の前の仕事に集中した。そのおかげか、普段よりも早く仕事を終わらせることが出来た。




　終電間際じゃない時間に家に帰るなんて、どのくらいぶりだろう。

　久しぶりに料理でも作ろうか？

　そう思って、近所のスーパーで買い物をしてからアパートに向かった。

　見慣れたコンビニの角を曲がって、アパートまであと少しという所で足が止まる。

　アパートの前に、『あさかわ』で見かけた一台の高級車が停まっていた。

　やっと穏やかになってきた心が再びざわめく。おさまっていた恐怖心が、むくむくと頭をもたげ始めた。

　アパートへの一歩を踏みだせない私の気持ちなどお構いなしに、車のドアが勢いよく開き、中から男性が飛びだしてくる。そして、立ちすくむ私の腕を、その男性がガッシリと掴んだ。

「菜穂」

「しゃ、ちょう……」

「ごめん」

　勢いよく頭を下げ、まくしたてるように一気に話しだした。

「昨夜はすまなかった。無理やりだったと反省してる。何度も電話したけど出てもらえなかったから、迷惑を承知で来てしまった」

　その言葉に頷くことも首を振ることも出来ない。ただ、早く帰ってほしいと願っていた。

「菜穂を失うのが怖かった。だからどんな形でもいいと、菜穂の気持ちを無視してまでも、君を自分のものにしたかった。本当に申し訳ない。どんなに謝っても許してもらえないと思う……」

　彼はゆっくりと顔を上げると、私をじっと見つめた。

「夕べ、君は私にきちんと気持ちを伝えにきてくれたんだよね。私の思いに応えられない、と……違う？」

「……そうです」

　やっぱり、社長は私の気持ちに気がついていたんだ。それなのに無理やりあんなことをするなんて。そう思うとやりきれない気持ちになった。

「私は菜穂に振られるはずだった。だけど、卑怯にも気づかない振りをしたんだ」

「は、い」

「自分の狡さに嫌気が差したりもしたけれど、菜穂がいなくなることに比べたら、そんなのどうでも良くなった」

　身勝手な気持ちをはきだす社長に、言葉が出てこない。

「菜穂、私に君の未来全部くれないか？」

　真剣な眼差しの社長から目が離せない。

　自分の非を認め謝罪した上で、もう一度気持ちを伝えてくれた社長に、私も逃げずに向き合うべきだと思った。

「ごめんなさい」

　彼の目を見つめながら、はっきりと告げる。

　社長は困ったように眉を下げると、私の腕を握っていた手の力を少しだけ緩めた。

「……どうしても？」

「はい」

「私のどこがダメ？」

　食い下がってくる社長に困惑を隠せない。

「どこが……って、社長には婚約者がいらっしゃるんですよね？」

　その言葉に、社長は大きく息をついた。

「あれは周りが勝手に進めているだけで、本人同士にその意思はないんだ。なのにマスコミの大げさな報道が先走ってしまって……迷惑してる。きちんと断るつもりだ」

「それでも、社長と私では釣り合いません。もっと素敵な方がいらっしゃいます」

「他に好きな男がいるとか？」

　好きな男――。

　その言葉に思い浮かぶ顔はなかったけど、頷いた。時にはついていい嘘だってあるはずだから。

「参ったな……」

　ポツリと漏らした声が寂しそうで、思わず社長の顔をじっと見つめてしまう。

「菜穂となら上手くやっていけるんじゃないかって、思っていたんだ。私の話を真剣に聞いてくれる、その真面目なところが魅力だった」

「社、長……」

「でも仕方ないよね。あんなことをしでかした自分を恨むしかない。本当に情けないよ」

「ごめんなさい」

「謝らないで。私が年甲斐もなく必死でみっともないだけなんだから……あぁ、でも」

　社長は私を見つめると、どこかすがるような表情を浮かべた。

「たまに食事に誘うくらいは許してくれないかな？」

「……出来ません。ごめんなさい」

　私の言葉に、社長の眉が下がる。

「そうだよね……」

　しんみりと呟いた後『ありがとう』とだけ言うと、社長は静かに帰っていった。

　車が去った方向を見つめながら、ほっと息をつく。

　これで良かったんだよね？

　自分の気持ちはきちんと伝えられたから、大丈夫。

　中途半端なまま、期待させ続けるよりずっといい。

　そう自分を納得させると、自宅があるアパートへと足を向けた。










本当の気持ち




　社長にきちんと気持ちを伝えてから、二ヶ月が経っていた。

　高瀬とはぎくしゃくしたままで、仕事以外に会話することもあまりなかった。

　秋も深まり、朝晩は何かはおるものが必要になったけど、ファッション誌の撮影は季節を数ヶ月先取りしたものばかりだ。春先の柔らかな色のニットワンピースに、キルティングのコートを着たモデルさんが、まだ人ひと気けのないアウトレットモールで笑顔を見せていた。

　アウトレットモールが開店するまでのわずかな時間に撮影を終えなくてはいけないため、みんな慌ただしく動く。

　そんな中、空気を読めない子がひとり、のんびりとベンチで缶コーヒーを飲んでいた。うんざりしながら近づく。

「サトコちゃん、手伝ってほしいんだけど」

　手際良く洋服を着替えさせるスタイリストさんと、メイクを直すマサルくんの姿を指差す。

　移動の車の中で「今日はスタイリストさんのお手伝いをお願いね」と、何度も念を押したはずなのに……。

「えー？　私、高瀬さんの助手がいいなぁ」

　缶コーヒーをベンチに置き、サトコちゃんは頬を膨らませる。

　なんだか怒るのがばかばかしくなってきた。

「……じゃあ、高瀬を手伝って」

　感情を押し殺し、その一言を言うと、マサルくん達の方に駆けつける。

「ごめんね」

　そう言って、あらかじめ用意しておいたアクセサリーをスタイリストさんから受け取り、着替えを終えたモデルさん達につけた。

　準備が出来た人から、高瀬に写真を撮ってもらう。そして、また違う洋服に着替えて写真を撮る。その繰り返しだ。

　洋服をハンガーにかけながら、思わずため息が漏れる。

「いや～ねぇ、ため息なんかつかないでよ」

　商売道具の大きなメイクボックスの中に使ったコスメを戻しながら、マサルくんが嫌そうな声を出した。

「あ、ごめん」

「別に、私の幸せが逃げるんじゃないからいいんだけど。ため息嫌いなのよね」

　マサルくんの言葉が耳に痛い。

「うん、気をつけます」

「何かあったわけ？」

　いつになくマサルくんの声は真剣だ。

「麻生ちゃん、今夜暇？」

「へ？」

　突然の誘いに驚き、マサルくんをまじまじと見つめてしまう。

「どうせ暇なんでしょ？」

「えっと……たぶん、大丈夫……です」

　語尾がだんだんと弱くなる私に向かって、マサルくんは満足げに頷いた。




　撮影を終えて社に戻ると、次の企画の準備を進めながら、今日の撮影で使用した洋服やアクセサリーの片付けに追われた。

　高瀬は撮ってきた写真を確認していて、サトコちゃんは別の企画会議へ向かったようだった。

　今日の移動は大人数でロケバスを頼んでいたため、いつものように高瀬がハンドルを握ることはなかった。彼は、一番後ろの席に座り窓に寄りかかって目を閉じていた。

　サトコちゃんは、そんな高瀬の隣に座ると、目を閉じたままの高瀬にお構いなしに話しかけていた。

　今日に限って車に同乗したマサルくんが、そんなサトコちゃんを見ては、私の洋服を引っ張っていた。

　あの日――。

　サトコちゃんが高瀬に暗室で迫っていたあの日から、彼女の高瀬に対する行動はどんどんエスカレートしていた。それは、編集部の誰が見ても明確なようで、木村さんなどは露骨にうんざりした様子で、ふたりのやり取りを眺めていた。




　編集部に戻り、企画書を作成する私に木村さんが声をかけてくる。

「ねぇ、麻生」

　コンビニから戻ってきたのだろうか。ビニール袋から缶コーヒーとチョコレートを取りだし、私のデスクに置く。

「あ、ありがとうございます」

「……誰もあげるなんて言ってないでしょ？」

　悪戯っぽく言いながら、木村さんはサトコちゃんの椅子に腰かけ、私の隣に並んで座った。

「サトコちゃんのことなんだけどね」

「サトコちゃん、ですか？」

　チョコがたくさん入っている袋を開け、中から数個のチョコを押し付けるように私にくれると、木村さんはチョコを嬉しそうに口にして頷いた。

「サトコちゃんもだし、高瀬も」

　その言葉に、もらったチョコの包みを開けていた手が止まる。

「高瀬もですか？」

「も」

　木村さんはチョコを飲み込むと、少しだけ顔を寄せた。

「他人の恋愛なんかに口出しするつもり、ないんだけどね」

　大きなため息をつくと、木村さんは次のチョコレートを口に放り込む。

「麻生はさ、どう思ってるの？」

「どうって……何がですか？」

「高瀬とサトコちゃん」

　高瀬とサトコちゃん、ふたりの関係なんて……私にはわからない。わかりたくない。

　自分に言い聞かせるように何度も確認してから、口を開いた。

「ふたりのことは、私にはよくわかりません」

「そりゃ、そうだろうけど……」

　それ以上何も答えない私に、木村さんは何か言いたげな眼差しのまま、自分のデスクへと戻っていった。

　なんで自分にいちいち言い聞かせなければいけないんだろう。

　どうして自分自身に言い訳をしなきゃいけないんだろう。

　それじゃ、まるで私が――。

　その考えに至って、思わず頭をぶんぶんと振った。

　だって、あり得ないじゃない。

　そんなのあり得ないよ……。

　高瀬にそんな感情、あり得ないって……。

　何度も何度も頭を振って、大きなため息をつくと、デスクに無造作に置いておいた携帯を手に立ち上がった。

　そのまま、廊下の端まで移動すると、さっきまで一緒にいたマサルくんに電話をかけた。マサルくんなら、きっと親身に話を聞いてくれる。

　そう思って、電話から聞こえるコール音を数えていた。

　十回以上コール音が鳴って、そろそろ留守電に切り替わりそうな頃、機嫌の悪そうな声が聞こえた。

「……何？」

　いきなり不機嫌な彼に苦笑いしながら、謝罪の言葉を告げる。

「ごめん、忙しいよね」

「当たり前じゃない。もう、何よ？」

　さっきまでの刺々しさがなくなったマサルくんに、約束の時間を相談する。

　マサルくんは『勝手に決めないでよね』なんて言いながらも、待ち合わせの場所を確認し、慌ただしく電話を切った。

　本当に忙しかったようで、今更ながら申し訳なさが込み上げる。もう繋がっていない携帯に向かって「ごめんね」と呟き、両手を上にあげて背筋を伸ばした。

　自分の気持ちを、ちゃんと聞いてもらおう。自分でもわからない、このどうしようもなくモヤモヤとした気持ちを。

　そういえば、こんな風に誰かに相談することなんて、今までになかったかもしれない。

　なんて思いながら、両手を勢いよく下ろした。




　スッキリとした気持ちで仕事を終え、マサルくんと待ち合わせたバーへ急ぐ。

　半地下の場所にあるそこは、賑やかな通り沿いにあるにも関わらず、静けさが広がっていた。

〝ｋｕｍｉクミ〟と書かれた金色のプレートの貼られた木製のドアをゆっくり開けると、表の落ち着いた雰囲気とは打って変わった、賑やかな笑い声が聞こえてきた。

　カウンターの高いスツールにマサルくんが座っている。

　その向かいで、この店のオーナーであるクミコさんがにっこりと微笑んでいた。

「こんばんは」

　マサルくんの隣に腰かけながら挨拶すると、クミコさんは一瞬眉をひそめて、マサルくんに耳打ちした。

「やだぁ、マサルちゃん。高瀬くんじゃないのね」

「今日の相手がユキナリだなんて、一言も言ってないわよ」

「そうだっけ？」

　クミコさんはそう言いながら、私に向き直るとにっこりと笑って「麻生ちゃん、いらっしゃい」と、甲高い声を出した。

「高瀬じゃなくて、すみません」

「あら、やだぁ～、違うわよ！」

　ぶんぶんと両手を振りながらクミコさんは私の前におしぼりを置いた。

「いつものでいいんでしょ？」

　彼女は私に背を向け、棚に並んだお酒を手にして見せる。隣に座っていたマサルくんが、ケラケラ笑いながら残っていたお酒を一気に飲み干した。

「ママ～、濃いめにお願いね～！　全部はかせるんだから」

　マサルくんの言葉通り、いつもより濃いめに作られたハイボールを飲みながら、他愛ない話を続ける。一通り会話を終えると、ふと、マサルくんが私に視線をよこした。

「ユキナリとなんかあったんでしょ？」

「え？」

　クミコさんにおかわりを告げるマサルくんの顔つきは真剣だ。

「ていうか、ずっと聞きたかったんだけど。ユキナリと麻生ちゃんの関係って、何？」

　高瀬と私の関係は、大学の同級生で、会社の同僚で、それから……。

　――私の、初めての男。

「麻生ちゃんとユキナリ、ふたりは恋人なわけ？」

　マサルくんの質問に、首を振る。

　恋人じゃない。私は高瀬に遊ばれているだけ。

「でも、キスしてるよね？」

「な、なんでっ？　なんでマサルくんが知ってるの？」

　クミコさんがそっと置いたウイスキーを飲みながら、マサルくんは言葉を続ける。

「ユキナリはともかく……麻生ちゃんは軽い気持ちでキスなんて出来ないんじゃないの？」

　軽い気持ちと言われ、胸がざわついた。

　高瀬と最初にキスしたのは、あの日――。

　高瀬のアパートで刹那的な時間を過ごした時に交わした、噛みつかれるような、だけど優しいキス。それが高瀬との初めてのキスだった。

　その後、今の部署に異動してくるまで、高瀬と関わることなんてなかった。

　そして『GARNET』編集部が発足した日、ワインに酔い潰れた私をわざわざ自宅に泊めてくれた彼と、また唇を重ねた。

　それからは、自分の気持ちもわからないまま、高瀬のキスを受け入れていた。

　なんて最低な女なんだろうか。

「拒もうと思えば出来たのに……なんで、拒まなかったんだろう」

　ポツリと呟く私に、マサルくんはグラスの氷をカランと鳴らしながら、「気づいてるくせに。好きだからじゃない」と意地悪な声を出した。

「ちょっと！　まっかな顔で考え込まないでよ。一体いつまで純情ぶってるわけ？　だいたい麻生ちゃん、男知らないとかじゃないでしょ？」

「好き……私が、高瀬を？」

「なんでそう頑かたくなに否定しようとしてるのかが、わからないし、イライラするわ」

　頑な？　私はそんなに自分の気持ちを否定しようとしていたのだろうか？

「まさか、気づいてなかったとか？　ううん、きっと認めたくなかっただけでしょ？」

　呆れたように大きくため息をはきだして、マサルくんはクミコさんにおかわりをオーダーする。

　私、いつから？

　一体いつから、高瀬のこと……？

「なんで泣きそうな顔なわけ？」

　新しいグラスを傾けながら、マサルくんは困ったように眉を寄せた。

「私……だって……」

　いつ、高瀬を好きになっていたのかすらわからなかった。

「麻生ちゃん、かわいっ！」

　クスクスと笑い声を立ててマサルくんは私の頭をなでると、優しい声で言った。

「素直になれば、絶対楽になるんだから。ちゃんと自分の気持ちと向き合ってね」

　素直になる。それが、一番簡単で一番難しい。

　そう感じたけれど、口に出すことは出来なかった。

「ほら～！　また、難しく考えてる～！」

　私の眉間に指を押し当てながらマサルくんはそう言うと、諭さとすような眼差しで私を見つめた。

「あのね、頭で考えるものじゃないわけ。わかる？　感じるものなのよ。恋っていうのはね。ビビッてきたりするのが恋なわけ。こういう風にならないとダメ、だとかじゃないわけよ」

「どういうこと？」

「決まりなんてない、って言いたいのよ。ホント、いちいち……麻生ちゃんって馬鹿でしょ」

　唐突過ぎて、何も言い返せない。

「ユキナリと麻生ちゃんの出会いがどんなだったのかなんて知らないわよ、私。だけど、今麻生ちゃんがユキナリのことを好きなのは本当なんだから、それでいいじゃないって思うんだけど」

　マサルくんはそう言って、チーズを口に運んだ。

　今、私が高瀬を好きなのは本当のこと。

　マサルくんの言葉が何度も何度も頭の中を行き交った。

　キスを拒まなかった理由はなんだったんだろう？

　浅川社長とのキスは嫌悪感があったけど、高瀬にはそれがなかった。

　つまり、それは私が高瀬を好きだっていうことで……。

「私馬鹿みたい」

　気がつけばすごく単純なことだったのに。

　自分で自分の気持ちを、気がつかないように隠していただけのことだったのに。

　身体から始まった関係だから。知られたくない秘密で、半ば強制的に始まった関係だったから。

　だけど、あの日、カメラ越しに見せたあの強い眼差しに……私の心ごと持っていかれてしまっていたんだ。

　だからこそ、余計に認めたくなかったのかもしれない。

　あの日の写真ではない、他の写真がコンテストに出され、彼の才能が認められたということに。彼を受け入れてはいけない。そんな風に思ってしまったんだ。

「ホント、馬鹿みたい」

「うん、麻生ちゃんって馬鹿よね」

　間髪いれずにマサルくんが言う。

「気がついたついでに、ぜーんぶ話しちゃえば～？　きっと楽になるわよ～！」

「ついでって……」

　好奇心丸出しのマサルくんに、思わず苦笑する。

「何事も勢いが大事なのに～。そおねぇ、じゃ、社長とどうなったのか聞かせなさいよ」

　興きょう味み津しん々しんな瞳で私を見つめるマサルくん。

「社長……って『あさかわ』の？」

「何よ、他の社長からも言いよられてるっていうの？」

「他の社長って、言いよられてないよ……浅川社長にも」

「嘘うそつきなさい！」

　マサルくんの強い口調に肩をすくめる。

　ウイスキーのグラスをテーブルに置いて、マサルくんが怒ったような声で言う。

「麻生ちゃん。今ここで私と話そうと思ったのはなんでよ」

「マサルくんに色々と聞いてほしいって思ったから……だけど」

「でしょぉ～！」

　満足そうに笑顔を浮かべてマサルくんは、「で、どうなってんのよ」と話の先をせかした。

「どうって、何もないよ」

「えぇ？　何もないわけないでしょ」

「……ちゃんと、断ったから。もう何もないの」

　言葉に感情がこもっていないなって、自分でも思うくらい冷たい声が出た。

「もったいなぁ～い」

　そんな私に構うことなく、マサルくんは茶化すように答える。

「もったいないって……」

「だって、あの『あさかわ』の社長の奥さんになれるのよ？　贅沢し放題じゃない。今からでも遅くないって、麻生ちゃん！」

　その言葉に、思わず眉をひそめた。

　確かに贅沢はし放題なのかもしれない。だけど、苦労だって多いと思う。

　それに、私はやっぱり好きな人と一緒になりたいと思うから……。

「麻生ちゃんが、社長と付き合うようになったら、傷心のユキナリを私が慰めてあげるのよぅ」

「傷心……？　高瀬が？　あり得ないんですけど」

　高瀬は私のことなんとも思っていないんだから、私が誰と付き合ったって関係ない。

　傷心なんて、そんなのあるはずがない。

　なのにマサルくんは私をじっと見つめると、これ以上ないっていうくらいうんざりした顔で、大きな大きなため息をついた。

「これだから、恋愛に疎い女は嫌なのよ」

「恋愛に疎いって……」

「あんた、何年男いないのよ？　私、出会ってからあんたに彼氏がいたって記憶が一切ないんだけど」

　マサルくんに何も言い返せないのは、その通りだからだ。

「なんとも思ってない女に夜中呼びだされて、そこに行く男が、この世の中のどこにいるっていうのよ？」

「……え？　ちょっと、それなんの話？」

　私の急な反応にマサルくんは驚きながらも答えてくれる。

「二ヶ月くらい前のことだけど……」

「二ヶ月前？」

「そうよ。麻生ちゃん、すごく酔っぱらってたみたいだったけど。まさか無意識で電話かけたの？」

　なんの話かまったく理解出来なくて、返事につまる私に、構うことなくマサルくんが説明を続ける。

「その日、ユキナリが珍しく私の誘いに乗ってきたのよ。飲んでたのはこの店だったんだけどね。でね、私もユキナリもいい感じで酔ってて。このままユキナリにお持ち帰りされたいぃなんて、邪よこしまなこと考えてたら、ユキナリの携帯に電話がきたのよ」

「……私から？」

「そうよぉ。そしたらユキナリ『行かないといけなくなった』ってさぁ。お金テーブルに置いて帰っちゃったんだもの」

　二ヶ月前にすごく酔っぱらったとなると、思い当たるのはたった一日。

　浅川社長に無理やり、身体を奪われそうになったあの日だ……。

　そうだ。そういえば変な夢を見たような気がする。誰かが私にキスをする夢。

　とても優しいキスだった。

　相手が誰かはわからなかったけれど、やけに感触がリアルな気がしていた。

　でも起きた時には、部屋の中には誰もいなかった。

「私から高瀬に電話をかけたんだよね？」

　確かめる私に、マサルくんが頷く。

「そぉよ。だってユキナリ、電話の相手を『ナホ』って呼んでたわよ。麻生ちゃんのことでしょ？　ユキナリったらねぇ、今まで見たことないくらい焦った顔してたわ」

「高瀬が焦った顔なんてしたの？」

　高瀬がそんな顔するなんて思えなくて、驚いて聞き返してしまった。

「そぅよう。ユキナリが焦った顔するなんて、そうそうないじゃない。いつも余裕な表情でさ。麻生ちゃんからの電話だって言って最初は普通に話してたけど、すぐに顔色変えて焦って帰っていったのよ」

　本当に覚えてないのかと、疑いの眼差しを私に向けながら、マサルくんはウイスキーのグラスを手にする。

　いつの間にか目の前に置かれていたハイボールのおかわりを、ごくごくと飲み干す。

　あの日、夢だって思っていたあのキスは。幸せって感じた、あのキスは……。

　もしかして、本当に高瀬とのキスだったんだろうか？

　以前編集長に言われた言葉を思い出す。

『物書きの端くれなら、物事の裏側も読みとれっていうのよ』

　それは、高瀬の一見意地悪な態度の裏側にある、隠された優しさを見ようともしない私に対しての言葉だったのだろう。

　社長とのことではなく、あの日様子がおかしかった私に対して、高瀬が取った態度のことだったのだろう。

　きっと編集長は、私の気持ちも高瀬のわかりづらい優しさにも気がついていて、素直になれない私へ遠回しに〝素直に向き合いなさい〟。そう伝えようとしていたのではないだろうか？

　本当、情けない。私、色々な人に迷惑かけてる……。

「たぶん、その日はね」

　俯き、小さな声で話しだす私を、マサルくんがじっと見つめる。

　浅川社長とホテルのバーで会ったことから、自分に隙があったせいで、もう少しで大事な何かを失くしてしまいそうになったこと。

　なんとか逃げ帰り、家でしこたま飲んで眠ってしまったこと。

　それから、夢で誰かにキスされたこと。すごくすごく優しいキスで、すごくすごく幸せな気分だったこと。

　話をしながら、私は今までちゃんと高瀬を見ようとしてこなかったと、つくづく思った。彼に愛想を尽かされても仕方ない。

　サトコちゃんに言いよられて、そういう関係になってしまっていたとしても、なんの文句も言えない。

　いつまでも素直になることが出来ない自分が情けなくて、みっともなくて……。

　あふれる涙を止められなかった。

「やだ、何？　麻生ちゃん泣いてるの？」

　マサルくんは焦りながら、テーブルに置かれたナプキンを私の顔に押し付ける。

「ごめっ……なんだか自分がすごく情けなくて……こんなんじゃ愛想尽かされても文句言えないなって……」

　言葉にすればする程、自分の身勝手な感情を自覚して悲しくなった。

　なんで私、逃げてばっかりいたんだろう。

　なんで？　どうして？

　疑問ばかりがぐるぐると頭の中を巡る。

「もうっ、麻生ちゃん！　しっかりしてよ！」

　マサルくんが手にしていたナプキンで、テーブルを数回叩く。

「何それ？　悲劇のヒロインにでもなってるつもり？　今まで何回そうやって悲劇のヒロインぶってきたのよ。麻生ちゃん、まだなんにも始まってないんだから、勝手に終わらせないで」

　ピシャリと言い放った彼は、私の鞄に手を伸ばすと中から携帯を取りだす。そして私に突きつけた。

「電話しなさい」

「へっ？」

　差しだされた携帯を前に戸惑う。

「やっと自分の気持ちがわかったんでしょ。だったら伝えないと。さあ、ユキナリに電話するのよ」

「え？　いやっ、でも……心の準備とか」

　押し付けられた携帯をテーブルに置き、言い訳の言葉を探す。

「そうやって逃げない」

　ズバリと指摘され、思わずマサルくんに「ごめんなさい」と謝ってしまった。

　私の手に携帯を握らせると、マサルくんが厳しい視線を向ける。

「逃げるのは楽よ。だって自分は傷付かないものね。その代わり、絶対幸せにもなれないから」

　真剣な眼差しのマサルくんに返す言葉が見つからず、渡された携帯をただ見つめる。

　やっぱり、逃げているのだろうか？　今までも、なんだかんだと理由をこじつけて、逃げていただけなんだろうか？

　救いを求めるように、マサルくんを見つめる。

　彼は私の顔を黙って見つめ返すと、柔らかな笑みを浮かべて頷いた。

「はあぁ……」

　息をはきだし、携帯を操作する。

　知り合って十年近く経つけれど、仕事以外でかけることなんて今までになかった。番号を押す指が緊張している。

　無機質なコール音が何度も響く。

　よくよく考えれば、もうすぐ日付の変わる時間だ。もう寝ているかもしれない。あと、五回鳴らして出なかったら電話を切ろう。

　自分に言い聞かせ、コール音を数える。

　一回、二回……。

　出てほしい。でも、出てほしくない。

　そんな思いが交錯する。

　四回……五……五回目の途中で、コール音がやんだ。

「……はい？」

　聞こえてきた甲高い声に、心臓がどくりと音を立てる。

　身体中の血がさあっと引いていく。携帯を持つ指先が震えるのを感じた。

「あ、あの」

『麻生、先輩？』

　高瀬じゃない甘ったるい声が、迷惑だと言わんばかりに不機嫌に私の名を呼んだ。

『もしもし？』

「……っ」

　話さなきゃ。そう思っているのに、声が喉に張り付いてしまったかのように、何も言葉が出てこない。

　いつまで経っても成り立たない会話に不信感を抱いたのか、電話の向こうの声が少し低くなった。

『麻生先輩ですよね？』

「……うん、麻生です。あの、サトコちゃん？」

『ああ、ビックリした。どうしたんですか？　こんな時間に』

　サトコちゃんは、優越感を窺うかがわせるような声で話しだした。

「ごめんね。私、間違えたみたいで……」

　きちんと高瀬の名前を確認したはずなのにと、記憶を辿りながらサトコちゃんに謝る。でも、サトコちゃんの事無げな返事に、すべての思考が止まった。

『行成に電話なら、この番号で間違ってないですけど？』

「……え？」

　サトコちゃんが発した言葉の意味が呑み込めない。

　今、行成って言った？　行成って、高瀬のことだよね？　なんで？

　どうして、サトコちゃんが高瀬の名前を呼び捨てにしてるの？

『先輩？　どうかしました？』

「あ、ごめん。高瀬の携帯なんだよね？」

『そうですよ。あ、でも。行成、今シャワー浴びてるから……』

「あ、そ……そうなんだ」

『折り返し、電話をかけ直すように伝えましょうか？』

　慣れた調子で話すサトコちゃんの声に、身体中から力が抜けていく。

「え？　あ、大丈夫……」

『そうですか？』

　手の震えが止まらない。

「遅くにごめんなさい」

　サトコちゃんの返事を待たずに通話を終える。

　その途端、堰せきを切ったように涙がぼろぼろとこぼれだした。

「麻生ちゃん……」

　隣で耳をそばだてていたマサルくんが、そっと私の手を握る。

　その手をすがるように握り返すと、マサルくんは私の背中にもう片方の手を伸ばし、ゆっくりとさすってくれた。

「麻生ちゃん、しっかりして。あの子の狂言なのかもしれないわ。だいたい、ユキナリのサトコに対する態度は、好きな女への態度じゃないわよ。明らかに麻生ちゃんに対する態度とは違うもの。ね？　だから、泣かないで」

　マサルくんの言葉に頷きながらも、素直にそう思うことが出来ない自分がいる。

　だって高瀬は……。高瀬は大学生の頃からずっと、来るもの拒まずだから。

　サトコちゃんを好きじゃなくても、付き合うことの出来る男だから。

「麻生ちゃん」

「だ、大丈夫。大丈夫だよ」

　涙はまだ止まらない。だけどマサルくんにこれ以上心配をかけることも出来ない。

「大丈夫……」

　手のひらでごしごしと涙を拭きとった。

「やだ、そんなにこすっちゃダメ！　目元がガサガサになっちゃうでしょ！」

　メイクさんらしい発言をしながら、マサルくんは私の手をぎゅっと握りしめた。

「ユキナリとは話せたの？」

　その言葉に黙って首を横に振った。

「まだわからないじゃない。ねぇ、麻生ちゃん。まだなんにも始まってないわ。そう、何も始まってないのよ？」

　小さな子供に言い聞かせるように、マサルくんが私を慰めてくれる。

　まだなんにも始まってない。

　マサルくんの言いたいことは、なんとなく理解出来る。だけど、だけど……。

　胸の中に渦巻く言葉に出来ない感情に、冷静に向き合うことは出来そうになかった。










素直になって




『ちゃんと、事の真相をユキナリに確かめるのよ』

　マサルくんが別れ際に言った言葉は胸に残っているけれど、実行出来ないまま、すでに一週間が経っていた。

　今日は『あさかわ』での仕事だ。

　前回は高瀬と一緒に来たこの場所に、スタイリストの佐久間さんとベテランのカメラマンとその助手の四人で訪れた。

　高瀬は別の現場で木村さんとサトコちゃん、そしてマサルくんと一緒に仕事をしているはずだ。

『安心して。私が、ちゃんと見張ってるからね』

　スケジュールを教えてくれながら、マサルくんがそんなことを言っていた。

「麻生」

　カメラマンに名前を呼ばれ、顔を上げる。

　そこには、以前と同じような柔和な笑みを見せる浅川社長が立っていて、私と目が合うと頭を下げた。

「ご無沙汰しております」

　お互いに会釈を終え、距離をつめる。

「お久しぶりですね。取材にお越しいただき、ありがとうございます」

「いえ、こちらこそありがとうございます。秋の庭も色鮮やかで素敵ですね」

　庭の木々と、その奥に見える山の紅葉がとても鮮やかで、心を奪われる。

「はい、自慢の景色です。よろしければ、ちょっと歩きませんか？」

　その言葉に戸惑いながらも頷くと、スタイリストの佐久間さんに声をかけてその場を離れた。

「菜穂さんも、ですよ」

　社長の突然の言葉が理解出来ず、首を傾げて彼を見つめる。

「菜穂さんはここの景色に負けないくらいに綺麗だと思います。容姿もですが、まとう空気も綺麗だなと思います」

「あ、ありがとうございます」

　どう返事をしていいのかわからず、曖昧にお礼を言って頭を下げた。

「まぁ、高瀬さんと一緒にいる時の方が、輝きは増すように感じますけど」

　続く思いがけない言葉に、言葉を失う。

「私もそこそこの優良物件だと思うんだけどな」

　悪戯っぽく微笑み、社長は私に「ねぇ？」と、同意を求めてきた。

　どう返事をしていいのかわからず、笑って誤魔化すことしか出来なかった。

「やっぱり社長夫人に興味ない？」

「えっと、あの……ごめんなさい」

　深々と頭を下げた。

　沈黙の後、はぁっと息をはいて、ゆっくりと顔を上げる。

　彼は、口元を手のひらで押さえ、肩を震わせていた。

「えっと……あの、社長？」

「ごめん。ごめん。冗談だよ。菜穂さんは本当にまっすぐで真面目だよね」

　社長は片手で、ごめんとジェスチャーをしながら息を整えている。

「え？」

「菜穂さんの気持ちが私にないのは、ホテルに呼びだした夜に気がついてましたから」

「それは、どういう意味ですか？」

　社長の言葉に息を呑む。

「無意識に彼の名前呼んでましたよ、行成って。高瀬さんのことですよね？」

　穏やかな笑みで社長が私に尋ねる。

　驚きながらも黙って頷くと、彼は満足げな表情を浮かべた。

「菜穂さん。女性は素直が一番ですよ」

「え？」

「優良物件な私を振ったんですからね。あなたは幸せにならないといけないんですよ」

　真剣な言葉に、背筋がスッと伸びる。

「菜穂さんは、私が仕方ないなと思えるくらいに幸せにならないといけません。または……」

　社長はそこまで言うと、表情を一変させ真顔になった。

「一生幸せにならないで。私を選ばなかったことを後悔して」

　一瞬、周りのすべての物音が聞こえなくなったように感じた。

「選ぶのは、あなただから」

「……選ぶのは、私」

「そうですよ。幸せになるかならないか。選択するのは、菜穂さん。あなただから」

　決めるのは、私――。

　社長の言葉が、胸に刺さる。

「何があったのかは知りません。でも、自分の幸せと向き合ってください。どうか自分の幸せから逃げないでくださいね」

　自分の幸せから逃げている。確かに私は逃げているのかもしれない。

　高瀬からも、サトコちゃんからも……。

「先程、高瀬さんの名前を出した時、菜穂さんは露骨に表情が変わりました」

「え？」

「以前、出版社のロビーで偶然会った時、あなたは高瀬さんの隣で穏やかな表情を浮かべていました。私はものすごく嫉妬しました。子供のような感じですが、悔しかった。だから、無理やりでも私のものにしたかった。まぁ、結果は玉砕でしたけどね」

　自虐的な笑みを浮かべて社長は大きく息をはいた。

「逃げている間は幸せにはなれないですよ」

『逃げるのは楽よ。だって自分は傷つかないものね。その代わり、絶対に幸せにもなれないから』

　先日、マサルくんに言われた言葉がよみがえる。

　自分が傷つきたくないためだけに、私は逃げているのだろうか？

　きちんと向き合うことが出来れば、幸せになれるのだろうか？

「自分が好きになった人が幸せを放棄するのを見ること程、辛いことはないですよ。どんな形であれ、関わった人には幸せでいてほしい。私はそう思っているんです。偽善かもしれないですけどね」

　社長はそう言って笑うと、カメラマンを呼びよせ、写真を撮ってほしいと声をかけた。

『あさかわ』の庭を背景に、社長と並んで立つ。

　カメラを向けられながら、社長がまるで冗談を言うかのように呟いた。

「万が一彼に振られた時は、私がいるから。いつでも声をかけてくださいね」

「え、っと……」

「まぁ、ないでしょうけどね」

　クスクス笑いながら社長は、「幸せでいてくださいね」と言った。




　社に戻ると、先に帰社していたサトコちゃんが駆けよってきた。

「麻生先輩～！」

　彼女と同じ現場に行っていた木村さんが、呆れた様子でサトコちゃんを制す。

「麻生、聞かなくていいから。それより、マサルくんに電話して。明日の撮影の時間をもう一度確認してほしいの」

「マサルくんにですか？　でも明日の時間って、確かサトコちゃんが伝えてくれるって約束したよね？」

　鞄から手帳と社用の携帯を取りだし、サトコちゃんと木村さんを交互に見つめる。

　サトコちゃんは私の視線を避けるように俯き、木村さんは、そんなサトコちゃんをうんざり眺めている。

「サトコ、高瀬の金魚のフンで忙しくて……本当、仕事しに来てんだか、男探しに来てんだか。学生気分がいつまでも抜けないんだから」

　木村さんはそのままサトコちゃんにお説教をし始めてしまった。

　何があったのかわからず気にはなったものの、ふたりからそっと離れ、マサルくんに電話をかけた。

『もしもし、麻生ちゃん？』

　一度目のコール音が鳴り終わる前にマサルくんは電話に出た。

　受話器を握って待っていたかのような素早い反応に、思わず笑ってしまった。

『何よ、もう。いきなり笑うなんて、麻生ちゃんったら性格悪いわよ』

「ごめんね。待ち構えてたみたいだなって、思わず」

『待ってたわよ。待ち構えてたわよ。本当ムカつくんだもの！　あの子ホントになんなのよぉ！』

　電話の向こうで、ぶんぶんと首を振るマサルくんの様子が見えるような気がした。

「あの子って、サトコちゃんのこと？　サトコちゃんがどうかしたの？」

『あー、その名前聞くのも嫌！　二度と一緒に仕事したくない！』

　本気で嫌がるマサルくんのヒステリックな声が頭の中で響いて、携帯を耳から離す。

「マサルくん落ち着いて。最初からきちんと説明してほしいの」

『人の恋愛にどうこう言う気はないわよ』

　前に誰かが言ったような言葉を投げやりに言ったかと思うと、マサルくんは息を大きく吸った。

『だけどね、仕事しに来てんだかどうだかわからなくなるのは良くないわよ。その場にいたスタッフやらモデルさんに迷惑かけただけなら、こっちだって文句のひとつでおさまったかもしれないけどさぁ。何を考えてたんだか、借りてきた洋服にコーヒーぶちまけちゃってさ！』

　機関銃のように話すマサルくんの言葉に、心臓が大きく跳ねる。

　洋服にコーヒーをぶちまけた？

　あまりのことに驚いて、携帯を落としてしまいそうになった。

　これから他の出版社やテレビ局に貸しだすかもしれない、アパレルメーカーにとっては大切な大切な宣伝材料を汚した？

　今も木村さんのお説教を受けるサトコちゃんに視線を移す。

　項うな垂だれてはいるけれど、なんとなく唇が尖っているようにも見えなくもない。

「それで、その服はどうしたの？」

『木村ちゃんがね、メーカーに電話して謝罪した上で、あの娘の買い取りになったわよ。幸い次に貸しだす予定もなかったみたいでね』

「そう、なんだ……とりあえず良かった」

　マサルくんの言葉にほっと胸をなで下ろす。

　だけど、次の言葉にまた心臓が激しく動きだした。

『良かないわよっ！』

「え？　何？　他にも何かしたの？」

『あの娘、コーヒーかけた後、ユキナリに駆けよって泣きだしたきり、なんにも自分で処理しないのよ。木村ちゃんが仕方なく電話して買い取り決めてくれたら、けろっと泣きやんで……』

　甘えた声を出して、高瀬に駆けよるサトコちゃんの姿が浮かんだ。

　そしてあの日の電話を思いだす。

『そうですよ。あ、でも。行成、今シャワー浴びてるから……』

　高瀬とサトコちゃんの関係は、恋人なの？

　それとも、マサルくんが言うように、サトコちゃんの狂言？

『ユキナリはユキナリで、なんだかおかしいのよ』

「おかしい？」

　早鐘のようにドキドキとうるさい心臓を抑えるように、胸の辺りをぎゅっと握りしめながら、どうにかマサルくんに問いかけた。

『ねぇ、麻生ちゃん。会社でユキナリに何かあったの？　絶対おかしかった。あんなユキナリ、今まで見たことないわ。ていうか、見たくないし』

　心配そうに話すマサルくんに返事が出来ない。

　高瀬の様子がおかしい。そのことに今まで気づけなかったから。

　最近は別々の現場も多くなって、一緒だったとしてもふたりきりでの移動はなかった。でも、今までまったく気づけずにいたなんて。

「マサルくん、高瀬のどこがおかしいって思ったの？　何を見てそんな風に感じたのか、知りたい」

　感情がそのまま言葉になってあふれてくる。どんな些さ細さいなことでもいいから、高瀬のことを知りたい。

『あの娘が泣きついて離れなくなった時、何も言わないの。ただ黙って彼女にされるがままよ』

「そんな……」

『木村ちゃんが解決した後も、あの娘を注意しなかったわ。麻生ちゃんがヘマした時には、何かしら言ったりしてたはずなのに』

　確かに高瀬は他の誰よりも早く「たるんでるな」みたいな言葉をかけて、失敗をたしなめる。その後現場の雰囲気が悪くならないよう、ブラックジョークでみんなを笑わせるはずなのに。

　私に厳しく言う以上に自分に厳しい彼が、今回のサトコちゃんのミスに何も言わないというのは、確かにおかしい。

『心当たりないの？』

「……ごめんね。わからない」

　首を振りながら返事をしていると、視界の端に高瀬の姿が写った。

　コンビニに行っていたのか、白いビニール袋を片手に、もう一方の手には缶コーヒーを持って、こっちへまっすぐに歩いてくる。

『麻生ちゃん、あれからユキナリとちゃんと話したの？』

「へ？　あ……っとね」

　ちらりと一瞬だけ私の方に目を向けたかと思うと、そのまま何も言わずに高瀬は目の前を通り過ぎていった。

「……た、かせ？」

　無表情で通り過ぎるなんて、今まで一度もなかったのに……。

　想像もしなかった彼の行動に、胸が苦しくなった。

「なん、で？」

　離れていく背中に呟いた言葉がむなしく響く。

『麻生ちゃん？』

「あそーう！」

　受話器の向こうから聞こえるマサルくんの心配そうな声と、部屋の奥から聞こえた編集長の声が重なる。

　ハッとして編集長に顔を向けると、彼女は受話器を持ち上げた格好で叫ぶ。

「二番に電話～！」

「はーい！　マサルくん、ごめん。会社の方に電話がきたの。明日の時間なんだけど、八時半に編集部ね」

　何か言いたげなマサルくんにもう一度謝ってから電話を切ると、自分のデスクに置かれている電話の受話器を取り上げ、指定された番号を押した。

「お待たせしました。麻生です」

『……麻生、菜穂さんでしょうか？』

　初めて聞く声に、身体が固くなった。

「はい。麻生菜穂は私ですが……」

『突然すみません。私、大沢 憧と申します』

　大沢……憧……？

　高瀬が学生時代にアシスタントをしていたというカメラマンの大沢 憧？

　思わず同じ部屋の中にいるであろう、高瀬の姿を探した。

　喫煙ブースの中で外を眺めながら、高瀬はタバコを吸っていた。その姿はいつも通り、普段と変わらないようにも見える。

　だけど、何かが違う。そんな風にも思えてしまう。

　もしかしたら、私が気にし過ぎているだけなのかもしれないけれど……。

「失礼ですが、カメラマンの大沢 憧さんですか？」

『はい。カメラマンの大沢です。突然お電話差し上げて、申し訳ありません』

「あの……高瀬にではなくて、私でよろしいのでしょうか？」

　一度、見かけた程度の私に電話なんてするだろうか？　まさか仕事の依頼？

　万が一仕事だったとしても、アシスタントとしてお世話になっていた高瀬にまず電話する方が自然だろう。

『はい。高瀬にではなく、麻生さん。あなたとお話したいことがあって、電話をしています』

「お話、ですか？」

『はい。行成のことで』

　大沢さんの言葉に心臓が大きな音を立てた。

「高瀬のことで、ですか？」

　思わず小声になって返事をしていた。キョロキョロと周りを見渡し確認する。

　サトコちゃんは、まだ木村さんのお説教が終わっていないらしく、部屋の入口近くで俯いている。

　私のデスクに近い人達は、誰も座ってはいなかった。

『電話ではなんですので、一度会ってお話させていただけないでしょうか？　とても大切な話なんです』

　大切な話……？

　それこそ、高瀬にまつわる大切な話を、どうして見ず知らずの私にするのだろう？

　疑問がむくむくとわき上がってくる。

「私でいいんでしょうか？」

『はい。麻生さんにお話があるんです』

「わかりました」

　今まで、なんの関わりもなかった人からの誘いなのに、迷うことはなかった。

　理由もまだよくわからないその誘いを、疑うことなく受けていた。










彼の真実




　大沢さんと約束した場所は、彼の事務所兼スタジオが入ったビルの一階にある、こぢんまりとしたカフェだった。

　ランチの時間も終わり、足早に仕事へ戻る人達と通り過ぎながら、その場所へと向かった。

　約束の時間の少し前にその場所につくと、窓際の席に座る大沢さんと目が合った。

　以前『あさかわ』で偶然会った時と同じ黒のベストをはおった彼は、私の姿を見つけ、立ち上がった。

　そんな彼にガラス越しに頭を下げると、急ぎ足で入口に向かう。

　すりガラスのはめ込まれた木製のドアを開けると、ドアベルが心地いい音を立てた。

　テーブル席が三席とカウンター席が三席。アメリカンカントリーの雑貨が素敵な店内は、明るい雰囲気だった。

「いらっしゃいませ」

　小柄なエプロン姿の女性が笑顔で私を迎えてくれる。

「すみません、こちらで待ち合わせを……」

「麻生さん、ですね？　大沢が我儘言ってすみません。妻の和かず美みです」

　深々と頭を下げた彼女に頭を下げ返していると、そばにやってきた大沢さんが呆れた様子で声をかけた。

「挨拶はいいから。麻生さん、今日はありがとうございます」

　彼は奥のテーブルを指差す。

「狭いですが、どうぞ」

「ありがとうございます」

　案内されるまま、奥に足を進める。

「素敵なお店ですね」

　椅子に腰かけながら、目の前に座る大沢さんに言葉をかける。

「和美の趣味なんです。自分の仕事が忙しくてあまり構ってやれなくて、彼女がやりたがっていた喫茶店を始めることを勧めたんです」

「そうなんですか。奥様を大切に思ってらっしゃるんですね」

　私の言葉に大沢さんは、カウンターの奥で作業をする和美さんを見つめるとゆっくりと首を振った。

「罪滅ぼしですから」

「罪滅ぼし……ですか？」

　大沢さんは寂しそうな笑顔でこちらを見ると、返事をすることなく隣の椅子に置いてあった紙製のファイルケースを取り上げ、中から写真を取りだした。

　そして、私の前にそっと置く。

「これはあなたですよね？」

　その言葉に、きょとんとして写真を見つめた。

　その写真には海辺に佇たたずむ女性が写っていた。小さくてよくわからないけれど、確かに私の横顔に見えないこともない。だとしたら、いつ、誰がこの写真を撮ったのだろう？

「引き伸ばしたものがこちらです」

　少しだけ粗くなった写真。ボヤけていた周りの景色も大きくなっていた。

　その景色に記憶がよみがえる。

　あれは、大学の二年生になって少し経った頃だった。

　突然の休講に一日ぽっかりと予定がなくなって、ひとり電車に揺られ、あてもない旅をした。行き着いた場所は海で、しばらく潮風に吹かれていたっけ……。

　引き伸ばされた方の写真を手に取り、佇む自分の顔をじっと見つめる。

　それは確かにあの日の私で、こんな写真をどうして大沢さんが持っているのか不思議だった。

「もう一枚」

　写真の上に新たな写真を重ね、大沢さんは私をまっすぐに見つめた。

　さっきの写真とは違う、背後から撮った同じ海辺での写真。

「これ……」

　それ以上、言葉が出なかった。

　その写真を見たのは一度だけだった。だけど、決して忘れられない一枚だった。

　それは高瀬が、フォトコンテストで賞をとった写真だったから――。

「どうしてこの写真を、大沢さんが持っているんですか……？」

　やっとの思いで発した言葉に、大沢さんは表情を少し柔らかくすると、私を見つめた。

「あのフォトコンテストの特別審査員をやっていたんです。この写真を見つけた時、すごくわくわくしました。粗っぽいですが、センスを感じて。そして行成の名前を見て納得しました」

「納得？」

「彼の父親はカメラマンでした」

「カメラマン、だったんですか？　……え？　でした？」

　過去形で話す大沢さんに首を傾げる。

「四年前になります。父親である高瀬淳あつ宏ひろが中東での取材中に、戦闘に巻き込まれ、脚に銃弾を受けました。幸い一命は取り留めたのですが、脚の損傷が激しく、カメラマンとしての活動が出来なくなったんです」

「そうなんですか……」

　それ以上、言葉が出てこない。

　ニュースで見たことのある、遠い現実をこんな風に身近で知らされるなんて、思いもしなかった。

「高瀬さん……あ、行成の父親は、私の写真の師匠でした。カメラマンとしてのすべてを教えてくれた人です。その息子がカメラマンを目指している。それを知って、いてもたってもいられなくなって、行成に連絡をとりました」

「それで、大沢さんのアシスタントになったんですね」

「半ば無理やりでした。最初、行成は嫌がったんですよ」

　苦笑いを浮かべながら、大沢さんは言葉を続ける。

「自分の父親の弟子だからですかね。だけど、私も諦められなかったんです。行成の才能を自分の手で伸ばしてやりたい。輝かせたい。そんな思いがありました」

「それだけ高瀬には才能があったんですね」

　呟くように言った私に、大沢さんは頷く。

「でも、道半ばで手放さなくてはならなくなったんです」

「高瀬のお父様の事故で、ですか？」

　高瀬が前に〝金〟だと言った理由が、やっとわかった気がした。

　高瀬は大沢さんのアシスタントを楽しい思い出として話していた。

　きっとカメラマンとしての未来を、自分なりの夢を見ていたのだろう。けれど、父親に起きた信じたくない現実に、夢を見ることを諦めるしかなくなったのだろう。

「お察しの通りです。行成には年の離れた弟がいます。高瀬さんが事件に巻き込まれた時、弟はまだ高校生でした。弟に好きなことをさせてやれないのは心苦しいからと、行成は私のアシスタントを辞めることをひとりで決めました」

　高瀬は自分の叶えたかった夢を、家族のために諦めたんだ。

　何も知らずに彼を誤解していた、あの頃の自分の浅はかさを恨んだ。

　いつも飄ひょう々ひょうとしていて、何を考えているのかわからないから、高瀬の苦労や努力を想像することすらしなかった。

「行成に『辞める』と言われて、私にも変な意地が出ました。高瀬さんにはたくさんお世話になっていたんです。恩返しというわけではありませんが、行成が苦労するのを黙って見ていることは出来ませんでした」

　テーブルに載せた写真を見つめながら、大沢さんは話を続ける。

「辞める条件に、カメラマンとしての仕事を紹介しました。そのための支援をすることを高瀬さんと約束して」

「高瀬は素直に受けたんですか？」

　ふと感じた疑問を口にする。

「全然。受け入れ拒否ですよ」

「やっぱり」

　そう思って苦笑いを浮かべると、大沢さんもおかしそうに笑った。

「そう、やっぱりです。だけどね、私にも意地がありますからね」

「意地？」

「誰かに頼れる時は頼った方がいいと、時間はかかりましたが説得し続けて、無理やりあなたの勤める会社の人事部長に会わせました」

　高瀬が転職してきた理由が判明して、驚きを隠せない。

　そこへ、コーヒーとケーキの載ったトレーを持って和美さんがニコニコとしてやってきた。

「麻生さんは、行成くんのことをよくわかっているのね」

「え、そんなことは……」

　無邪気な笑顔の和美さんにそう言われ、気恥ずかしくなって首を振った。

「そうかなぁ？　あ、コーヒー大丈夫だったかしら？」

「淹れてから言うか？」

　呆れ声の大沢さんに和美さんはちらりと視線を移す。

「だって、聞こうと思ったら憧くんが連れていっちゃったんだもの。本当、せっかちなんだから」

　目を細めて大沢さんを睨む和美さん。そんな彼女が可愛らしかった。

「コーヒーで大丈夫です。ありがとうございます」

「良かった。甘いものは苦手じゃない？　これ、手作りなのよ」

　テーブルにたっぷりのクリームとフルーツが添えてあるシフォンケーキが置かれた。

　コーヒーの香ばしい香りと、ケーキの甘い匂いに、緊張していた心がほぐれる。

「美味しそうですね」

「本当？　まだたくさんあるの。良かったらおかわりしてね」

　和美さんは、大沢さんの前にも同じようにコーヒーとケーキを置き、「ごゆっくり」と、笑顔で戻っていった。

「すみません、余計な気を遣わせましたね。遠慮せずにどうぞ」

「いえ。とんでもないです。いただきます」

　芳ほう醇じゅんな香りのコーヒーを口に運んだ。

「美味しいです」

　そう言って大沢さんを見ると、彼は今までとは打って変わった真剣な表情で、私を見つめていた。

「大沢さん……？」

「半年後」

「え？」

　明らかに先程までとは違う声音に、思わずカップをテーブルに戻す。

「半年後、私は中東へ行きます」

　突然の話に頭がついていけない。

　固まったままの私をよそに、大沢さんは話を続けた。

「たぶんこれが最後だと思います。ですから、行成を一緒に連れていきたいんです」

　高瀬と一緒に中東へ……？

　頭が真っ白になった。

「行成の弟は、無事に就職が決まり、あとは大学の卒業を待つばかりです。高瀬さんも、下半身は不自由ながらも、自宅で小さな写真館を始めました。それぞれ前に進み始めました。行成にも、もう一度夢を追いかけてほしい。そう思ったんです」

「夢……？」

　出版社の枠を超えたカメラマンになるということだろうか？

「行成もいつか世界中を写真におさめたい。そんな風に語っていました。綺麗な場所もそうではない場所も、嘘偽いつわりない姿を全部カメラにおさめたいと」

　まるで対象を切り取ったかのような写真を撮る高瀬だから、きっと、その場所に行かなければ知り得ることのない真実を写しとることが出来るだろう。

　だけど。だけど……。

　高瀬がいなくなる。

　今まで考えもしなかった現実を突きつけられ、声が出なくなった。

　嫌だ。

　嫌、嫌、嫌。

　頭の中をその言葉ばかりが巡る。

「麻生さん、行成を説得してほしいんです。行成にとっても、きっと最後のチャンスだから」

　説得？　私が、高瀬を説得？

　自分の気持ちをまだ伝えることも出来ないでいる私が、高瀬を中東に行くように説得するの？　わざわざ、彼が自分から離れていくように仕向けるの？

　そんなの、出来ないよ。

　出来ないよ……。

「どうして、私なんですか？」

　感情を押し殺し、しぼりだすように声を出した。

　そんな私に大沢さんは、眉を下げる。

「行成の撮ったあなたの写真を見れば、他の写真とは違うあなたへの思いが感じられますから。わかりますよ」

　彼はそう言うと立ち上がり、「お願いしましたよ」と、頭を下げて店を出ていった。

　テーブルに置かれたままの写真を見つめる。

　この写真が自分だなんてまだ信じられない。フォトコンテストに高瀬が私の写真を応募していたとは、夢にも思っていなかった。

　モデルを依頼したのは、私と遊びたかっただけだと思っていた。

　ずっとそんな風に誤解していた。

　でも、あの日撮った写真ではなかったけれど、高瀬が応募した写真は、ちゃんと私を写したものだった。変に意地を張って、高瀬を避けた自分が情けない。

　どうして確かめなかったんだろう？

　コンテストのことなんて、聞こうと思えばいつだって聞けたのに……。




「綺麗な写真よね」

　いつの間にやってきていたのか、和美さんがさっきまで大沢さんの座っていた椅子に腰かけて、私を見つめていた。

「私ね、全然写真のこととかわからないんだけど、憧くんの写真を見た時に、綺麗だなって思ったの。行成くんの写真も同じように綺麗だって思う」

　和美さんは、ちょっとだけ寂しそうに笑うと、テーブルの上の写真をそっとなでた。

「中東に行けばきっと今まで体験し得なかったことを……いいことも悪いことも、きっとたくさん経験することが出来て、その後の行成くんのカメラマンとしての人生にきっとすごく役に立つ。そう思うの。だけど、それは他人の私だから簡単に言えることなのよね」

　感情を抑えたように話す彼女から目が離せなくなった。

「本当はね、行ってほしくなんかないの。もしかしたら、死んで帰ってくることになるかもしれない。そんな危ない所になんて、行ってほしくない。日本でだって仕事はたくさんあるし、もし仕事がなくなったって、憧くんひとりくらい私がどうにか養ってあげるのに、って思ってるの」

　ずっと我慢してきたものをはきだすように、和美さんは喋り続けた。

「自分のことばっかり、私って本当に酷い奥さんよね」

　自虐的な笑顔に、胸が痛くなる。

「そんなこと、ないです。大切な人が危険だとわかっている場所に行くことを平気に思う人なんていないと思います。だから、酷いだなんて言わないでください」

「麻生さん、泣かないで」

　和美さんの指が頬に触れて、初めて自分が泣いていることに気がついた。

「憧くんの才能が本当に輝くのは、戦場の写真なの。本人も周りもそう思っているし、私もそう思う。だから、彼を止めることは出来ない。そう思っているの。だけど毎回やっぱり辛いのよね」

「和美さん……」

「この店ね。憧くんが、自分にもしものことがあったとしても、私がひとりで塞ぎ込まないようにって。友人知人が来て、毎日笑顔で過ごせるようにって……勝手よね」

　無理に笑顔を作ろうとする和美さんの瞳から涙があふれだす。

　大沢さんが『罪滅ぼしですから』と言ったわけがやっとわかった。愛している人が、ひとりで悲しまないように。笑顔でいられるようにという意味だったんだ。

　次々とあふれだす涙を止めようともせず、和美さんは無理やりに笑って言った。

「憧くんは帰ってくるわ。出ていった時と同じように、笑いながら帰ってくるわ。行成くんもちゃんと無事に帰ってくるから、大丈夫」

　和美さんの言葉に頷きながらも、流れる涙は止まらなかった。

　高瀬が望むなら背中を押してあげるべきなんだろう。

　だけど私はまだ何も高瀬に伝えてなくて――。

　だから、素直な気持ちで高瀬を送りだすことなんて出来ない。

　高瀬の夢。私の思い。高瀬の気持ち。私の――。

　何が一番の方法なんだろう？

　高瀬の夢を応援すること？

　それとも、やっと気がついた自分の気持ちに正直になること？

　どれが一番いい方法なのか。

　出ることのない答えを、いつまでも探し求めていた。










大切なもの




「あーそーうー」

　編集長の抑揚のない声が部屋の中に響く。

　デスクの脇で肩をすくめて小さくなる私に、編集長は大きなため息をついた。

「ちゃんとチェックしたの？」

　訂正の赤ペンでまっかに染まった原稿を見つめながら、頭を下げる。

「すみません」

「謝りゃいいってわけじゃないでしょうが」

　ため息交じりにそう言って、編集長は原稿を私に押し付ける。

「至急、書き直します」

「今日中ね」

　鋭い視線に、思わず後ずさる。

「はい」

「あと、こっちもよろしく」

　ＣＤ‐ＲＯＭと写真の見本が入ったクリアファイルを乱雑に押し付けながら、編集長はまた長いため息をついた。

「高瀬に渡しておいて。こっちも今日中で」

「高瀬にですか？」

　思わぬところで出てきた名前に心臓が音を立てた。

「写真、間違ってるのよね」

「え？」

　あり得ない間違いに、思わずクリアファイルを開いて中を確かめる。

　それは編集長が担当しているジュエリー企画の資料だった。

　写真もジュエリーの写真のはずなのに、まったく違う写真が挟まれている。

「なんで？」

　こんなミス、高瀬らしくない。

「私が聞きたいわよ。まったく……ここで見つけたからいいものの、気がつかなかったら大変だったわよ」

「そうですよね」

　思わずこぼれた呟きに、編集長の眉毛がピクリと動いた。

「『そうですよね』じゃないっつーの。あんた達ふたり、揃いも揃って仕事に集中出来ないんなら辞めちまえ。これ以上問題児を増やさないでちょうだい」

　怒り心頭の編集長に頭を下げて、そそくさと逃げだす。

　入口脇にあるホワイトボードで高瀬が暗室にいることを確認すると、エレベーターホールへと急いだ。




　ここに来るの、どのくらいぶりだろう？

　オレンジ色の光に照らされながら思った。

　部屋の前を通ることがあっても、あの日のことが思いだされて苦しくなるから、中に入ることは出来なかった。

　深呼吸をして、ひとつ目の扉の中に入った。暗幕をしっかり閉めたのを確認して、ふたつ目の扉をノックする。扉の向こう側から微かな音が聞こえて、こちらに近づいてくる足音が響く。

「はい？」

　扉のすぐ側で聞こえた声に、鼓動がはやるのを抑えながら声をかけた。

「麻生です……」

「ナホ？」

「編集長から預かりものしてきたの。開けて」

　ゆっくりと扉が開く。

　現れた、いつものパーカー姿の高瀬に、胸が苦しくなった。

「どうぞ」

　人ひとりが通れるスペースを開けながら、片手で扉を押さえる彼の脇を通り抜け、部屋の奥の作業台へと足を向けた。

　扉が閉まり、鍵がかけられる。

「なんの用だ」

　不思議そうな高瀬の声にゆっくりと振り返り、彼とまっすぐ向き合う。そして、編集長から預かったファイルを差しだした。

「写真、間違ってたよ」

　その言葉に、高瀬は驚いたように目を開きファイルから写真を取りだした。

「……しまった。写真反対に渡しちまった。木村の姉さんに連絡しないと」

　高瀬は机の上に無造作に置かれた携帯を取り上げる。

「珍しいよね。何かあったの？」

　その言葉に、携帯で電話をかけようとしていた高瀬は驚いたように顔を上げた。

「何よ？」

「お前が俺の心配なんて、珍しいなって思ってな」

　笑いながら言う高瀬に、ちょっとだけ苛立った。

「失礼ね。私だって心配くらいするわよ。どんだけ冷たい人間だと思ってるのよ？」

　思わずムキになって言い返すと、高瀬は意地悪い笑顔を見せた。

「ずいぶん、余裕だな？」

「なんでよ？」

「編集長に呆れ顔で怒鳴られてたのは、どこのどいつだっけ？」

　さっきまでの状況を思いだし、言葉につまる。

「人の心配する前に自分の心配しろよ」

「なんで知ってるのよ？」

「一回戻った時に見かけたんだよ」

　それ以上何も言えなくなった私を横目に、高瀬は木村さんに連絡し始める。そして、通話を終えた携帯を机の上に戻すと、現像の作業を再開させた。

　慣れた手つきで黙々と作業する高瀬の姿は、普段、あまり見ることがないから新鮮だ。脳内に、大沢さんの姿が浮かぶ。

「なんで、カメラマンになろうって思ったの？」

　唐突な問いかけに高瀬は振り向くと、何かを考えるかのように目線を上にあげてから、私をまっすぐに見つめた。

「親父がカメラマンだった。だから、自分も当然なるものだって小さい時からずっと思ってた」

「今の出版社のカメラマンで満足？」

「……ナホ？」

　不思議そうな表情で私を見つめる。

「もっと、世界中の色んな所を撮影したいとか、思ってみたりしないの？」

「……急にどうした？」

　次々に質問する私がおかしいと思ったのだろう。

　彼は私に一歩近づくと、怪け訝げんそうな顔で私の肩に手を置くと顔を覗き込んだ。

「……大沢さんに、会ったの」

「は？」

「三日前、大沢さんに会ったの」

　勢い任せに言った言葉に、高瀬の声音が変わる。

「大沢って……大沢 憧？」

　不思議そうに私を見つめていた視線は、険しいものになり、私の肩に置かれた手のひらは肩から滑り落ち、固く握られた。

「説得してほしいって……そう言われた」

「……何を？」

「高瀬がね、高瀬が、もし望むなら……」

「望むなら？」

　挑むような眼差し。

　その視線から逃げるように俯いた。

「……望むなら……」

　言葉が続かない。

　望むなら行ってほしい。その一言が出てこない。

　だって高瀬と離れることを、私は望んでいないから。

　まだきちんと自分の気持ち、彼に伝えていないのに――。

「わ、私……私、は……」

「なんだよ？」

　まっすぐに私を見つめたままの高瀬に視線を合わせ、大きく息をはいた。

　言わなくっちゃ。言うなら、今しかない。

「私ね――」

「高瀬さーん」

　意を決した私の声に重なるように、甲高い甘えた声と扉をノックする音が響いた。

「……チッ」

　高瀬は小さく舌打ちをすると、扉の方に向かう。

「高瀬さん。木村さんから預かってきました～」

　扉が開かれると同時に、ニコニコと笑顔を見せるサトコちゃんが、中に飛び込んできた。

「……そこ置いといて」

　冷たくそう言って、高瀬は作業台へと戻る。

「高瀬さん、冷たい～」

　そんな高瀬に怯ひるむことなく、文句を言いながら頬を膨らませたサトコちゃんが、私の隣に来ると、にこりと笑った。

「先輩も、高瀬さんに何か用があったんですか？」

「あ、うん。高瀬、今日中にって編集長言ってたから」

「あぁ」

　私を見ることもなく返事をした高瀬に「よろしくね」とだけ声をかけてその場を後にした。

　暗室のふたつの扉を抜けた途端、しゃがみ込んでしまった。

『行成さんは私のもの』

　暗室を出ようとした時に、耳元で囁かれたサトコちゃんの言葉。

　もう、遅いの？　高瀬に気持ちを伝えることは出来ないの？

　いい大人なのに、恋のひとつも自分で決着をつけられないなんて、情けなさ過ぎる。

　重い身体を引きずるように立ち上がり、エレベーターホールへと向かった。

　気持ちを切り替えて、仕事をしなきゃいけない。

　さっきの原稿を訂正しなきゃ……。

　早速、手にした原稿を確認しようとして固まった。

「……高瀬のと一緒に置いてきちゃった」

　暗室を振り返り、がっくりと肩を落とす。

　逃げだすように出てきた暗室に、すぐに戻るなんて、気まず過ぎる。

　でも、行かないと自分の仕事が出来ない。

　勇気を奮ふるい立たせ、暗室の方に歩きだす。

　ひとつ目の扉をゆっくり開けて、オレンジ色の光を浴びる。

　ふたつ目の扉の前の暗幕に手をかけると、微かに高瀬の声が聞こえた。

「……じゃないだろ？」

　感情のない声。

「そんなことないですよ？」

　サトコちゃんの声も普段とは違う。

　扉越しに感じる妙な雰囲気に、扉をノックするのをためらった。

「お前の麻生への妙な敵対心に、いちいち俺を巻き込むなよ」

「何言ってるんですかぁ？　もう、サトコ、高瀬さんのことこんなに好きなのに」

　サトコちゃんの口から簡単にはきだされた、〝好き〟というたった二文字の言葉。

　背中に冷たい汗が流れ落ちた。

　なんだかんだで恋愛に慣れているサトコちゃんは、彼女の同期の女の子達と、しょっちゅう合コンにでかけているらしい。そんな噂をよく耳にする。

　それに比べて私は、恋愛下手だ。

　学生の頃も、社会人になってからも、恋愛を楽しむことが出来なかった。

　今思えば、高瀬に心ごと全部持っていかれてしまったことに気づかない振りをしていたから、他の人に真剣になれなかっただけなんだろうけど……。

「お前の〝好き〟には、気持ちが感じられないんだよな」

「そんなことないですよ？　好きですよ。ちゃんと」

「麻生への嫌がらせに、俺を利用するな」

　え？　今、なんて言った……？

　嫌がらせってどういう意味だろうか？

　私、サトコちゃんに嫌がらせをされる程の何かをしたのだろうか？

「利用なんて、そんなぁ。高瀬さんにこんな風に近づいても、先輩はなんとも思わないでしょ？　あの容姿に騙される馬鹿な男、たくさんいるんじゃないですかぁ？」

　サトコちゃんはおかしそうに、クスクスと笑いだした。

「見た目……ねぇ」

「そうですよぉ。先輩、無駄に見た目だけは美人なんだもん。中身はカラカラに干からびてるくせに」

　私がここで、こんな風に聞いているなんて思ってもいないんだろう。

　サトコちゃんの悪口は止まらない。

「ちょっと小綺麗な格好して、合コンなんか行けば、モテまくりなんじゃないですか？普段、真面目な顔してるけど実はヤリまくってたりして。うふふっ、高瀬さんの知らない所で浮気しまくってたんじゃないですかぁ？　高瀬さん、かわいそう～。サトコ、慰めてあげますぅ」

　はきだされる毒だらけの言葉に、心臓がバクバクと音を立てる。

　私、そんな風に思われていたの？　高瀬を慰めるって一体どういうこと？　そんなのしなくていいから！

「……お前が誰かを慰められるとは思えねぇな」

　サトコちゃんに対しての言葉なのに、あまりにも冷たい高瀬の声音に身体が震えた。

「心外だなぁ。ちゃんと慰めてあげますよ、身体で。ここのオレンジ色の照明って、なんだかエッチな感じですよね」

　クスクス笑いながら高瀬にすりよるサトコちゃんが、脳裏に浮かぶ。

　高瀬の首に腕を回して……。

　耳元に唇を寄せて……。

　そんな光景が思い描かれて、思わず扉を叩いていた。

「高瀬、開けて！　早く！」

　悲鳴みたいな声を出しながら、扉を何度も叩いた。

「な、ナホ？」

　慌てたように扉を開けた高瀬に、焦った声をあげた。

「げ、原稿……忘れたの」

「原稿？」

　繰り返した高瀬に頷くと、作業台を指差した。

「高瀬にって、預かった資料と一緒になってると思う」

「一緒に確認しろ」

　作業台へ向き直った彼は、私の腕を掴み部屋の奥へと進む。

「麻生先輩。原稿忘れるなんて、編集者として失格じゃないですか～？」

　意地悪な笑みを浮かべたサトコちゃんがクスクス笑いながら言う。

　言い返してやりたいけれど、指摘されたのは本当のことで何も言い返すことが出来ない。悔しさに俯く私の頭上から、感情のこもらない声が響いてきた。

「こんな所で、無駄口叩いてるお前にそんなこと言えるとはね」

　ハッとして、前に立つ高瀬を見つめると、彼はゆっくりと口を開いた。

「あ、そうか、この間の件で雑用係になったんだっけな。新人は立派に原稿書いてるのになあ」

　言いながら、高瀬が冷たい視線をサトコちゃんに向ける。

　サトコちゃんの顔がみるみるうちにまっかに染まる。

「お邪魔しましたっ！」

　金切り声で叫び、彼女は扉を乱暴に閉めながら部屋を出ていった。

　高瀬は、明らかにほっとした表情になる。

「やっと、静かになった」

　そう呟きながら作業台へと足を向け、先程のファイルの中を丁寧に取りだす。

「これか？」

　まっかに訂正された原稿を私に差しだした。

「あ、うん。ありがとう」

　原稿を受け取り、もう一度確認する。それは間違いなく、さっき編集長からダメだしされた原稿で、ほっと息をついた。

「そんなんじゃ、また同じ結果になるぞ？」

　写真の入っているファイルで私の頭を軽く叩きながら、高瀬はクスクスと笑った。

「……以後、気をつけます」

　高瀬もね。と聞こえないようにそう返事をすると、彼は私の顔を覗き込んだ。

「今夜七時までに終わらせろよ。それ」

「へ？」

　急に時間を指定されて、なんのことかわからず、高瀬の顔を見つめた。

「メシ。食いに行くぞ。明日は土曜で休みだしな」

「え？」

「さっさと直せよ」

　胸に抱いている原稿を指差しながら、高瀬はそう言って背中を押す。

「遅刻したら、奢りな」

　その言葉に、思わず腕時計を確認した。

「話があるんじゃないのか？」

　真面目な顔で高瀬はそれだけ言って、暗室の扉を開けた。

「ちゃんと話せよ」

　言葉と共に押しだされる身体。

　慌てて振り向いた時には、もう扉は閉まっていた。

「高、瀬……」

　呟いた声が高瀬に届くことはなかった。










彼と私の真実




　現金だとは思いながらも早々に仕事を終わらせた。

　ここしばらく、高瀬とふたりで行動することはなくて、ましてや食事なんて本当に久しぶりだった。

　素直に嬉しいと思う。

　けれど、大沢さんからの伝言を高瀬に伝えなくてはいけない。その事実を思いだす度、嬉しいだけの気持ちに暗い影が落ちる。

　そんな風に、感情のコントロールを上手く制御出来ないまま、高瀬との約束の場所に向かうために帰り支度を始めた。

「帰るんですかぁ？」

　隣のデスクで携帯をいじっていたサトコちゃんが顔を上げる。

　その姿に、イライラが募ってきた。

「お先に」

「もしかして、合コンとかですか？」

　悪意を含んだ笑みを浮かべる。

「美人な先輩は合コンでモテまくりで大変そうですよね？　お持ち帰りされる率とか高そう」

　クスクスと人を小馬鹿にしたように笑うサトコちゃんに、自分でも驚くような返事をしていた。

「サトコちゃんに比べれば、確かにモテるかもしれないけど、ね」

「へっ!?」

　言い返されるなんて思いもよらなかったのだろう、サトコちゃんの表情が明らかに変わる。

「誘われても断るわよ。こんなカラカラのアラサーにせっかく好意を持ってくれたのに、申し訳ないなぁって思うんだけどね。その場限りの行きずりの感情で、なんて出来ないし」

「またまた、本当は気に入った人とそのまま～、とかじゃないんですか？」

「私、好きでもない人とはそういうこと出来ないの。サトコちゃんとは違って」

　口をポカンと開けて、私をじっと見つめるサトコちゃんに向け、笑みを浮かべる。

「満足させられるとか、身体で慰めてあげるなんて、簡単に言えるサトコちゃんとは違うから。じゃ、お疲れ様」

　口をパクパクとさせながら、言葉をなくした彼女の後ろを通り過ぎ、部屋の出入口にまっすぐに向かう。

　途中で木村さんが笑いを噛み殺しながら、私の肩をバンバンと叩いてきた。

「お疲れ、麻生。また来週！」

　ちょっと言い過ぎたかな？なんて思ったけど。

　彼女に何を言われても痛くも痒かゆくもない。でも、言われっぱなしでいるのはもうやめようと思った。なんでサトコちゃんに、そこまで言われなきゃいけないのかわからないけど、いい気分ではない。とりあえず、釘は刺せたと思う。

「オモシロイことしてんじゃん」

　廊下に出た途端、かけられた言葉にビックリして、後ずさる。

「高瀬！」

「よく言えたな」

　私の頭をなでながら、高瀬は入れ違うように部屋の中に入ると、振り返って意地悪い笑顔を見せた。

「お嬢ちゃん、まっかになってるぞ。お前はスッキリした顔してるけどな」

「そうかな？」

　答える私の頭をもう一度なでると、「待ってろよ」と言って、高瀬は背を向けた。

　待ってろって……。

　入口の端から、部屋の中を覗き込む。

　高瀬の言った通り、まっかな顔でパソコンを睨むサトコちゃんが見える。

　その奥で、肩を震わせる木村さんと、編集長にファイルを渡しながら話している高瀬の姿が見えた。

　写真、ちゃんと渡したんだ……。

　にっこりと笑う編集長を見てほっと息をつくと、扉から少し離れた場所で壁に寄りかかった。

　もし、高瀬が大沢さんと一緒に中東に行ったら、こんな風に帰りに一緒にご飯を食べに行くことも出来なくなる。

　それより何より、こうして会社で会うことも出来なくなってしまう。

　今まで当たり前と思っていたことが、当たり前じゃなくなる。

　そんな事実に思わずため息が漏れた。

　高瀬のことを大事に思うなら、中東に行かせるの？

　それとも――。

「何、ため息なんかついてんだよ」

　いつの間に来ていたのか、高瀬が呆れたように私のおでこを指で弾く。

「いったぃなぁ、もう！」

「ほら、行くぞ」

　おでこをさすっていた私の手を掴み、高瀬はエレベーターホールに向かった。

「何食うか決めた？」

　エレベーターに乗り込み、一階のボタンを押した高瀬は、そう言いながら私の顔を覗き込んだ。

　繋がれたままの手。まるで心臓がそこにあるかのように、手のひらが震える。

「顔、赤いぞ？」

　クスッと笑いながら、高瀬は私の頬をひとなでした。

「あ、暑いからじゃない？　空調ききすぎなんだよ、ここ」

「そうか？　耳まで赤いけど？」

　耳のふちをなでながら、高瀬は顔を耳元に寄せた。

「首も赤い」

　高瀬はクスクスとおかしそうに肩を震わせ、指をゆっくりと下にさげていった。

　絶対わざとだ。高瀬はわざとやってる。

「すごいまっか。ナホ、どうかしたのか？」

　耳に息を吹き込むように囁いてくる高瀬の行為に、身体が震えた。

「な、なんでもないっ！」

　身体をぎゅっと固くして、振り絞るように声を出した。

　私の髪の毛を耳にかけながら、高瀬は話を続ける。

「聞き耳立てるのが、趣味なのか？」

　まるで指摘するような言い方に動揺を隠せない。

「な、なんで？」

「お嬢ちゃんに言ってたろ。身体で慰めてあげるって。あれ、暗室で俺が言われてたセリフだろ？　あとなんだっけ？」

「……中身はカラカラに干からびてる」

　私の答えに、高瀬はまた笑った。

「満足はさせられねぇもんな。ナホちゃん」

　そう言って、首筋に口づけるとゆっくりと離れていった。

　触れられた場所が熱い。心臓がぎゅうっと締め付けられたように苦しい。

「からかうのやめて……」

　俯く私に、高瀬は繋いでいた手のひらを強く握り直す。

「からかうって、誰が？」

　握りしめた手のひらを口元に寄せ、リップ音をわざと立てながら、キスをした。

　その行為に、心臓が跳ね上がる。

「意地悪」

　なんだか悔しくなって、高瀬を睨みながら言うと、彼は少しだけ目を丸くして、「心外だな。こんなに優しい男、他にいるかよ」と言って笑った。

「意地悪だよ。高瀬は、ちゃんと教えてくれないじゃない。自分のこととかさ」

　ぶつぶつと文句を言う私に高瀬は呆れた視線を向けた。

「人のこと言えないだろ、ナホは」




「何が食いたい？」

　手を繋がれたまま、駅前の商業施設の中を歩く。

「な、なんでもいい……」

　全神経が手に集中してしまったようだ。ドクドクと音を立てている。振り払おうと思えば振り払えるのに、それが出来ない。

　高瀬は私の答えに少し考え込んだかと思うと、まっすぐに私を見つめた。

「途中でなんか買って、帰るか？」

「帰る？」

「俺の部屋に。どう？」

　思いがけない提案に、彼の顔をじっと見つめた。

　部屋での経験が思いだされ、ほんの少し不安がよぎる。

　だけど、店に行くと他に邪魔が入って、自分の気持ちを伝えられないかもしれない。

　だったら、高瀬の部屋が一番いいのかもしれない。

「い、いいよ」

「じゃ、決まりな」

　満足げな顔を見せた高瀬は、出口へと向かって歩きだした。




　途中で買ったお惣菜とお酒が並ぶテーブルに、向かい合って座る。

　高瀬の部屋にお邪魔するのは三度目になる。

　私の住む、六畳一間のワンルームのアパートに比べると広くて立派なマンションだ。だけど、性格なのか、必要最低限のものしか置かれていない。

　缶ビールで乾杯をして、他愛ない話で笑い合う。

　でも、心臓の音が聞こえているんじゃないかって思える程、激しく動いているのがわかる。缶ビールを持つ手も、水滴なのか自分の汗なのかわからないくらいに湿っていた。

「ナホ」

　高瀬に名前を呼ばれて、ビクリと身体が震えた。

「な、何？」

　別に悪いことをしているわけでもないのに、上ずった声が出た。

「飲んでんの？」

　空になった缶を潰しながら、高瀬は私の手に握りしめられたままの缶ビールを指差す。

「大丈夫。飲んでるよ」

　握りしめたままだった缶ビールに口をつける。そして、小さく息をはくと、缶をそっとテーブルに置き、ゆっくりと顔を上げた。

「高瀬」

「ナホ」

　同時にお互いの名前を呼んでしまい、顔を見合わせて思わず吹きだした。

「ナホからどうぞ？」

　肩を揺らしながら言うと、高瀬は新しい缶ビールのプルタブを開けた。

「あの、ね」

　話そう。そう思って声をかけたのに、上手く言葉が出てこない。

　ちゃんと言わなくちゃいけないのに。伝えなきゃダメなのに。

「この間……夜、高瀬に電話したのね。そしたらサトコちゃんが出たんだけど……」

　意を決して口を開いたのに、出てきたのは違う言葉だった。

　違う！　言いたいのはこんなことじゃないのに！

　思わず手で口を覆った。

「はぁ？」

　想像もしていない質問だったのか、口をポカンと開けて高瀬は固まる。

「あ、えっと……サトコちゃんが高瀬の携帯に出たの。『行成、今シャワー浴びてる』って言ってた」

　本当に話さなきゃいけないことはこの話ではないとわかっていたけど、あふれでる言葉は止まることを知らなかった。

「はぁ？　なんだそれ……」

　高瀬の呆れたような声に、肩をすくめた。

「ひと月くらい前のことなんだけど……」

　高瀬は少し考え込む様子で、ビールを流し込んだ。

「アウトレットの撮影の時か？」

「確か、そう」

「あの日は、別の人の分まで仕事をしなくちゃならなくなって、残業したんだ。終電がなくなったから、そのまま会社に泊まることになって。終電なくなるギリギリまでお嬢ちゃんも木村の姉さんに睨まれながら仕事してた」

　顎をさすりながら、高瀬は目を閉じた。

「泊まるって決めて、夜食を買いだしに行った。その時、確か携帯は置いてでかけたはず……」

「そうなの？」

「戻ってきた時には、姉さんはすでに帰った後で……。お嬢ちゃんも、俺の顔見たらそそくさと帰っていったと思う。でも、着信の履歴なんてなかったぞ？」

　マサルくんの言っていたように、彼女の嘘だったんだ。

「学生の時、色んな人とすぐに関係持ってたっていう噂はホント？」

　私の質問に、高瀬はあからさまに嫌な顔をする。

「半分は本当。好みのタイプだったら、軽い気持ちで付き合った。半分はたぶんやっかみ。言いよられるのが多かったのは事実だから」

　そうなんだ。高瀬の口から聞いた真実にちょっとだけ安心する。

　ほっと胸をなで下ろす私に、高瀬は真剣な眼差しを向ける。

「そんなことを聞きに来たんじゃないだろ？」

　心臓がすごい速さで動きだした。息を整え、背筋を伸ばす。

「大沢さんに会ってきたの」

　テーブルの下で両手をぎゅっと握りしめる。

「高瀬が撮った写真。見せてもらったよ」

「写真？」

「フォトコンテストで佳作になった写真よ。あれって、写ってるのは私だったんだね。いつ撮ったの？　気がつかなかった」

　私の言葉が聞こえていないかのように、高瀬はテーブルの端に置きっぱなしになっていたタバコをくわえた。

　タバコに火をつける姿を見ながら、ひとりごとを呟くように話しだした。

「大沢さんがね、高瀬を中東に連れてきたいから一緒に行くように説得してほしいって、頼まれちゃった。だけど、なんで私になんだろうね」

　ゆっくりはきだされる紫煙。高瀬の視線は窓の向こう側だ。

　だけど、話し続ける。今しか話せない。そう思ったから。

「私に説得なんて出来ないのに。私、行かないでって、言っちゃうもん」

　声が震えているのが自分でもわかる。感情が昂たかぶって、涙がこぼれそうになった。

　高瀬は吸っていたタバコを灰皿に押し付けると、私に視線を向けた。

「行かないでって、言っちゃう。説得しなきゃいけないのに……行かないでって、言っちゃう。ダメなのに。高瀬のことを応援したいのに……」

　ポツリポツリ囁くように話す私に、高瀬は大きく息をついた。

「しなきゃ、いいだろ」

　呆れる声に肩を小さくする。

「大沢さんに言われたら、お前はなんでもするのかよ？」

　怒ったような声音に、ビクッと身体が震える。

「だって、夢だって……世界中を写真におさめるのが、高瀬の夢だって……だから、だから」

　高瀬は無言のまま腰を上げ、子供みたいに同じ言葉を繰り返す私の脇に立った。そして、腕を掴むと椅子から立ち上がらせ、ベランダに続く窓の前に置いてあったソファーへと私を連れていく。

「た、高瀬？」

　よろけるようにソファーの上に座り込んだ私の上に、高瀬が跨がる。

　見たこともないくらい、真剣な表情で私を見つめる。

「なんで、行かないでって言うんだ？」

「なんで、って……」

　肩に置かれた高瀬の手に力が入るのが伝わる。

「どうして、行ってほしくないんだよ？」

　どうしてって……そんなの、理由はひとつしかない。

「す、好きだから……だよ」

　やっと言えた言葉だった。自分に素直になれたって、やっと思えた瞬間だった。

　なのに、高瀬はまだ不満げな顔で私を見下ろしていた。

「誰が、誰を？」

　絶対にわかっているくせに。意地悪く言う高瀬から、視線をはずした。

「私が、高瀬を……だよ」

「へぇ、知らなかったな」

　クスクス笑いながら、高瀬は私のおでこに唇を押し当てた。

　柔らかな感触と、ほんのりとした温かさに胸の奥が苦しくなる。けれど、それは悲しいとか、苦しいとかの感情を伴うものではなくて、胸の奥の苦しみは、やがてじんわりと全身に広がり、幸せな気持ちに変わった。

「ナホは俺が好きだったんだ」

　わざとらしく高瀬は確認をしてから、私の身体から降りるとソファーに深く座った。

「俺が好きだから、大沢さんに言われた通り説得するんだ？　中東に行けって」

　のそのそと起き上がり隣に座り直すと、高瀬の顔を覗き込んだ。

「だ、だって……」

「ん？」

　高瀬は、私の言葉を待ってくれるような、穏やかな眼差しを向けた。

「夢なんでしょ？　世界中の写真を撮ることが」

　これは、高瀬の幼い頃からの夢に手が届くチャンスなんだ。

　チャンスの神様っていうのは、そんなに度たび々たび訪れるものじゃない。自分を信じて、夢を掴もうと努力した人の元に一瞬だけ現れるんだと思う。だからこそ、高瀬にはチャンスの神様の前髪をしっかり掴んでほしい。

「〝夢だった〟だな」

「だった？」

　高瀬の口から出た過去形の言葉に、思わず彼の腕を掴んでいた。

「親父がカメラマンだったから、俺もカメラマンになろうって思ったって、さっき暗室で話したの覚えてる？」

　その言葉に頷く。

「大沢さんからも色々聞いたんだろうけど。親父は戦場カメラマンだったから、戦地を飛び回っていたんだよ。親父のそんな姿を見て育ったから、世界中を飛び回るカメラマンになりたい。俺もそう思うようになったんだ」

　腕を掴む私の手を反対側の手で優しく包み込みながら、高瀬は穏やかな口調で話し続ける。

「戦地を訪れていた親父が、紛争に巻き込まれてけがをした時、俺は家族を守るために会社員として働くことに決めた。ここで働く前に、別の所で営業マンなんかやってたんだけど、どうも性に合わないっていうか、なじめなくて。何度か転職も繰り返した」

「そうなんだ」

「その後、大沢さんの後ろ楯もあって申し訳ないくらいいい条件で、今の所にカメラマンとして就職させてもらえた。それだけでも感謝しているのに、色々な写真を撮るうちに、戦場だけにこだわる必要はないだろうって思うようになった」

「うん」

「もちろん今でも、戦場の凄まじさや、そこに生きる人々の姿を撮りたい。そんな思いもあるけどな」

　まっすぐ前を見つめて話す高瀬に声をかけられなかった。今まで葛藤してきたであろう思いや、諦めたもの、乗り越えた試練を考えたら何も口にすることが出来なくなった。

「ファッション誌の写真を撮るのも楽しいぞ。綺麗にメイクされて、色とりどりの洋服を着て、ガンガンに照明をあてられたモデルさんをさ、雑誌を読む人達が素敵だなって思えるように俺が撮る。責任重大だろ？」

　なんだか満足げな笑みを浮かべ、高瀬は私を見つめる。その笑顔に背筋がピンッと伸びた。

　漠然と編集者への夢を見始めた、中学時代のことを思いだす。

　綺麗な洋服を着て笑うモデルの女の子達にも、もちろん憧れたけれど、そんな風に憧れられるような雑誌を作りたいと思った。

　実際、出版社に就職し編集部に配属が決まった時の、あの感動は未だに忘れられない。

　働くようになって、目に見えない苦労にへこたれそうになったこともあるけれど、この仕事を辞めることが出来ないのは、それだけこの仕事に魅力があって、何より自分が好きだからなんだと、高瀬の話を聞いて改めて思った。

「ファッション誌のカメラマンを馬鹿にしていたわけじゃない。だけど、確かに昔はファッション誌なんて、ってどこかで思っていた部分もあった。だからこの仕事をやらせてもらえて良かったと思ってるよ」

「……うん。私も一緒に仕事出来て良かったって思う」

「ん？　なんで？」

　首を傾げ、聞き返す高瀬に微笑んだ。

「じゃないと、一生誤解したままだったと思うから」

「誤解？」

　ずっと、胸の奥にくすぶらせていた思い。

　あの日の出来事は一体何だったのだろう？という長年の疑問を今やっと解明出来ると思った。

「私ね、高瀬がフォトコンテストで佳作に選ばれたの知ってたの。選ばれた写真も。モデルを依頼されたんだから、やっぱり気になるでしょ。たまたま見せてもらった雑誌で結果を聞いて、写真見たの……」

「そうしたら写真が違ったと……？」

「うん……」

　あの時の写真は本当に存在するのかな？なんて疑問もわいてきている。

「モデルしろって、半ば脅して写真を撮ったくせに、実際にコンテストに送った写真が違って、信用出来なくなった？」

　苦笑いを浮かべる高瀬に、黙って頷いた。

「あの日の写真は、出せなかった」

　彼はソファーから立ち上がり、私の手を引くと、リビングから続く隣の寝室へと足を進めた。

　棚から高瀬がプライベートでいつも使うカメラの奥に置かれた箱を取りだすと、床の上に中身を並べ始めた。いつだって鮮明に思いだせる、あの日の出来事。学生時代の私が、きちんとそこに写っていた。

「最初は良かったんだ」

　高瀬に指示されるまま、挑むような視線を様々な方向に向ける私の姿。

　でも、ベッドに横たわる私の表情は、見たことのない艶っぽい女の顔だった……。

「こんな顔、他の奴に見せてもいいの？」

　その問いかけに、思いきり首を横に振る。

「ダ、ダメ」

「だろ？　これは俺だけが見ればいいんだ。そう思って、あの写真を出したんだ」

　高瀬は大切そうに、写真を箱の中に戻すと、棚にしまった。

「純粋にお前を写したかった。ずっと海で見たお前を忘れられなかったから……。だから、同じ大学にお前がいるってわかって、絶対にお前を写したいって思った」

　普段、見せることのない高瀬の必死な様子に言葉を失う。

「半分脅したような感じだったから、なんて思われても仕方ないって思う。だけど、お前を撮りたかったのは本当だ。信じてくれ」

　握られた手に痛いくらいに力がこもった。

「撮影を進めていくうちに、どんどん表情を変えていくお前に惹かれていくのがわかった」

「え？」

「お前がどうしても欲しくなって……熱に浮かされたナホを抱いたんだ。ナホが好きだ……ずっと言いたかった。だけど、言えなかった。モデルになってくれなんて近づいた挙句、強引に自分のものにする。なんて、あの頃の俺のろくでもない噂そのまま過ぎて、ナホに本気にしてもらえないだろうって自信がなかった」

　彼はそう言って、腕を伸ばすと私の身体をそっと抱きしめた。

「ナホが好きだ。ずっと、好きだった」

　耳元で、何度も何度も繰り返される言葉。初めて聞く、甘い囁きに身体が崩れ落ちそうになった。

「ずっと、気まぐれに遊ばれてるんだって思ってた。だから、好きになったらダメだって、自分に言い聞かせてた」

「ごめん」

「だけど、好きになってた。初めて会ったあの日、高瀬に全部持っていかれたの。だから……」

「だから？」

　にっこりと微笑み、ねだった。

「私を満たして？　高瀬に持っていかれたもの全部を満たして？」

　高瀬の首に腕を回し、そのまま唇を重ねた。

　重ねるだけのキス。何度目かのキスで高瀬はクスッと笑う。

「下手くそ。そんなんじゃ、欲情しねぇぞ」

　身体に回された腕に力がこもって、重なるだけだったキスは、息が苦しいくらいのそれに変わった。

　息継ぎの合間に囁く、〝好き〟の言葉。

　その言葉に応えるように、高瀬のキスは激しさを増していった。










素直な気持ち




　互いの吐息だけが響く部屋で、何も身につけていない私の身体を、高瀬の手が滑る。

　壊れものを扱うようにそっと触れる手に、自分でも聞いたことのないような声が漏れた。

「やぁ…んぁぁっ」

　身体中にキスをしては、高瀬は私の顔を覗き込む。それに応えるように、腕を伸ばしキスをせがんだ。

「ナホ、気持ちいい？」

　左手で胸をゆっくり揉みほぐしながら、耳元で囁かれる。

　おまけとばかりに、耳たぶを甘噛みされて思わず身体が震えた。

「気持ちいいの？」

　余裕の声に首を振ると、高瀬はクスリと笑って胸の先端を舐め上げた。

　ざらりとした感触に声が漏れる。

　高瀬は胸に顔をうずめたまま話す。

「ナホは酔ってる時は素直なのにな」

　胸に当たる高瀬の息がくすぐったくて身体をよじると、身動き出来なくなる程きつく抱きしめられた。

「い、痛いよ。高瀬」

「行成、だろ？　呼べよ」

　偉そうな口調に、少しイラッとしつつ、名前を呼ぶ。

「ゆ、行成……」

　けれど、高瀬の次の言葉に、その気持ちは一瞬にして消え去ってしまう。

「酔っぱらいのナホは、〝行成〟ってもっと甘えた声で呼ぶぞ」

「へ？」

　酔っぱらいの自分に言ってやりたい。馬鹿！って……。

「……ホントに？」

　疑う私に高瀬は眉をひそめると、無言のまま右手を足の付け根に滑り込ませた。

「やぁっ、待って、待って高瀬！」

　身体中にやってくる刺激に耐えながら起き上がる。

「だから行成だろ」

　高瀬……行成は、少しだけイラついたような顔をして、私の肩を押し戻そうとした。

「待って……聞きたいことがあるんだってば！」

「聞きたいこと？」

　はぁはぁと肩で息をしながら頷くと、行成はベッドの下に落ちていた毛布を拾い上げ、私の肩にかけた。

「あ、ありがとう……」

「で？　聞きたいことって？」

「あ、あの……私、酔っぱらって行成を呼びだしたって、ホント？」

　この間マサルくんが話していたことをずっと確認しようって思っていたのに、なかなかふたりきりになる時間がなくって聞けなかった。

「……はぁ、萎なえた」

　大きなため息をついて彼はベッドに横たわると、そう言って、目を閉じてしまった。

「ごめんね。だけど、知りたいの……行成、教えて？　私、本当に呼びだしたの？」

「酔ったお前が電話をしてきたのは、ホント」

　信じてなかったわけじゃないけど、マサルくんの言っていたことは本当だったんだ。

「自分は汚い。汚れちゃった自分が嫌だ。そう言って、俺に会いたいって駄々こねた」

「夢だと思ってた。……全部夢だと思ってた。誰かが優しく抱きしめてくれて、色んな所にキスしてくれた。全部、自分に都合のいい夢だと思ってた」

　ちゃんと覚えていなかった自分が情けなくなって、崩れ落ちるように、行成に覆いかぶさった。

　覚えていなかったということは、もしかすると、もしかして……。

「あ、あのさ……」

　顔を胸に押し付けたままで、問いかける。

　私の髪の毛を梳いていた彼は、その動きをやめることなく、「ん？」と、短い返事をくれた。

「もしかしてなんだけど……」

　聞くのが怖い。

「うん」

「私が、ねだったの？」

「……さぁ？」

　とぼけた返事に、身体がかぁっと燃えるように熱くなった。

　私、私……酔っぱらうと何をしでかすんだ？

　自分のことなのに、自分が一番よくわかってない。

　大人としてダメじゃない？　女として、終わってない？　あぁぁ、穴があったら埋まりたい。神様お願い、埋まらせて……。

「ごめんなさい……」

　その言葉に、行成の手が止まった。

「ナホは酔っぱらうと子供みたいになるぞ」

　両手を頬にあて、ゆっくりと胸から顔を持ち上げながら、彼はおかしそうに言う。

「……うぅぅ」

「キスどころか、その先までねだって」

「う、うあぁぁぁ」

　その先って、その先って……！

「ちゃんと、おねだりしたから。ご褒美あげようって……」

　色っぽい眼差しを向けながら話す行成だけど、次に出てくる言葉が、怖い。

　でも、抱かれた記憶がないなんて……。

「――なったんだけど」

「だけど？」

「お前、熟睡しちゃってさ。何しても起きなかったから、結局しなかった」

「……へっ？」

　し、しなかった、んだ。

　その言葉に、ほっとしたのか残念なのかよくわからない感情がわきでて、身体中の力が抜けた。

「というわけだから、今からねだってもらおうか？」

「へ？」

　色気たっぷりの視線に目が離せない。

「この状況でまたお預けなんて。しないよな？」

「ひゃぁっ」

　くるりと視界が反転して、さっきまで見えていなかった天井が見えた。

「さぁ、どうしてほしい？」

　口元を歪ゆがめながら、行成が私を見下ろす。

「どうって……」

　どうって、そんなの……。

　何も言わずに行成の首に両手を巻き付けると、ゆっくりと顔を近づける。

　抱きついた私に、彼は満足そうに微笑んだ。




「ぁぁあんっ……」

　軋むベッドの音が部屋を満たし、行成の身体から流れる汗が私に落ちる。

　両足を抱えられるような格好で身体を繋げた。行成が動く度に、声が漏れる。

　自分の口から出ているはずなのに、どこか遠くから聞こえるように感じる。

　頭の中が真っ白になって、無意識にねだる言葉をあげた。

「もっと……んんぁ」

「もっと、何？」

　そう聞いてくる行成に身体の奥がきゅうっとなったのがわかった。

「もっと……もっと、ふかっ、あああぁ」

　身体の奥、いっぱいいっぱいまで差し込まれた感覚に背中がのけぞる。

　大きな声があがって、何も考えられなくなって。

　そのまま意識を手放した。




　目が覚めると、目の前に鎖骨があった。

　規則正しく聞こえる呼吸音に少し視線を上げれば、喉仏とうっすら髭の生えた顎が見えた。

　もぞもぞと手を動かし、髭をそっとなでると、くすぐったいのか顔を数度振った。

「悪戯はやめろ」

　かすれ声が頭上から響いた。

「え？　……起きてるの？」

「寝てたのは、お前だけだよ」

　呆れたようにそう言うと、行成は身体を起こしてベッドの脇に置いてあったタバコを手に取った。そして枕にもたれかかるように、ゆっくりとタバコを吸う。

　当たり前だけど、何も身につけていないその身体に、ドキドキと鼓動が速まって、思わずかかっていた毛布を頭からかぶってしまった。

「ナホのむっつり」

「なっ、ち、違いますっ!!」

　毛布から顔を出して、行成を睨む。

「行成がそんな格好してるのが悪いんでしょっ！」

「そんな格好？」

　タバコを灰皿に押し付けながら、行成は自分の身体に目をやる。

「あのなぁ……よく考えてみろよ。今、この状況で、俺だけ服着てたらおかしいだろ？」

　さっきまで……私、行成と……。

　かすれ声で囁かれた言葉。手のひらや唇の感触。体内に残る熱さと気だるさ。

　すべてが一気によみがえってきた。

　た、確かに服着てたら嫌かも。

「すみませんでした」

「素直なナホには、ご褒美あげないと、だな」

　ニヤリと笑いながら行成は私に覆いかぶさると、おでこに唇を押し当てた。

「物足りない？」

　おでこから唇を離して、意地悪く言う。

「た、足りな……い、です」

　ゴニョゴニョと口の中で呟くように話すと、行成はおかしそうに笑い声を立てた。

「ホント、素直だな。ナホちゃん」

　そう言って、唇を重ねた。

　あっさりと侵入を許した舌が、私の舌を絡め取ってもてあそぶ。息が上手く出来なくって、行成の肩を叩くと、彼の唇はゆっくりと離れていった。

「……息継ぎ、忘れるかよ」

「だ、ってぇ」

　肩で息をしながら情けない声を出すと、行成はもう一度おでこにキスを落とし、髪の毛をなでた。

「ナホ」

　さっきまでと違う、真剣な声に、覆いかぶさったままの行成の顔をじっと見つめた。

「何？」

「一年間、中東に行く。大沢さんと一緒にじゃないけどな」

「え？」

　突然のことに、言葉が続かない。

　彼は微笑むと、唇にちゅっと音を立ててキスを一度して、私を起き上がらせた。

「中東というか、世界のあちこちを回るんだ」

　世界を回る？

「どういうこと？」

「会社の創立二〇周年記念の特別編集企画のカメラマンとしてメンバーに加わることになった」

　一年間？　海外……？

「え？　え？」

　子供みたいに、同じ言葉しか出てこない。

　そんな私に、行成は優しく微笑んでゆっくり説明し始めた。

「来月、辞令が出る」

「え、あ……うん」

「実際に行くのは、それより後だと思う。アメリカ、ヨーロッパ、中東なんかを回って、二〇年前撮られた写真と同じ場所で、写真を撮ってくる。二〇年前に写真を撮ったのが俺の親父だったみたいで、それならば俺を行かせよう、ってなったらしい」

「そ、うなんだ……」

「ここに転職出来たのだって、大沢さんのおかげ。今回も親父の七光りみたいで、断ろうかどうか悩んでた」

　最近、様子がおかしかったわけがわかって、ほっとしたのと同時に、寂しさが募ってきた。

　やっと思いを伝えられたのに。ずっと一緒にいたいって、そう思ったのに……。

　背中を押す言葉が見つからなかった。

「待てるか？」

「え？」

「一年間、待てるか？」

　行成の瞳は真剣だ。

　やっと気持ちを伝えることが出来て、行成のそばにいられるって思ったのに。

　もし、大沢さんと一緒にってなっても、半年あるって思ったのに……。

　なのに、来月に辞令が出るなんて突然過ぎるよ。

『待て』

　そう言われたら、待つよ。だけど、だけどね。

「もし、待てないって言ったら？」

　意地悪したくなって、わざと言った言葉だった。

「身体に覚えこませるだけ。だけど？」

　ニヤリと笑いながら、行成は再度身体を押し倒すと、両手を簡単にまとめあげて、頭上に縫ぬいとめた。

「ゆ、ゆきなりっ!!」

　慌てる私をよそに彼は、楽しそうに微笑む。

「俺じゃなきゃダメな身体にしておくから」

　妖しげな言葉をはきだし、そのまま首筋を舐め上げた。

　ビクリと身体が震え、声がこぼれ落ちた。

　さっきまでの情事を思いだし、身体が熱くなる。

　足をもじもじと動かすと、それに気がついた行成が色っぽい瞳を向けながら、下半身をゆっくりといじった。

「あっ、あっ、ああぁんっ」

　理性も何もかも手放しそうになった私に、行成が囁く。

「待ってろ」

　その言葉に、黙って頷いていた。










最高で最良の……




　行成が旅立つまでの三ヶ月はあっという間だった。

　一年後には、ここに帰ってくるってわかっているのに、もう二度と会えないんじゃないか……そんな感情がわいてきて、行成と離れたくないって言葉が何度も喉まで出かかった。

　そんな私の気持ちに彼は気がついていたのか、旅立つまでの時間のほとんどを私に合わせてくれた。

　彼の優しさに気持ちが落ち着いて、成田空港で旅立ちを見送る時は笑顔で送りだすことが出来た。

　マサルくんは誰よりも号泣していて、木村さんが小さい子をなだめるように頭をなでていた。

　そんなマサルくんに行成は、私の肩を抱きながら近づくと、「マサル、ナホをよろしくな」と、意地悪な笑みを浮かべる。

「じょ、冗談じゃないわよ！　そーんな干物ちゃん、ほっといたって誰も取って食いやしないわよ。ほっておかれて、せいぜいカビでも生えりゃいいのよ」

　おいおいと泣きながら、そう言うマサルくんに、木村さんと視線を合わせると思わず吹きだした。

「な、何よう。みんなして、私のこと馬鹿にしちゃって……!!　ユキナリなんて嫌いよ。さっさと行っちゃいなさいよ」

「マサル。お前にしか頼めないから。帰ってくるまで、ナホをよろしくな」

　肩を叩き、お願いする行成に、マサルくんは拗ねた顔を向けた。

「ほーんと、勝手なんだから……でも、そこまで言われちゃねぇ。わかったわよ。麻生ちゃん……とことん守ってあげるわよ!!」

　そう言いきったマサルくんにもう一度みんなで笑うと、それぞれに行成と別れの挨拶をして、彼の背中を見送った。




　＊　＊　＊




　あの日から、そろそろ一年が経とうとする。

　笑顔で見送ることは出来たけれど、不意に襲ってくる寂しさや不安にひとり枕を濡らす夜がしばらく続いた。

　行成からの連絡はほとんどない。電話も出来るしメールだってあるじゃないの、ってマサルくんは呆れるけど、時差を考えるとなかなか連絡しづらいのが現状だった。

　私の仕事は相変わらず忙しかった。

　取材や会議に追われて、あっという間に一日が過ぎる。

　充実しているけれど、取材に行く時に隣に行成がいないことにやっぱり寂しさを感じる。それを払拭するように、ムキになって仕事に没頭する私の〝女の捨てっぷり〟は更に酷いものになっていて、マサルくんに心配されている始末だったりする。




「麻生。お待ちかねのだよ」

　木村さんがデスクの上に、書類が入っているであろう社名入りの茶封筒を無造作に置いた。

「別に待ってないんですけど……」

　茶封筒から視線を木村さんに移すと、彼女は一通のエアメールを胸元で振っていた。

「これは待ってたでしょ～」

　舌を出しながら笑う彼女に苦笑しつつ受け取ろうとすると、彼女は反対の手をスッと出した。

「何ですか？」

「何って、この私がよ。先輩の私が、わざわざこうやって手紙を届けてやってるのよ。わかるでしょ？」

「自分の書類を取りに行ったついでですよね？」

　私の言葉に、木村さんは「バレたかぁ」とおどけたように笑いながらエアメールを渡してくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を言い、封筒の裏に書いてある差出人を確認する。

　クセのある字で書かれた名前に頬が緩むのがわかった。

「露骨に表情変えないでよね」

　呆れたように言いながら、彼女は隣のデスクの椅子に当たり前のように腰かけた。

「木村さん？　どうしたんですか」

「どうもこうも、早く開けちゃいなさいよ」

　鼻歌を歌うように彼女はそう言うと、引きだしからハサミを取りだした。

「今回はどこの？」

「さぁねぇ～、どこでしょうね？」

　行成が海外に赴任してから、社内に届ける写真と一緒に、私の元にも毎月一通の手紙が届けられていた。手紙の中には、異国の風景写真やそこに生活する人の写真が一枚だけ入っている。彼が見た景色や人々を共有出来た感じで、元気を分けてもらえる大切な宝物だ。

「どこの写真かなぁ」

　ご機嫌な木村さんに、苦笑しながら写真を取りだす。

「あれ？　珍しい、高瀬じゃない。いつもは撮る側が、今回写ってるわよ」

　その言葉に写真を見つめると、見慣れない髭面の行成が、困ったように笑っていた。

「髭生やしてんだね」

「あ、うん。中東は髭を生やした方がいいみたいですよ」

　行成の隣には、彼の肩に腕を回し豪快な笑顔を見せる大沢さん。

　彼の顎にもしっかりと髭が生えていた。

「会えたんだ」

　遠い異国の地できちんと会うことの出来たふたりの写真を見ていると、なんだか嬉しくなって、安心出来た。

「ねぇ、麻生？」

「何ですか？」

　久しぶりに見る行成から目を離すことが出来ずに、写真を見つめたまま返事をする。

　そんな私に、木村さんは呆れたように言葉を続けた。

「この手紙って、月一だよね」

「はい。これで十三通目です」

　枚数を言葉にして、一年という時間が流れたのを改めて知った。

　結局一年間会うことが出来なかったな。

　行成の居場所が一定しないことに加え、私も忙しくて、まとまった休みがとれなかった。

　それでもチャンスがないわけではなかった。

　イタリアへの取材が入った際、偶然にもその時期に行成もイタリアにいて、カメラマンを行成が務めることになっていた。

　だから、絶対に行きたい。行かせてほしい。

　そう、編集長に話したんだけど……。

　帰国子女で、英語にフランス語、それからイタリア語を流りゅう暢ちょうに話す、木村さんが行くことになってしまった。

　残念だったけど、よくよく考えたら公私混同はダメだったなって、反省した。

　だけど、その取材に同行したマサルくんからのメールに添付された写真に、やっぱり行けば良かった!!って、ヤキモチも焼いたんだっけ。

【ユキナリ、食べちゃうからね】

　なんて言葉と共に届いた写真には、行成の頬にキスをするマサルくんと金髪美人。

　思わずマサルくんに電話したことを思いだす。

　結局、酔っぱらったマサルくんが、レストランのウェイトレスのお姉さんに無理言ってキスしてもらっただけだったんだけど……。

　一方行成は次の場所に移動するために、もうその場にはおらず、電話で話せなかったって、マサルくんに八つ当たりしたんだっけ……。

　あーあ、嫌なこと思いだした。

「何、派手にため息ついてんのよ……」

「あ、ごめんなさい」

「そんな顔してたら、百年の恋も冷めるわ」

　眉間に指をぐりぐり押し当てながら、木村さんは不思議そうな顔をする。

「ねぇ、今回の写真、いつもより間隔が短いと思わない？」

　私の手から写真を引き抜きながら意味深な笑いを浮かべた。

「間隔が短い？　手紙の間隔ですか？」

「そう、この間の手紙、麻生に届いたのは確か二週間前だけど？」

　その言葉に、デスクの脇に無造作に置かれた少し大きめの手帳を開いた。挟んであるクリアファイルの中から、今まで届いた封筒を出す。

　いつ届いたのかわかるように、封筒の端に日付を書いていた。毎月、ほぼ同じ日に届いていた手紙を確認すると、確かに前回との間隔は二週間だった。

「大沢さんに会ったから……なのかな？」

　そう言いながら、並べられた封筒を何気なく見つめて、あることに気がついた。

　手にした封筒には庶務課が間違い防止のために押す、編集部ごとのハンコが押されていなかった。

　もしかして、木村さんは行成から直接手紙を受け取った……？　いや、まさか。あり得ない。行成が帰国しているなんて。

　でも、行成が出国してから、もう一年が経とうとしている。

　可能性としてゼロじゃない。

「麻生？　どうかした？」

　私を見下ろす木村さんを見上げた。

「……木村さん」

　木村さんが持っている写真の裏側に文字が見える。

「何よ？」

「早く教えてくれればいいじゃないですか！」

　ゆったりとした動作で椅子を片付ける木村さんに、立ち上がって思わず文句を言うと、彼女は肩をすぼめた。

「自分で気がつかなきゃ意味ないでしょ……」

　そして木村さんは顔を近づけてくる。

「暗室ね」




　写真の裏には、クセのある文字があった。

　毎月心待ちにしていた大好きな彼の文字で書かれた『ただいま』のメッセージ。

　もう、帰るなら教えてくれてもいいのに！　木村さんも知っていたなら、さっさと言ってくれればいいのに！

　いつだって彼は最低で、最悪で……。

　エレベーターを待つのももどかしくって、階段を駆け下りる。久しぶりに来たフロアの奥、独特の臭いのある部屋の扉を開けて中に入った。暗幕の中に滑り込みながら、その先の扉をノックする。

「はい？」

　扉の奥から聞こえる声、それは紛れもなく彼の声で……。

「行成！」

　思わずそう叫んでいた。

　扉がゆっくりと開かれ、その先に見えた人影に、何も言わずに飛び込んだ。

「うぉ!?」

　突然のことに、行成の身体はバランスを崩して尻もちをついた。

　その上に跨がるように覆いかぶさり、身体に回した手に力を込める。一年間の間に、行成の体形は以前と比べてがっちりとしたように感じた。

「会いたかった」

「……ガキかよ」

「だって、会いたかったんだもん。なんで帰国するって教えてくれなかったの？」

　まくしたてる私に、行成は申し訳なさそうに返事をした。

「本当に帰れるか、ギリギリまでわからなかった。だから、変な期待はさせたくなかった」

「それでも、帰国の予定くらいは連絡してくれても良かったでしょ？」

　顔を上げてそう抗議をすると、行成は顔を近づけ、唇を一瞬だけ重ねた。

「おかえり、は？」

「お、かえり……」

「浮気しなかったか？」

　意地の悪い質問に愛しさが募る。

「し、しないってば！」

「お利口さんにはご褒美あげないと、だな」

　クスクス笑いながら、再び顔を近づけて唇を重ねた。

　啄ついばばむように何度も繰り返されるキス。唇を舐められて、身体が震えた。

「溜まってんの？」

「さいてー」

　行成の身体を何度か叩く。

「最高だろ？」

　言葉と共に、口内に侵入する彼の舌。

　久しぶりの感触に思わず、行成の首に腕を回した。

「ねだってんの？」

「違うぅ……っ、ふぁっ」

「気持ち良さそうな声あげてんじゃん」

　セクシーな声に、お腹の辺りがきゅっとしたのがわかる。

「さ、さいてー」

「だから、最高だろ？」

　クスクスと笑いながら、行成の指が私の首筋をなぞる。

「さ……最悪……あぁぁ、やぁん」

「最良だろ？」

　行成は身体を捻ると、私を床に押し倒し、そのまま覆いかぶさった。

「ただいま、ナホ」

　さっきまでの意地悪な瞳は影をひそめ、柔らかな眼差しを向ける。

「おかえりなさい」

「会いたかった」

　言葉と共に唇が重なる。

「キスしたかった」

「私も」

　腕を首に回して、唇を更に押し付ける。

　少しだけ開いていた隙間に舌を差し込み、行成のそれにそっと重ねた。

　唇が離れる度に漏れる甘い吐息に、身体の奥の方がウズウズして落ち着かなくなる。

「寂しかった……」

「俺も」

「行成に触れたかった」

「俺はナホを啼なかせたかった」

　……なんだか、テンションが下がった。

「……最低」

「最高だろ」

「最悪！」

　一年会わずにいたのに、前と変わらない行成に憎まれ口を叩く。

「そんな俺に惚れたんだろ？」

「自信過剰」

「褒め言葉だな」

「大……」

「愛してる」

「え？」

　直後、左手に冷たい感触が走る。

「な、何っ!?」

　行成の指に絡まっていた手を引き抜き、じっと見つめた。

「これ……」

　左手薬指に光る指輪。繊細な模様がほどこされた銀色の指輪。

　行成はそれを大切そうになでると、自分の左手を出した。

「同じ？」

「そ。意味わかるだろ？」

　私の左手をグッと引き上げながら行成は身体を起こすと、もう一度「意味わかるだろ」と言った。

「ちゃんと言って……」

　行成の左手を握りしめ、まっすぐに見つめる。

　ちゃんと聞きたい。ちゃんと言ってほしい。

「我儘だな」

　困ったように少しだけ笑うと、行成は真剣な眼差しを向けた。

「ナホ」

　自分でお願いしたくせに、緊張し過ぎて、思わず息を呑んだ。

「俺は、最低で最悪なんだろ？」

「は？」

「俺といて、これ以上の最低最悪はないと思わないか？」

　これ以上……？

「その後は」

「最低最悪の後は？」

「最高で最良になるんだよ」

　最高で、最良……？

「俺は幸せになれる自信があるよ」

「……え？」

「ナホ、相手はお前限定だけど」

　にこやかな笑顔でそう言いきった行成を見つめた。

　そんな私のおでこをパチッと叩きながら、行成は大きく息をはきだした。

「結婚してやる。干物のナホちゃん」

「してください。お願いします、の間違いでしょ。女たらしの高瀬くん」

「はぁ……相変わらず口は減らねぇな」

　大きなため息と共にはきだされた言葉。行成は絡めた指をグッと引きよせる。

「素直になれよ」

　そして私の耳元でそう囁いた。




「んっ、はぁっ……」

　衣擦れの音とベッドの軋む音が響く部屋。

　あの後、仕事をしている気分じゃなくなって、早々に仕事を切り上げた私達は私の自宅へと帰ってきていた。

　なんだか、動物みたいだと思ったけれど、久しぶりに会うことの出来た、愛しい人だ。そんな状況で、仕事なんて出来ない。

　一年振りに会うんだもん。今日くらい、ずっと行成にくっついていたっていいよね？

　行成の身体をきつく抱きしめながら、与えられる快楽の波に翻弄される。

「ナホ……」

　吐息交じりに名前を呼ばれ、目尻に唇が触れた。

「泣く程気持ちいい？」

　意地悪な質問と共に首筋に落とされた唇に、思わず大きな声をあげた。

「あっぁぁっ、ゆきな、りっ」

「んっ？」

「こ、これ、いじょっ……」

　一瞬だけ止まる身体。

「ナホ？」

　行成の頭を引きよせ耳元で囁く。

「私が行成をこれ以上ないくらい、幸せにしてあげる」

「えっ？」

　私の言葉に驚いた表情を浮かべる行成に胸がキュンとなる。

「だから、最高で最良の幸せをちょう…………っ、あぁぁぁっん」

　言い終わる前に、さっきとは比べものにならないくらいに激しく動く身体。

「減らず口」

　行成が苦笑いを浮かべた。

　滴り落ちる汗。徐々に早まる息遣い。

　眉間にしわを寄せた顔が色っぽい。

『ナホ、相手はお前限定だけど』

　そう言われた時、すごく嬉しくて幸せだった。

　照れくさくって、とぼけちゃったけど……。

　ねぇ、行成。本当に好きよ。大好き。

「愛してる」

　耳元で囁く行成に、「愛してる、世界一」――そう言って、噛みつくように唇を重ねた。




　人生の中で、どのくらいの人と出会って、そのうちのどのくらいの人と仲良くなれるのだろう？　一生を共にと思えるくらい、大切だと思える人と出会うには、この先どのくらいの人と出会わなくてはいけないのだろうか……？

　少し前までは、こんなことばかり考えていた。

　行成との出会いは最低で、その後も最悪って何回も思った。自分の気持ちにフタをして、見失いそうになったこともあったけど。一生を共にって思える出会いは、絶対に気がつくし、気がつくようになっているんだって思った。

　行成の言っていた、〝最低で最悪〟はきっと、どんなに苦しい状況でも、嫌な経験でも、お互いの気持ちひとつで、どんな形にも変えられることが出来るって言いたかったんじゃないかなって、そう思った。

　隣で、穏やかな寝息を立てる行成をじっと見つめる。

〝最低最悪〟って思っていたけど、〝最愛の人〟になった。




「行成、ずっとずっと愛してる」

　言葉と共に、唇をそっと重ねた。





終わり












あとがき




　初めまして、柳やなぎ 美み桜おです。

　この話を書こうと思ったのは、息子達のインフルエンザで仕事を休んで久しぶりに時間が出来た時でした。

　あの日から二年以上の月日が経ち、まさかの書籍化になりました。

　本当に、どこで何が起こるかわからないなぁ、と改めて実感しています。




『とんでもなくダメな男に、どうしても惹かれてしまう』そんな話を書こう。

　そう思って書き始めた、本作。

　とんでもないダメ男というよりは、不器用な高瀬に、ちょっとダメ男の浅川社長。どっちかと言えばダメな女の菜穂。こんな友達がいたら絶対楽しいだろうなぁと思えるマサルくん。それから、こんな後輩いたら困っちゃうだろうなぁと思ったサトコちゃん達は書いていて本当に楽しかったです。

　書籍化にあたり、だいぶ手直しをさせていただきました。それぞれのキャラクターがもっと魅力的になって、読みやすくなったんじゃないかな？なんて思っています。




　色々と優しく丁寧なご指導をくださった担当の長井様。編集に携わってくださった皆様方、素敵なイラストを描いてくださった竹中様。本当にお世話になりました。

　そして、いつもいつも応援してくださる読者の皆様。本当にありがとうございます。

　皆様のおかげで、このように素敵な本になりました。感謝、感謝です。




　最後になりますが、この本を手に取ってくださってありがとうございます。

　読んでくださった皆様が幸せな気持ちになってくれたら幸せです。

　ありがとうございました。





柳 美桜









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










彼の瞳に捕まりました！
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